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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ほんとうにあった怖こわい話





　夜。宿やどの一室で。


　ふと胸むな苦ぐるしさを感じて目を覚さますと。


　枕まくら元もとにナーガが立っていました。





「……ったく……どーやって入ってきたんだか……で？　どーゆーこと？」


　まだ胸はどきどきしているが、とりあえず呼こ吸きゆうだけは整えて。


　あたしは反はん対たいがわの壁かべで上下逆さかさまにひっくり返ったナーガにそう問といかけた。


　芯しんをしぼったランプの小さな小さな灯あかりがうすく部屋を照てらしている。


「……ち……」


　ナーガはわずかにぴくついてから、いきなり、がばぁっ！　と身みを起おこし、こちらにづかづか歩み寄り、


「ちょっとリナ!?　なんでいきなり蹴けり入れるのよっ！」


「蹴らいでかっ！」


　答えもせずに理り不ふ尽じんな抗こう議ぎの声を上げられて、あたしも負まけじとどなり返した。


　白蛇サーペントのナーガ──自じ称しようあたしのライバルこと、ヒトのフリした超ちよう常じよう現げん象しよう。


　もちろん服ふく装そうはいつもと同じ、無む意い味みに露ろ出しゆつ度ど高い服、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！


　こんなかっこうした奴やつに、枕元に立たれた日には、とりあえず攻こう撃げきして距きよ離りを取る以い外がいの選せん択たく肢しなどあろうはずもなく。


　しかし……いつもならこのナーガ、ひとのめーわくかえりみず、バカ笑いとともに出しゆつ現げんすることが多いのだが──


　夜中にひっそり、しかも存そん在ざい意い義ぎの八はち割わり以い上じようを占しめるバカ笑いもなしに、というのはどうにも解げせない。


　ナーガは何かを思いだしたかのように、声をひそめて、


「実じつはわたし、どういうわけかこの街まちの警けい備び兵へいに追いかけられてるのよ」


　言われてあたしは思い出す。街の警けい戒かいが変に厳げん重じゆうだったことを。


　夕方、あたしがこのトレマッド・シティに立ち寄よった時も、街の出入り口を守る警備兵たちからいくつか質しつ問もんをされたし、街の中を歩いていても、軽けい武ぶ装そうの警備兵たちの姿すがたがやたらと目についた。


　何かあったんだろうとは思っていたが……


　あたしは目め頭がしらをおさえ、


「……そう……とうとう……」


「『とうとう』ってどういう意い味みよリナっ!?　わたしは何もやましいことなんてしていないわよっ！」


「……自じ覚かくがないって悲しいわね」


「どういう意味よそれっ!?」


「だからっ！　あんたは存在そのものが犯はん罪ざい行こう為いだって言ってんのよっ！」


「ふっ！　確かに『美しさは罪つみ』なんて言うことはあるわねっ！」


「そーゆー意味じゃなくてっ！」


　言ってから、あたしは小さく息を吐つく。


　とりあえず、言い合いなんかしててもはじまらない。


「……わかったわナーガ。あたし、あなたの言ってること信じる」


「……リナ……」


「だから自じ首しゆしましょ。ね」


「……って、ちっとも信じてないじゃないのっ！」


「まーまー。怒おこらない怒らない。とりあえずものはためしで、カルーい気持ちで自首してみるってことで──」


「──だから──」


　ナーガがなおもしつこく、何か言おうとしていたその時。


　──ほーっほほほほほほほほ！


　何かに似にたバカ笑いは、どこか遠くから聞こえて来た。


　──!?


　あたしとナーガは顔を見み合あわせ──同時に目をやったのは部屋の窓まど。


　近ちか寄より開ければ、そこにあるのは夜の空。


　風が冷たい。


　部屋は宿の三階にある。遠くに教会の尖せん塔とうが影かげとなって佇たたずんで。民みん家かの屋や根ねは目め線せんより低く連つらなって、皓こう々こうたる満月が、淡あわく世界を照らしていた。


　月の光が降る中で。民家の屋根から隣となりの屋根へ。次から次へと飛とび移うつりゆく影ひとつ！


　月げつ光こうの下とはいえどやはり夜。顔のつくりとか、細かなところは見えないが──


　風に流れる長い髪かみとたなびくマント、動くたびに揺ゆれまくる胸とはこの距離からでもはっきり見えた。


　その影が。


　──ほーっほほほほほほほほ！


　笑いの声を響ひびかせる。


　影と笑い声とを追おって、街のあちこちからわき起こる、警備兵たちが鳴ならす笛ふえの音。


　だが影は、追っ手を歯し牙がにもかけぬまま、しばしあちこち屋根の上を飛び回ってから、ふいにその姿を消した。


　笑い声も消え、笛の音だけが、なおもしばらく夜に響いて。


　そんな様よう子すを窓からじっと眺ながめたまま。


「……何アレ？」


「さあ」


　あたしのつぶやきに、ナーガは気のない声でぽつりと漏もらしたのだった。





「許ゆるせないわね」


　明けて翌よく朝あさ。宿の一階にある食堂で。


　ひと息に空あけたビールのジョッキを、だむっ！　とテーブルにたたきつけ、ナーガは据すわった目で言った。


　とりあえず。


　どうやらナーガと似にた格かつ好こうの誰だれかが、この街で何かの悪さをしているらしい、ということはわかった。


　彼女が警備兵たちに追いかけられたというのもそれゆえだろう。


　トラブルを避さけるため、ナーガは今、あたしが用意したシャツにジャケットにロングスカートといういたってふつーの格好をして、黒くろ髪かみもポニーテールに結ゆい上げているが、このスタイルも気に入らないのか、なんだか妙みように機き嫌げんが悪い。
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「ゆるせない……って、やっぱり昨日の奴やつのこと？」


「とーぜんよ！」


　あたしの問いに、ナーガは殺さつ気き立ったまなざしで、


「何よあの高笑いはっ！」


「そこかっ!?」


「──ふっ。いいことリナ。あなたには理り解かいできないかもしれないけれど、高笑いっていうものは、ただ大声で笑えばいいというものじゃあないのよっ！」


「理解できなくていーです。」


　などと話をしている所に、おばちゃんが、朝ごはんに注ちゆう文もんしたスープやらパンやらチーズやらサラダやら鴨かもローストのリキュールソースがけやらを運んできて。


「──そーいえばおばちゃん、昨日の夜、変な笑い声上げながら屋根の上走ってる奴見たんだけど……何アレ？」


　なんとなく問いかけてみると、おばちゃんは、テーブルに皿をならべつつ、


「ああ。あんたアレ見たのかい？　変な泥どろ棒ぼうだろ？」


『どろぼう？』


　声をそろえるあたしとナーガ。


「そう。わたしは見たことないけどね。なんでも、変な格かつ好こうして変な笑い声上げながら盗ぬすみを働いて、結けつ構こう荒あら稼かせぎしてるって話さ。


　たしか……サペン……トナガーとか言ったかねぇ」


「……さぺん……!?」


「とながー、って……！」


　二人は思わず顔を見合わせる。


　もちろん、おばちゃんがどろぼうの名前をうろおぼえしている部ぶ分ぶんはあるにしても──


　それはあまりにも、白蛇サーペントのナーガの名に似にていた。


　格好、バカ笑い、そして名前。


　ここまで来れば、もはや偶ぐう然ぜんの一いつ致ちとゆー域いきを超こえている。


　おばちゃんが、料理の皿を置いて去ったあと。


「……ふっ……なるほど。これはつまり、このわたしのふりをして盗みを働いている奴がいるということねっ！」


　サラダをフォークでつつき、ナーガは瞳ひとみに怒いかりの色を燃もやす。


「でしょうね」


　と、スープをすすりつつあたし。


「こうなったらこのわたしたちで、そのにせものを捕つかまえるわよ！　リナ！」


　むろんのこと。


　これが別の状じよう況きようならば、めんどくさいからヤだ、と突つっぱねる所なのだが。


「そーね。そいつをぶち倒たおして、没ぼつ収しゆうしたおたから全部のうち五割わりはあたしの取り分、ってことなら、手を貸かしてもいーけど？」


「……うっ……」


　あたしの出した条じよう件けんに、ナーガは一いつ瞬しゆん息を呑のむ。


　手を貸す気になった理り由ゆうは二つ。


　まずは、泥棒が荒稼ぎをしているらしいという話。倒しておたからぶん取れば、それなりのもうけとなると踏ふんだのだ。


　そしてもう一つ。正義を気き取どるつもりはないが──さすがに、ナーガのマネをしようなどという危き険けん思し想そうの持ち主を、野の放ばなしにはできないと思ったからである。


　ナーガはわずかに迷まよっていたが、


「……ふっ。仕し方かたないわね。それで手を打ってあげるわ」


　おーし。交こう渉しよう成せい立りつ。


「じゃ、この朝ごはん食べたら捜そう査さ開かい始しするとして……


　さすがに街の中であんたの名前連れん呼こすると、よけーな誤ご解かい受けそーな気がするから、てきとーな偽ぎ名めいで呼んだ方がいーわね。


　それじゃあ──」


　ざっとあたりを見回して、ふと目についたのが食堂のメニュー。


　その中に見つけたのが『グアレンイトス・おグばレさイんスのチキンシチュー』。


「今からあなたはグレイスってことで」


「──っ……！」


　てきとー極きわまるネーミングに、ナーガは一瞬ヤな顔をしたが、


「……まあ……場合が場合だから仕方ないわね……」


　不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいたのだった。





　朝食を済すませて早さつ速そく捜査を開始。


　あたりの人にちょいと聞けば、昨さく夜やの事件現げん場ばがどこかはすぐにわかった。


　あたしとナーガ、二人はまずそこへと向かって──


「……えーっと……ここ……よね？」


「……だと思うけど……」


　道の端はで、とまどい顔で立ち止まる。


　あたりにはやじ馬たちと、わめきつつ交通整せい理りをする警備兵──てな光こう景けいを想そう像ぞうしていたのだが。


　ごく平へい凡ぼんな民家の玄げん関かん先さきに、制せい服ふくの上から革鎧レザーアーマーに長ロング剣ソードという、軽けい装そうの警備兵が一人だけ、ヒマそーに佇たたずむばかり。


　あたりを通る通つう行こう人にんたちも、時とき折おりそちらにちらりと視し線せんを投げたりもするが、その程てい度ど。


　噂うわさになっている泥棒の犯はん行こう現場、というふうには見えないが……


　とはいえ場所を間ま違ちがえたのなら、警備兵がいるわけもなく──


　とりあえず話を聞いてみようと、あたしとナーガはそちらに近づき──気づく。


　金色の髪かみを短く刈かったその警備兵が、実は女だということに。


「女なんだ」


　思わずぽつりとこぼした、そのとたん。


「女で何が悪いんですかぁぁぁっ！」


　ぎんっ！　とこちらをふり向いて、女警備兵が絶ぜつ叫きようした。


『えぇぇっ!?』


　とまどうあたしとナーガとに、彼女は瞳に怒りの色をたぎらせながらにじり寄り、


「警備兵だから男だというその固こ定てい観かん念ねんは男たちが作り上げてきた従じゆう来らいの歪ゆがんだ社会が生み出す女性差さ別べつ、女性蔑べつ視しという害がい悪あく以外の何なに物ものでもありませんっ！


　女性でありながらそんなことにすら気がつかないとは猛もう省せいを促うながしますっ！」


「え？　え？　えとあの？」


　いきなしわけのわかんないことで嚙かみつかれて混こん乱らんするあたし。


　ナーガはそばに佇んで、そんなあたしに笑えみを向け、


「ふっ。口は災わざわい、って奴やつね。リナ」


　からかうナーガを、女警備兵は、燃えるまなざしでにらみつけ、


「巨きよ乳にゆうも敵てきですっ！」


「えぇぇぇぇえっ!?」


　ナーガは驚おどろきの声を上げ──


「同どう志しよっ！」


　あたしは思わず女警備兵の手を取った。


　革鎧レザーアーマーのせいもあるのだろうが、にらんだところ、彼女の胸のボリュームは、あたしとたいして変わりない。


　彼女もあたしの胸のボリュームに気がつくと、とたんに表情を明るくして、


「わかってくれますか！　そもそも胸のサイズで女性の価か値ちを決めるなんていうのは差別以外の何でもないと！」


「もっちろんよ！　あ。あたしリナ。リナ＝インバース。旅の魔ま道どう士しよ」


「私はヘレン＝ウィーバー。ご覧らんの通り警備兵です」


　瞬しゆん時じに芽め生ばえる女の友情。


「やー。実はねヘレン。あ、ヘレンって呼んでいーわよね。実はあたし、ある人から依い頼らい受けて、最近この街を騒さわがせてる女泥どろ棒ぼうのこと調べてるんだけど」


「というとひょっとして──」


　ヘレンは、あたしの後ろに佇むナーガに目をやってから、


「あの、無む駄だに胸の大きい人が依頼人？」


「ムダ……！」


　ナーガが文もん句くを言いはじめるより早く。


「んー。まあ、そんなとこ。名前はグレイスっていうんだけど……ごめん。ちょっとくわしいことは話せないの」


　いきなり警備兵とうちとけるとは思っておらず、とっさにてきとーなことを言ってみたのだが──


「なるほど。わけあり、ってことですね」


　ヘレンは勝かつ手てに納なつ得とくして、しばし何やら考えて、


「いろいろ教えてもかまいませんけど……


　そのかわり。泥棒を捕つかまえるその話、私も一枚嚙かませてもらいます」


「一枚……」


「嚙む？」


　おかしな提てい案あんに、眉まゆをひそめるあたしとナーガ。


「気楽に言うけど……警備兵のしごともあるんでしょ？」


「いいんです別に。どうせ私に回されるのはどうでもいい任にん務むだけですし。これって明らかな女性差別ですよ」


　女性差別かどうかは知らないが、捜そう査さも終わったっぽい事件現場に一人で立ち番ばんとゆーのは、たしかにどーでもいい任務のような気はする。


「世の中は、女性に対する蔑べつ視しと偏へん見けんで満ちています。


　私はそんな不ふ公こう平へいを是ぜ正せいするため、日にち夜や努ど力りよくを重ねているんです。


　活かつ動どうの一いつ環かんとして、私は、女には向かないと言われている、この警備兵という仕事を選んだんです」


「よく採さい用ようされたわね」


「裏うらからお父様に手を回してもらいました」


「オイ。」


　それはいーのか。


「ところが実じつ際さい警備兵になってみると、訓くん練れんとかいろいろ大変だし裏うら方かた仕事ばっかり回って来るしで嫌いやになってたんですけど、ただやめたら負けたみたいじゃないですか。


　ここでリナたちのおこぼれにあずかって手て柄がらを立てて、女性の力を示しめしてからやめれば格好もつきますし」


　おこぼれって言ったー！


　プライドがあるのかないのかよくわかんない人だけど……


「それに、一枚嚙むと言っても、あなたたちと始し終じゆう一いつ緒しよに行動する、という意味じゃあありません。


　こちらは情報を提てい供きようし、そちらには私が手柄を立てるのに手を貸かしてもらう。


　あなたたちの協力で私がうまく手柄を立てられれば、いくぶんかのお礼も用意しますけど？」


「ふっ！　そういう話なら！」


　ナーガが、ずいっ、と前に出て、


「このサー……」


　ごっず。


　あたしの掌しよう底ていがナーガのこめかみを一いち撃げき！


　彼女はふらりとよろめいて、


「ちょっと！　何するのよリナ！」


「あーごめん。虫がいたの。それでグレイス話の続きは？」


　言われてナーガは鼻はな白じろむ。偽ぎ名めいの設せつ定ていを忘れていたことに気づいたらしく、


「このわたしも賛さん成せい、って言いたかったのよっ！」


「なら話は決まりですね。では──」


　うなずくと、ヘレンは一いち連れんの事件のことを語りはじめた──





　はじまりは、今から三か月ほど前。


　ある日ある有ゆう力りよく者しやの家に届とどいたのは、盗ぬすみの予よ告こく状じようだった。


　そこには日付が記されており、差さし出だし人にんの名前はサペントーナガー。


　……あくまでもサペントーでナガーだったらしい。サーペントでもナーガでもなく。宿のおばちゃんは間ま違ちがっておぼえていたわけではではなかったようである。


　最初はいたずらだと思われていたのだが、有力者の家だけに無む視しするわけにもいかず、警備兵たち数人が見み張はりについて──


　結けつ局きよく何も起こらなかった。


　その家には。


　朝になって警備兵たちにもたらされたのは、別の有力者の家に、女の賊ぞくが入ったという話だった。


　金きん貨かや宝石盗まれて、壁かべには『あっちはウソ　ナガー』とらくがきがあったとか。


　警備兵たちの怒おこるまいことか。


　そこから泥棒と警備兵たちとの追いかけっこがはじまるのだが、結けつ果かは言うまでもないだろう。


　予告状を出し、そことは違う現げん場ばで盗みを働くという手て口ぐちだが、そう思って油ゆ断だんしていると、一度だけ、予告通りの場所に現れたことがあったとか。


　入る先にも法ほう則そくらしきものはなく、金を持ってる名めい家かから、そこらの通りにある雑ざつ貨か屋やまでとさまざま。


　犯人は、時々姿を目もく撃げきされたこともあったらしいが、水着のような服装で長い黒くろ髪かみ、目の部分を隠かくす変なマスクをしており、胸がでっかいという話。


　でもって例の高笑い。


　あたしたちが昨夜目撃したアレとも特とく徴ちようは一いつ致ちしていた。


「……うーん……」


　ざっと話を聞いて、あたしは呻うなる。


　最初はこの事件、ナーガに怨うらみがある者か、でなければ逆にあこがれた者のしわざだと思っていた。


　もしそうならば、本物のナーガをおとりに使えば、あっさり姿を見せるだろうとも考えていた。


　しかし──


　もしそれならば、ナーガの名を間違えたりはしないだろう。


　おそらく犯人は、かつてどこかでナーガを見たことがあって、盗みをやる時にその特徴を真ま似ねているだけに過すぎない。


「犯人の目め星ぼしとかはついてないの？」


「私たちも何度か怪あやしい人を捕つかまえたことはあるんですけれど、結局は全部外れでした」


　とヘレン。


「ずいぶんとあてにならない警備兵ね」


「胸の大きい人に言われたくありません！」


　からかうナーガに憤ふん慨がいするヘレン。


「けどそーなると……やっぱし盗みの現場をおさえるしかないみたいねー」


　と、あたし。


「けど次の犯行がいつになるか、なんてわかんないわけだし……」


「いえ、わかりますよ」


　しかしヘレンはさらりと言った。


「え？」


「実を言うと、次の予告状はもう届いているんです。


　場所はアテになりませんけど、日にちが正しいのだとしたら──


　次の犯行は明日の夜です」





　教会の屋根を守る石せき像ぞうが、月光を静かに照てり返している。


　夜は深く、風は冷たく。


　月は二日前に比くらべて、ほんのわずかに瘦やせただろうか。


　しかし高みから見下ろせば、夜の街を照らすのは、月と星だけではないとわかる。


　街のそこここにちろちろと揺ゆれる小さな灯あかりたちは、警備兵たちが手にしたランプ。


「ふっ。たいした警けい戒かいぶりね」


　あたしの隣となりに座すわったままでナーガは言う。


「さすがに警備兵のみんなも本気になる、ってことでしょ。今までさんざん裏うらをかかれてるみたいだし」


　と、あたし。


「出ると思う？　リナ」


「出てくれないと。こんな所で待ちぼうけなんてヤだし」


　今。


　あたしとナーガ、二人がいるのは、教会のいちばん高い尖せん塔とうの屋根の端は。


　日が暮くれるのを待ってから闇やみにまぎれて、浮遊レビテーシヨンの術じゆつで宿の窓から抜ぬけ出して、街を見み渡わたせるこの場所に陣じん取どったのだ。


「ヘレンがいるのは、たしかあのあたりね」


　言ってナーガが目で指したのは、ここから少し離はなれたあたり。


　この教会ほどではないが、割わりと大きな建たて物ものが、夜の中にくろぐろとうずくまっている。


　たしか、役やく所しよだということだが。


「で、予告があったのはあのへん」


　あたしは別の方を見る。家並みに特とく徴ちようはないが、警備兵たちの持つランプの灯りが集中している所があった。


　そこが予告状に記された先。なんでも街の小さな金貸しだと聞いている。


　一いち応おう事じ前ぜんの計画では──


　泥どろ棒ぼうが現あらわれたら、あたしとナーガは高こう速そく飛ひ行こうの術を使って、泥棒を、なるべくヘレンのいる方へと追い込む。


　そしてヘレンが泥棒を捕まえる──という手はずになってはいるのだが。


　この通りにすれば、泥棒のため込んだおたからは、お上の没ぼつ収しゆうとなる。


　むろんそんなこと、あたしは認みとめんっ！


　よってあたしとナーガとは、ヘレンにはないしょで、まず泥棒をしばき倒たおし、おたからのありかを白はく状じようさせてから失しつ神しんさせて、『抵てい抗こうが激はげしかったから』とか言いながらヘレンに引き渡す、というつもりでいる。


　これならばっ！　手がらはヘレンでおたからはあたしとナーガという、まさに絵に描かいたよーな円えん満まん解かい決けつっ！


　ちなみに今、ナーガは、いつものアレな服とは違うふつーの人の格好で、動きやすいようにズボンをはいていた。


　仮かりに泥棒を捕まえても、いつもの格好のナーガがいたら、警備兵からよけーな誤ご解かいを招まねくだけである。


　何はともあれ準じゆん備びは万ばん端たん。


　あとは泥棒の出しゆつ現げんを待つだけだが──


　──ピュイィィィィィィィィィィッ！


　警備兵の鳴ならす笛の音が夜の街に鳴なり響ひびいたのは、月が西にかたむいた頃ころのこと！


　見下ろせば、あちこちに散ちらばるランプの灯ひはあわただしい動きを見せて。


　音がしたのは役所の方。予告にあった家のあたりではない。


「ふっ！　来たわねっ！」


　ナーガはその場に立ち上がり、あたしは口の中で高速飛行の呪じゆ文もんを唱となえ──


　突とつ然ぜん。


　予よ感かんが背中を駆かけ抜ける。


「ナーガちょい待ち！」


　あたしは呪文を中ちゆう断だんし、隣のナーガに待ったをかける。


「どうしたのよリナ？」


「……なんか変よ。今動くのは……たぶん、まだ早い」


「何か、って？」


　問われてあたしは口ごもる。なんだろう。この、ことばにできない違い和わ感かんは。


　眼がん下かの街でランプの光は動き続け──


　そうか！


　唐とう突とつにあたしは気づく。違和感の理由に。


「笛の音よ！」


　言ってあたしは街を見み渡わたす。いくつものいくつもの動く灯りと動かぬ灯り。


「笛の音？」


「最初に一回笛の音がしただけで、あとは聞こえなかったでしょ!?　警備兵たちが泥棒を見つけて追っかけてるなら、何度も吹ふき鳴らすはずよ！」


「ならあれは──」


「陽よう動どうよっ！」


　叫さけんであたしは街を見回す。


　この想そう像ぞうが正しければ、泥棒は何かのしかけで笛を鳴らして、そこに警備兵の注意を引いて──今ごろはどこか別の場所に入り込んでいるはずである。


　もちろんここから、その『どこか』を見つけ出すことは不ふ可か能のうに近く、笛の音がした方に注意が向いている警備兵たちが、別の場所にいるだろう泥棒に気づく可か能のう性せいは低い。


　今の笛が陽動だと、警備兵たちに気づかせることができればいいのだが、そんな方法など──


　──あった！


　あたしはナーガの両りよう肩かたを、わしっ！　と摑つかんで、


「ナーガっ！」


「……何よ？」


「笑って！」


「……はぁ？」


　わけがわからず眉まゆをひそめるナーガに、あたしは街を見下ろして、


「挑ちよう戦せん状じようをたたきつけるのよ！　あなたの名前をハンパに騙かたった泥棒に！


　お前のしょぼい陽動なんてお見通しだぞ、ってね！」


　説明に、ナーガはにやりと小さく笑い、


「……ふっ。リナ、あなたにしてはなかなか悪くない案あんね。


　いいわ。それじゃあ──」


　すぅ──と息を吸すい込んで──あたしは耳をおさえてうずくまり──


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　夜の街が震ふるえた。


　教会の屋根の陰かげから、眠ねむっていた鳥たちが驚おどろき目め覚ざめ、一いつ斉せいに飛び立つ。


　静まっていた家々の中にも、ぽつりぽつりと灯あかりが生まれる。


　これが──ナーガの本気のバカ笑い！


　耳を塞ふさいでいてもなお、風が、空間が震えて音を伝つたえ来る！


　警備兵たちの灯りの動きが、あからさまなとまどいの色を見せる。
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　最初に笛が鳴ったのとは別の所から、このバカ笑いが響いたのだ。ほとんどの警備兵たちは、変だと気づいただろう。


　ナーガはひとしきりかましたあとで、街を睥へい睨げいしたまま笑いを止めて、あたしも耳から手を外す。


「ふっ！　こんなところかしらねっ！」


「ナーガ！　グッジョブ！」


　言ってあたしはサムズアップ。


　さて。これで──


　待つほどもなく。


　ピリイィィィィィィィィィィッ！


　笛の音は、まるっきり別の方から響いた！


　来たっ！


　今のナーガのバカ笑いで、泥棒が──焦あせってヘマをやったのか、あるいは目覚めた誰かに目もく撃げきされたか、ともあれ警備兵に見つかったのだ！


　そちらの方から、笛の音は重ねて二度三度と聞こえて来る。


　間ま違ちがいない！　こっちが本物っ！


「今度こそ行くわよナーガっ！」


「ふっ！　わかったわ！」


　二人は同時に呪じゆ文もんを唱となえる。紡つむぐことばは夜風に流れて──


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　力あることば二つが唱しよう和わした！


　あたしとナーガは高速飛行の術を発はつ動どうさせると、風の結けつ界かいを身に纏まとい、二度目の笛が鳴ったあたりを目ざし、まっしぐらに夜空を駆かける！


　泥棒らしき奴やつの姿は──


　あたりを見回し、あたしはすぐにそれを見つけた！


　ランプの灯りちらつく街の片かた隅すみ。屋根の上へとよじ登のぼって来たのは、長い黒くろ髪かみに黒マント。夜に沈しずんだ中でさえ、その胸がやたら大きいのがはっきりと見て取れる。


　間違いないっ！　あいつだっ！


　あたしとナーガは視し線せんを交かわしてうなずくと、屋根の上に現あらわれた影かげに向かって術の軌き道どうをコントロールする！


　泥棒は、警備兵たちのいる下の方を気にしながら屋根の上を駆けだして──


　気け配はいに気づいたか、こちらをふり向く！


　とっさに横手に跳とんであたしの突とつ撃げきから身をかわし──


　だがそこに、あたしの陰かげから突つっ込んできたナーガがぶちかましをかけた！


　直ちよく撃げきされ、影はまともに屋根から落ちる！


　相手は一いつ瞬しゆん地面の上にへばりつき、それでもよろふら身を起こすと手て近ぢかな路ろ地じへと入り込んだ。


　逃にがすかっ！


　高速飛行の術をかけたままでは、速度は出ても小回りはきかない。あたしとナーガは術を解といて地面に降おり立ち、泥棒が逃げ込んだ路地へと駆け込む！


　ごみごみとした細い路地に、動くものは何もない。


　警備兵たちの笛の音が、思ったよりも近くから聞こえる。


　あたしとナーガは路地を駆け抜ぬけ、ちょっと大きな通りへ出る。素す早ばやくあたりを見回せば、少し離はなれた別の路地に、人影が吸すい込まれてゆくのが刹せつ那な見えて。


　あたしとナーガはそちらにダッシュ！　路地に駆け込もうとして──


「ふわっ!?」


　そこから出てきた女とあやうくぶつかりそうになる。


　銀ぎん髪ぱつショートヘア。服はごくふつーのもので、胸はあんまりない。特とく徴ちようは完全に別人である。


　彼女はいぶかるような声で、


「な……何なんですか？　さっきの女の人といいあなたたちといい……」


「さっきの女!?」


　ナーガが路地の奥おくをのぞき込み──


「ウソはヘタね」


　あたしは銀髪女の腕うでを摑つかむ。相手の目をにらみすえ、


「しらじらしい説明ゼリフもそうだけど。さっき落ちた時のドロがついてるわよ」


「な──」


　女はあわてて自分の服装を見下ろして──


「はい決定。ドロなんてついていないけど、その動どう揺ようが何よりの証しよう拠こね」


「するとその女が──」


「そう」


　ふり向くナーガにあたしはうなずく。


「こいつが──変な格好とバカ笑いで、街を荒あらしてた泥どろ棒ぼうよ」


　警備兵たちの笛と足音は、こちらの方へと近づいて来る──





　かくて、一つの事件は終わった──


　はずだったのだが。


「……どうもねぇ……ちょっと面めん倒どうくさいことになりそうです」


　その翌日のお昼過すぎ。宿にあたしとナーガとを訪たずねたヘレンは、表情を曇くもらせたままでそう切り出した。


「面倒……って……」


「ちょっと！　まさか礼は出せない、なんて言い出すんじゃないでしょうねっ！」


　宿の一階の食堂で、あたしはジュース、ナーガはワインを飲みながら、口々に言う。


　昨さく夜やあのあと──


　あたしとナーガは、捕つかまえた女をやって来た警備兵たちに引き渡わたした。


　ただ──警備兵が来るのが思ったよりも早く、そのせいで当とう初しよの予定だった、泥棒からおたからの場所を聞き出して、というのは実行できず。


　ヘレンに手がらを立てさせるというのもできず終じまいである。


　とはいえ、泥棒を捕まえるのには協力したのだから、礼れい金きんくらいは出ないものかとヘレンに言ってはおいたのだが……


　ヘレンはテーブルにつくと、こちらをちらちら見やりつつ、


「言いにくいんですが……本当にあの女が犯人なんですか？」


「それ以外に考えられない、としか言いようがないわね」


　と、あたし。


「一度目の笛は、犯人のしかけのせい、って話よね」


　昨夜あたしたちにそう説明したのは、他ほかでもないヘレンだった。


　地上からは死し角かくになった屋根の上に、ロウソクが途と中ちゆうまで燃えたらヒモが切れ、人間大の布ぬのの人形が、別のヒモでぶら下がったまま通りを横切る……というしかけがしてあったらしい。


　警備兵はこのしかけに引っかかり、泥棒が出たと思って一度目の笛を鳴らしたのだ。


「夜を待って外に出てしかけをする。


　カツラや服で変へん装そうして、笛を合あい図ずに盗ぬすみをはじめる。


　けどあたしたちに追いつめられて、とっさに扮ふん装そうを解といて通行人のフリをした」


　昨夜、銀髪女を警備兵に引き渡す時にした説明を、あたしはまたまたくり返す。


　しかしヘレンは困こまった顔で、


「理り屈くつはわかりますし、私だってあの女が怪あやしいとは思いますけれど……


　その仮か説せつが正しいなら、現場近くに扮装用のカツラやマントや変な服があるはずなんだけど見つかっていませんし、女の家からも盗とう品ひんは見つからず──」


「『まだ』見つかってないだけでしょ？　盗品は別の所に隠かくしてるのかもしんないし」


「さらに言うなら」


　あたしのことばを無む視しして、ヘレンは先を続けた。


「つい先ほど。ある家に次の予告状が届いたらしいんです。捕まってる女に予告状は出せませんよね。


　この状じよう況きようだと、女は無む罪ざいだと判はん断だんしなくちゃあなりません」
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　…………………………


『えぇぇぇぇぇえっ!?』


　ヘレンのことばに、あたしとナーガ、二人は思わず声を上げたのだった……！







（模倣犯コピーキヤツトとは呼べないが：続くっ！）
















　次回予告





　女は無罪か有ゆう罪ざいか!?


　検けん事じの激はげしい追つい及きゆうと、被ひ告こくを信じる弁べん護ご士しの論ろんとが法ほう廷ていで熱く火ひ花ばなを散ちらす！


　司し法ほうの場は、闇やみに隠された真しん実じつを見いだすことができるのか!?


　裁さい判ばん官かんの木き槌づちが唸うなり、そして下される判はん決けつとは!?


　そんな内容はなしじゃないけれど、ともあれ次回『模倣犯コピーキヤツトとは呼べないが』後編！


　まー結局は日本の身内社会じゃあ、検事や弁護士のメンツとかを考えながら、なぁなぁな判決下りることが多いんだよねー、とかつぶやきつつ待て！




模倣犯とは呼べないが［後編］













　あらすじ





　トレマッド・シティでリナとナーガが目にしたのは、ナーガとよく似にた格かつ好こうで、高笑いを上げる女泥どろ棒ぼう！


　さすがにほうっておくわけにはいかず、捜そう査さをはじめた二人の前に現あらわれたのは、女警けい備び兵へいのヘレン。


　自分を甘あまく見ている仲間たちを見返したいと、リナたちとの協力捜査を持ちかける。


　そして泥棒が予よ告こくしたその日。リナとナーガは屋や根ねに現れた人ひと影かげを追い、犯はん人にんらしき女を一人捕つかまえる！


　だが女を捕とらえたその翌よく日じつ、新たな盗ぬすみの予よ告こく状じようが届とどいたのだった！
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「どういうことだと思う？」


　夜よ風かぜの中に晒さらされて、ナーガはあたしに問いかける。


　街にある役やく所しよの屋根の上。あたしとナーガ、二人は今そこにいた。


　ナーガはやはり、いつもとは違ちがう、ふつーの服を着ているのだが、それがなんともきゅうくつそうだった。


　この街に来た時には丸かった月も、今はずいぶん瘦やせてきて、半月に近くなっていた。


　──ナーガの姿すがたをまねたドロボウとおぼしき女を捕まえたのが、五日前の夜。


　だがその翌日、新たな盗みの予告状が届いたというのだ。


　前の女は犯人ではないのか。それとも予告状がニセモノなのか。あるいは──


「正直、なんとも言えないわね」


　あたしは小さく肩かたをすくめた。


「今の時じ点てんじゃあ手がかりが少なすぎるし。


　けどいずれにしたって、今日でいろいろ絞しぼり込めるはずよ」


　そう。


　新たに届いた予告状、そこに記されていた犯行の日付は今日だった。


　今日。事件は起きるのか。あるいは何も起こらぬのか。


　五日前の夜と同じく、街には警備兵たちが手にしたランプの光が、あちらこちらに散ちっている。


　闇やみの中、街を見み渡わたせば、少し離はなれて教会の尖せん塔とう。


　街全体を見渡すなら、あの尖塔に陣じん取どった方がいいのだが、あれこれいろいろ考えて、今日はここでの見はりとなった。


　むろん、ここで見はりをやることは、依い頼らい人というか協力者のヘレンにも、事じ前ぜんに話はしておいた。


　彼女は教会の反対側あたりで、ランプを手にして見回りをしているはずだった。


　流れる時に従したがって、月はゆっくりと空を流れて──


　どれほど経たった頃ころだろうか。


　──ほーほほほほほほほほ！


『……っなっ……!?』


　突とつ如じよわき起こった笑い声に、あたしとナーガは同時に声を上げていた。


　ドロボウの出しゆつ現げんは予想のうち。


　だが、笑いの起こった場所が、この建たて物もののま下というのは予想外！


「ふっ！　選んだ場所がよりにもよってこのすぐそばとは！　運が悪かったわね！」


　言って呪じゆ文もんを唱となえるナーガ！


　……運……？


　何かが心にひっかかる。


「ちょっと待ってナーガ」


　あたしの制せい止しのことばは、しかし聞こえていなかったのか──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使い、ナーガは屋根から飛び降りた！


　えぇいっ！　気が早いっ！


　あたしはいそぎ呪文を唱え、


「浮遊レビテーシヨン！」


　呪文詠えい唱しようが短く、コントロールも簡かん単たんな術を使って降りてゆく。


　降りつつ別の呪文を唱え、下の道を見下ろせば、そこにはナーガがぽつりと一人だけ。


　彼女はあたりをきょろきょろ見回し、道ばたに何かを見つけて足を向け──


　──やっぱりかっ！


　すかさずあたしは、


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　唱えた攻こう撃げき呪文を撃うち下ろす！


　かききこきかきぃぃぃぃぃぃん！


　解とき放たれた十数条じようの冷気の矢が、ナーガのまわりに降ふり注そそぐ！


「なっ……!?」


　突とつ然ぜんの攻撃呪文に、ナーガは声を上げると足を止め、あたしの方をふりあおぐ！


「ちょっとリナ！　何するのよ！」


　あたしは降こう下かし、術を解き、


「落ち着いて。罠わなよこれ」


「罠？」


　あたしのことばに、さすがにナーガは眉まゆをひそめた。


「たぶん間ま違ちがいないわ」


　言ってあたしは、ナーガがさきほど向かっていた方に目をやる。


　道ばたに、ぽつりと小さな革かわ袋ぶくろ。わずかに開いたその口から、金きん貨かが顔を覗のぞかせていた。


　視し線せんを移うつせば通りの先に、こちらに向かい来るランプの灯あかりが三つ四つ。むろん警備兵たちのものだろう。


　あたしはナーガにだけ聞こえる声で、


「あの革袋はたぶん、犯人が今日、どこかから盗んできたものよ。


　もしもうっかり拾ってたら、そこにちょうど警備兵が駆かけつけて、疑うたがわれてたはず。


　つまり。


　ニセモノは、あなたに罪つみをなすりつけようとしたってこと」


「……っ……！　なるほど。面おも白しろいことをやってくれるじゃない……！」


　ナーガの瞳ひとみに闘とう志しの色。


「けどまあ、これでいろんなことがわかって来たわ」


　言うとあたしは、向かい来る警備兵たちに手を振ふって、


「こっちでーす！　今、変な女がいて……術で攻撃したら何か落として行きました！」


　味み方かたの姿し勢せいを全力でアピールしまくるのだった。





　明けて翌日、お昼前。


　あたしとナーガは、女警備兵のヘレンを訪たずねたのだった。


　事件のことで話があると呼び出して、適てき当とうなメシ屋に場所を移し。


「犯人の見けん当とうがついたわ」


　テーブルに座すわって注文を終えて。開かい口こう一番あたしは言った。


「本当なの!?」


「誰だれです!?」


　身を乗り出し問うナーガとヘレン。


　対するあたしは悠ゆう然ぜんと、


「落ち着いて。順じゆんを追って話すわ。


　五日ほど前、あたしたちは、犯人らしき女を捕つかまえた。


　けれど女は目もく撃げき証しよう言げんと容よう姿しが違うし、女が捕まったままなのに、予告状はまた届き、事件が起きた。


　……くわしい話は聞いてないけど、昨日ってやっぱり、どこかから、お金が盗ぬすまれてたんでしょ？」


　念ねんのため確かめるあたしに、ヘレンはうなずき、


「ええ。ある商家から金貨の袋ふくろが一つだけ。


　被ひ害がい者しやは朝になって気づいたみたいです。


　賊ぞくから金貨を取り戻もどしたのはリナたちだったという話は聞いていますけど……するとその時に犯人の顔を!?」


　問とわれてあたしは、しかし左右に首を振り、


「残ざん念ねんだけど見てないわ。


　けど、可か能のう性せいは絞しぼられて来たわ。


　前に捕まえた女は犯人じゃなかったか。


　でなければ。


　犯人は複ふく数すういるかのどっちか」


『複数!?』


　声をハモらせるナーガとヘレン。


　いや。れーせーに考えれば、別に意外な話でもないはずなのだが。


「そう。


　つまり事件は、一人の怪かい盗とうじゃなく、特とく徴ちようのある格かつ好こうに扮ふん装そうした、盗とう賊ぞく団だんのしわざだった、ってこと。


　犯人の特徴は、マントに長い髪かみ、露ろ出しゆつ度どの高い服に大きな胸。


　けどこれってみんな、詰つめ物とかカツラとか、変へん装そうでなんとかなるシロモノよね？


　昼間ならとにかく、夜に遠とお目めならわかんないわ。


　高笑いにしても、裏うら声ごえを使えば声の違いには気づきにくいでしょーし。


　目撃者の記き憶おくには、変な格好とか高笑いとかいった、印いん象しようの強い特徴だけが残る。


　だから、犯人本ほん来らいの姿を隠かくすと同時に、別人を同どう一いつ人じん物ぶつと思わせることができる。


　誰かが犯行を行っている間、別の仲間は、関係のない人たちといっしょにいて、自分は犯人ではないと思わせる。


　でもって次は人を変えて、同じことをやる。


　たぶんこんなことをくり返して、捜そう査さの目を逃のがれてたのよ」


　あたしの説せつに、しかしヘレンはとまどい顔で、


「けど前の時は、時間が経たつと動く仕し掛かけをわざわざ作って、注意を離はなれた場所に集めるなんていう小こ細ざい工くをしてましたよね？


　犯人が複数なら、そんな面めん倒どうなことをしなくても、仲間が別の所で騒さわぎを起こせばいいだけじゃあないですか？」


　的まとはずれな意見に、あたしは、ちっちっちっ、と指を振り、


「何言ってんの。


　そんなことしたら、複数犯だってすぐバレちゃうでしょ。


　あのしかけの目的は、警備兵の注意をそらすこともあるけど、何より、犯人は一人だと思わせるためのものだったのよ」


　そこまで説明した所で、店のウェイトレスが注文の品を持って来る。


　それぞれの前に飲み物が置かれ、ウェイトレスが去るのを待って、あたしはキイチゴのジュースをひと口すすり、先を続ける。


「あたしの感じじゃあ、前に捕まえた女が無む実じつだってセンは薄うすいと思う。


　なら、女はあたしたちに追われて変装を解いて、その道具はあらかじめ決めておいたどこかに隠したはず。


　でもってそれは、警備兵たちに見つかる前に仲間が回かい収しゆうした。


　そんな手はずになってたんでしょうね」


「なるほど」


　こくこく真ま顔がおでうなずくヘレン。


「けど。


　連れん中ちゆうはきのう、ヘマをした。


　打ち合わせた通り、あたしたち二人は役所の屋根で見み張はってたんだけど……


　犯人は盗んだお金を、役所の下に置いて、高笑いを上げて立ち去った。


　何のためか。


　簡かん単たんよ。


　盗品のある場所に、あたしたちと警備兵の両方を呼び寄せて、あたしたちに濡ぬれ衣ぎぬを着せようとしたわけね。


　成功すれば、犯人たちのジャマになるあたしたちは警備兵のみなさんに捕まって、なおかつ前に捕まった女を、無実と思わせることができる。


　そんな狙ねらいだったんでしょうね。


　もちろん、こっちは引っかからなかったわけだけど」


「なるほど」


　ヘレンは自分の香こう茶ちやをひと口すする。


　……ここまで話して表情一つ変えないというのは、よっぽど役者なのか。それともまだわかっていないのか。


　あたしがこれから、何を話すのかを。


「けど、あたしたちに罠をしかけるには、どうしても必要な条じよう件けんがあるの」


　あたしは続ける。


「つまり。


　犯人、あるいは犯人たちは、あたしたちが役所の上で待機してることを知っていなければならない」


「そりゃあそうね」


　微み塵じんの動どう揺ようすらないヘレンの返へん事じに、あたしの心に警けい鐘しようが鳴なる。


　余よ裕ゆうの態たい度どは、もはや覚かく悟ごを決めたのか……あるいは何かの策さくでもあるのか。


　ともあれ──


　あたしは宣せん言げんする。


「ヘレンには事じ前ぜんに言ったわよね？　役所の屋根で待たい機きする、って。


　けど他の人にはンなこと言ってない。


　なら。


　あの時じ点てんで、あたしたちがそこにいることを知っていたのは、あなただけということになるわ。


　つまり。


　ヘレン、あなたが盗賊団の一員だってことになるのよ」


「なっ……!?」


　ナーガが驚おどろきの声を上げ、


「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」


　なぜかヘレンも叫さけびを上げた。
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「ふっ！　そういうことだったのね！」


　ナーガは敵てき意いの視線をヘレンへと向けて、対する彼女はおたおたと、


「え、ちょ、私が泥どろ棒ぼうたちの仲間って、なんでそういう話になるんですかっ!?」


　あたしは、ひた、と彼女をにらみすえ、


「とぼけてもムダよ。


　今説明した通り、あたしたちがどこにいたのか──教えた相手はあなただけ。


　他の人には言ってない。


　それともまさかヘレン、あなた警備兵のくせに、いろんな所で捜そう査さ状じよう況きようを一から十までしゃべっちゃったりしてるわけ？」


「ええまあ、しゃべりましたけど」


　…………………………


「……え……？」


　あっさりさらりと言い放たれて、あたしは一いつ瞬しゆん混こん乱らんし──


「しゃべった!?」


　思わず声を荒あららげるのに、彼女はわずかに身を引いて、


「だ……だって。


　ほら、私って、リナに手伝ってもらって犯人逮たい捕ほして手て柄がら立てる予定じゃないですか。


　でもって実際にリナは、犯人かもしれない女を捕つかまえたわけですし。


　そうなるとやっぱり自じ慢まんをしたくなるのが人情ですよね？」


「その気持ちは確かにわかるわね」


　こくんこくんとうなずくナーガ。


　いや。あの。


　おそらくヘレンは犯人の一味。捜査情報を仲間に流して手助けし、濡れ衣を着せるつもりであたしたちを雇やとった──と、あたしは読んでいたのだが……


　それが、よりにもよって、あっちこっちでいろいろしゃべった!?


「しゃべったって、どこで!?」


　かみつくあたしに、彼女は困った顔で、


「どこ、って。


　家族とかご近所さんとか友人とか同どう僚りようとか行きつけの店の人とか、いろいろ」


「ところかまわずっ!?


　……ま……まさかとは思うけど……あたしたちがどういう作戦を立てて、どこで待機してる、とか、そういうことまで、こと細かに包つつみ隠かくさず全部？」


「だって。


　もうすぐ手柄を立てる、って言ったら、みんな笑うんですよ。お前には無む理りだ、って。


　これって私が女だからって馬ば鹿かにしてるんですよね。女性差さ別べつですよ。


　みんなに信じてもらうためには、なるべくくわしく話す必要がありましたから……仕し方かたありませんよね」


「仕方ないわけあるかぁぁぁぁぁっ！」


　あたしは力の限かぎり絶ぜつ叫きようした。


　たしかにこの世の中には、女性差別という問題が存そん在ざいします。


　けどこの場合。差別されてるのは女性じゃなくてヘレン個人のよーな……


　……いや……


　むしろこれ、差別とゆーより正せい当とう評ひよう価かな気もするわけで……


　その場でイスから立ち上がり、ヘレンを、びしぃっ！　と指さして、


「そもそもっ！　警備兵が捜査の情報を外部にダダ漏もれさせてどーすんのよっ!?」


「そんなっ!?　いけない事みたいに言われても……！」


「いけないに決まってるでしょーがっ！」


「え……？　で、でも私、これまでだってそうしてきましたし……」


「前からかぁぁぁぁっ!?」


　あたしはたまらず絶叫した。


　……そーか……なるほどそーゆーことですか……


　犯人が今まで捕まらなかったのは、手口もさることながら、何よりも、警備兵たちの捜査状況がダダ漏れだったせいですか……


　もちろん、今の彼女のことばが口から出まかせの言い逃のがれだという可か能のう性せいもあった。そのあたりは聞き込みで確かく認にんするとしても、である。


　ヘレンが言っていることが本当ならば、これで手がかりはまたなくなった。


　情報がみんなに漏れまくっていたなら、あたしとナーガを罠わなにかけるのは、誰にでもできたはず──


　──いや。


　いやいやいや！　そーじゃない！


　待機場所だのなんだのと、あまりにも細かい情報が犯人がわに伝わりすぎている。


　ならば犯人一いち味みのうち誰かは、又また聞ぎきではなく、直接ヘレンの話を聞いているはず。


　つまり。


　ヘレンは確かく実じつに、犯人たちと接せつ触しよくしたことがあるのだ！


「じゃあヘレン、あなたの話を根ほり葉ほりくわしく聞いて来た人っていない？　あるいはそーゆー話をしそうな所に、あたしたちが前に捕まえた女が顔を見せたことは？」


　問いに彼女はしばし考え、


「……そういえば、山やま鳩ばと亭ていって行きつけの酒場で何度か見たような気がしますけど……」


「そこだぁぁぁぁぁっ！」


　声を上げ、あたしは思わず席を立つ。


　糸は、ようやくつながった。





　いろいろ準じゆん備びや打ち合わせを済すませ、あたしたちが酒場の前に着いたのは、お昼を少し回った頃ころのことだった。


　明るい色でハトが描えがかれたカンバンが、玄げん関かん横よこにかけられている。


　話によると、この店をやっているのは、ホリーという名の女主人。


　一人暮ぐらしで、亭てい主しゆは現在行方ゆくえ不ふ明めい。アルバイトを雇やとって店を切り盛もりしているとか。


　酒場にしては女性客も多く、ヘレンも常じよう連れんの一人。でもって、彼女は前にこの店で、あたしたちが捕まえた女を見かけたことがあったというのだ。


　あたしは玄関ドアのノブに手をかけ──だがしかし。


「カギ、かかってるわね」


「夕方からの開店ですから」


　と、後ろでヘレン。


「けど、いらっしゃるとは思いますよ。店は住じゆう宅たく兼けん用ようですから。


　裏に回ってみましょう」


　一同はヘレンの先せん導どうで路ろ地じを通り、店の裏へとまわり込む。


　そこにあった小さなドアを、ヘレンはとむとむ叩たたきつつ、


「すいませーん！　第一警備隊のヘレン＝ウィーバーです！　伺うかがいたいことがあって参まいりました！　ホリーさん、いらっしゃいますかー！　すいませーん！」


　呼よびかけ続けることしばし。やがて奥おくから、はーい、と女の声がした。


　足音が近づき、がちゃりと音立てドアが開く。


　そこから顔を覗のぞかせたのは、細身というよりヤセ気ぎ味みの女性。


　ぱっと見は三十前後といったところか。地じ味みなドレスを着き替がえてアップの黒くろ髪かみを下ろしでもすれば、もう少し若く見えるだろうが。


「ああお客さん。何のご用です？」


　ホリーはヘレンの顔を見て、営えい業ぎよう用の笑いを浮うかべてみせた。


「実は、ここしばらく続いている盗とう難なん事件の件でお話がありまして。


　中に入ってかまいませんか？」


　盗難事件、のひとことに、ホリーの目もとがほんのわずかにひくついたのを、あたしはむろん見み逃のがさなかった。


「かまいませんけど……後ろの方々は？」


「捜そう査さを手伝ってもらっている人たちです」


「ああ。前におっしゃっていた。


　そういうことならどうぞ」


　言うとホリーは大きく戸を開き、あたしたちを招まねき入れた。


「ではおじゃまします」


「ごめんくださーい」


「裏口の方も案あん外がい片づいてるのね」


　口々に言いながら、あたしたち三人は順にドアをくぐった。


　入った先はキッチンの裏。酒やらいろんな食材やらが、所ところ狭せましと置いてある。


「犯人の目め星ぼしは、大体ついてはいるんですけどね」


　まわりを見回しつつ、ぼそりと言ったあたしのことばに、ホリーは背せ中なかを向けたまま、


「そうなんですか。


　……まあ、台だい所どころで立ち話もなんですから、どうぞ店の方へ。


　開店前なんでまだ掃そう除じ中ですけど」


　そのままキッチンを通り抜ぬけ、あたしたちを店の方へと案内する。


　テーブルの上にイスが上げられており、ところどころ窓まどは小さく開いているが、明かりのない店の中は薄うす暗ぐらい。


　ホリーは手近なテーブルから、イスを下ろして並ならべつつ、ヘレンに向かって、


「盗難事件というとあの、おかしな格かつ好こうをして盗ぬすみに入る、女泥どろ棒ぼうの？」


「ええ。それです」


　うなずくヘレンのあとをあたしが引きついで、


「どうやらあれ、犯人は、一人ではなく複ふく数すういるみたいなんです」


「複数……ですか？　あんな変な格好をした女が？」


　テーブルの一つから、イスを全部下ろしてホリーは問う。


　あたしはそのイスの一つに腰こしをかけ、ヘレンはその隣となりに座すわる。


　ホリーはテーブルをはさんで正面。


　問われてあたしはうなずくと、


「ええ。


　もちろん、盗みを働く時にだけ変装しているみたいですけど。


　で。


　一味とおぼしき女を一人、捕つかまえたんですけど、その人がどーやらこの店に出入りしてたらしいんですよ」


「うちに、ですか!?」


　ホリーは声を上げるのだが、驚おどろき方がどうにもそらぞらしい。


「ええ。


　……実はそれだけでなく、窃せつ盗とう団だんの他の連中もこの店に出入りしてて、盗とう品ひんの引き渡わたしや、変装道具の受け渡しなんかにも、この店を使っていた形けい跡せきがありまして」


　意味ありげなまなざしで、あたしは酒場の女主人を見やる。


「そ……そんなことがここで!?　もし本当だとしたら、迷めい惑わくな話です！」


　言う彼女の瞳ひとみはかすかに揺ゆれていて。


　対するあたしは小さく笑い、


「……まあ、唐とう突とつな話なんで、さぞかしびっくりされたことだと思います。


　もう一人の連れが、なぜこっちに来ないかってことに気をまわすゆとりがなくなってるくらいですから」


　あたしのことばに、ホリーは、はっ！　と視線を巡めぐらせる。


　そう。今、テーブルでホリーと向き合っているのはあたしとヘレンの二人だけ。


「もう一人は──？」


「ふっ。ちょっとヤボ用があったのよ」


　ホリーの声に答えて、キッチンから顔を出したのは、言うまでもなくナーガである。


　その手には、黒いものが握にぎられていて。


「おかげでこんな物を見つけたわ」


　言ってナーガは、その黒いものをかかげて見せる。
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　──黒いマントと、ほとんど下着のような黒い服。


　がたりっ！　と、イスを揺らしてホリーがその場に立ち上がる。


「そ……そんなもの、どこにっ……!?」


　叫さけぶその顔に血の気はない。


「そんなのキッチンに決まってるじゃない。


　あなたのお仲間が隠かくしておいたんじゃないかしら？


　さて。


　普ふ通つうの客は入れないはずの場所でこれが見つかったというのは、一体どういうことなのかしら!?」


　ナーガが言ったそのとたん。





　ごがたっ！





　ホリーは目の前のテーブルを、あたしたちの方に向かってひっくり返す！


　とっさに飛び退のくあたしの横で──


「にぎゃ！」


　直ちよく撃げきされて叫さけぶヘレン！


　そのスキにホリーはきびすを返して玄げん関かん目指して猛もうダッシュ！


　これで、自分が犯人だと白はく状じようしたよーなもんである！


「逃にがすかっ！」


　すかさずその背を追うあたし！　しかしホリーは駆かけ抜けざまに、テーブルの上に載のったイスを落としてゆく！


　ありがちな足止めだが、無む意い味みではない。


「待ちなさぎゃん！」


　……現げんに、起きあがってあとを追いかけようとしたヘレンが、つまずいて転んだりしているし。


　こちらが足もとに注意して進むうち、ホリーはカギを開けて表へと。


　追って飛び出すあたしとナーガ！　わずかに遅おくれてヘレンも出てくる。通りの先にホリーの背中！　そして！


「翔封界レイ・ウイング！」


　高速飛行の術じゆつを唱となえたのはあたしではなくナーガだった！


　風の結けつ界かいを身に纏まとい、後ろからホリーに向かってまっしぐら！


　当たると見えたその瞬しゆん間かん！　ホリーの姿がそこから消えた！


　──上！


　殺さつ気きか迫せまる風音か、ホリーは後ろに迫ったものを感じ取り、追いつかれるその瞬間に跳ちよう躍やくしたのだ！


　跳とんだホリーはあろうことか、ナーガが展てん開かいした風の結界を踏ふみ跳んで、そばの民家の屋根へと降り立つ！


　うわ何者っ!?


　思わず我わが目を疑うたがうあたし。風の結界を踏み台にするなど──不可能だとは言わないが、決してたやすいことではない。


　さすがドロボウ、身の軽さは一いつ級きゆう品ひん！


　そのままホリーは屋根から屋根へ。ナーガも気づいて術を制せい御ぎよし、あとを追う！


　あたしもいそぎ呪文を唱え、


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高速飛行の術を使って空に舞まう！


　ヘレンがおいてけぼりだけど、人生そういうこともあるっ！


　屋根の上ではナーガとホリー。


　ナーガが突つっ込み、それからホリーが身をかわす！


　コントロールのむずかしいこの術で、身軽な相手にぶつけることは無む理りに近い。しかしナーガは、何度身をかわされてもあきらめずに、突とつ撃げきをくり返す！


　それにここは屋根の上。ホリーにとっても足場がいいとは言えない場所。


　そこにあたしも現れたのだ。とどまるのは不ふ利りと思ってか、ホリーは屋根から地し上たへ、細い路地へと身を躍おどらせる！


　あたしとナーガは視線を交かわしてうなずくと、路地の両りよう端はしにそれぞれ着ちやく地ち！


　よーし、はさんだっ！


「くっ……！」


　薄うす暗ぐらく狭せまい裏路地。進しん退たいを塞ふさがれホリーは呻うめく。


　対するナーガは、脚あしを肩かたの幅はばに開き、両手はしっかり腰こしにあて、胸を大きくそらした姿し勢せい！　服こそいつものものとは違ちがうが、それこそ彼女本来の姿！


「ふっ！　逃げられるとでも思ったのかしらホリー！


　うまくやったつもりでしょうけど、このわたしの目からは逃のがれられないわよっ！」


「笑わせるなァ！」


　ドスのきいた声で吠ほえると、ホリーは服のポッケから、一本のナイフを抜き放つ！


　陽ひもさし込まぬ路地の中、銀の刃やいばがにぶくぎらつく。


　ホリーはあたしとナーガ、二人を交こう互ごに見やるが、やがて視線をナーガに定めた。


　ショート・ソードをさげたあたしより、丸腰のナーガが与くみしやすしと判はん断だんしたか。


「どけぇいっ！」


　声を上げ、ホリーはナーガの方に突っ込んでゆく！　しかしナーガは動かない！


　ホリーは右手のナイフを閃ひらめかせ──


　がつっ！


　ナーガが放はなった蹴けりは、たやすくホリーの右手からナイフをはじき飛ばす！


「なっ……!?」


　あわてて後ろに跳ぶホリー。


「ふっ！


　逃げ足はそれなりのようだけれど、攻こう撃げきの方はずいぶんお粗そ末まつねっ！


　リナの蹴けりに比くらべれば、速さも鋭するどさも話にならないわねっ！　ほーっほっほっほ！」


　上げた笑い声に、ホリーの背中がびくりと震ふるえ、


「その笑い声、たしか……！」


「あら。このわたしが一体誰なのか、どうやら思い当たったようねっ！


　なら一つ教えてあげるわっ！


　さっきキッチンで見つけたと言ったマントと服、あれは別に、あなたのお仲間が隠かくしたものじゃあないのよっ！」


　ことばに一瞬ホリーは沈ちん黙もくしてから、


「じゃあ……！　あれはあんたのっ……！」


　今さら気づいたところで遅おそい。


　そう。あのマントと服とは、ここに来る前、宿屋に寄って取ってきた、ナーガ自身のものである。


　もちろんこれはあたしの作戦。


　店で見つけたふりをして、ホリーの反応をたしかめて、無関係のようなら、疑うたがいを晴らすためにも捜そう査さに協力を、と切り出すつもりだったのだが。


「つまり……ハメたってわけ!?」


「ほーっほっほっほ！　それを言うなら、あなたの方がはまったことになるわねっ！


　恨うらむなら、あの程てい度どのことで顔色を変えて逃げ出した、自分の小心さを恨むのねっ！」


「……な……舐なめやがってっ……！」


　声に強きよう烈れつな怒いかりを込めて、ホリーはまたまた右手をポケットに突っ込み──


　はいそこまで。


「氷の矢フリーズ・アロー」


　こきこきこかききぃぃぃん！


　あたしが放った冷気の術が、後ろから、瞬時にホリーを氷漬づけにした！


　ナーガのことばにアツくなり、後ろにいるあたしのことをすっかり忘れていたようである。


　こうして──ナーガをまねた盗とう賊ぞく一いち味みの一人は捕とらえられたのだった。





「ヘレンー！　こっちこっち！」


　通りの向こうに現れた女警備兵に向かい、あたしは手を振ふり、合あい図ずを送る。


　彼女はあたしたちに気づくと、息せき切って駆かけ寄りながら、


「捕つかまえたの!?」


「見ての通りよ」


　言ってあたしは視線を落とす。


　そこには、解かい凍とうした後ぐるぐる巻きに縛しばり上げ、さるぐつわまで嚙かましたホリーが転がっている。


　縛ったヒモの一いつ端たんを、あたしはヘレンにさし出して、


「はい。約束通り、おてがらはあなたのものよ。こいつらの仲間が全部で何人いるのか知んないけど、ちゃんと尋じん問もんすれば、イモヅル式に捕まえられるはずよ」


　言うと彼女は瞳ひとみをうるませ、さし出したヒモをしっかり握にぎりしめ、


「……ありがとう……！　リナ……！　これで、今まで私を女だからと見み下くだしてきた愚ぐ昧まいな男どもに、侮ぶ蔑べつの限りを返してやることができます！」


　感かん謝しやのことばなんだか呪のろいなんだか、いまひとつよくわからないセリフを吐はく。


「じゃあ約束通り、依い頼らい料りようははずんでね♪


　とにかくこの女、詰つめ所しよに連れて行きなさい」


「はいっ！」


　元気よく答えると、彼女はホリーをずりずり引きずって、通りの向こうへと消えて。


　その瞬しゆん間かん。


「行くわよっ！」


「了りよう解かいっ！」


　あたしとナーガ、二人は同時に全力ダッシュ！


　向かう先はホリーの店！


　たぶん盗ぬすんだおたからは、あの店の中にも隠してあるはずっ！　警備兵たちが来る前に中をあらため、没ぼつ収しゆうすべしっ！


「きっと食料貯ちよ蔵ぞう用ようって名めい目もくで、地下倉そう庫ことかあるはずよっ！」


「いかにもいろいろ隠していそうねっ！　タルに山やま盛もりのイモをどけると、下には金貨がびっしり、とか！」


「でも全部没収しちゃダメよ！　ホリーが犯人だって決定的証しよう拠こになる分くらいは残しとかないと！」


「ふっ！　わかってるわよっ！」
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　言いつつ通りを駆かけ抜ぬけて、角を曲がるとそこはもう、警備兵たちでびっしりのホリーの店！





　ずしゃぁぁぁぁっ！





　思わず突つっ伏ぷすあたしとナーガ！


　それに気づいた警備兵たちの一人が、こちらに声をかけて来る。


「おお！　あんたたちか！　ヘレンから聞いたぞ。犯人を捜さがすのに協力してくれたそうじゃないか！」


「……い……いやあの……」


「それは……いいけどっ……」


「なんで……こんな所に……？」


　地面に倒たおれてぴくぴくしながら尋たずねるあたしたちに、警備兵その一は不ふ思し議ぎそーに、


「なんで、って。ついさっきヘレンから連れん絡らくを受けてな。例の泥どろ棒ぼうのアジトを見つけたからそっちを頼たのむ、自分は逃にげた泥棒を追いかける、ってな」


　そっかー。あたしたちに追いつく前に、仲間の警備兵に連絡してやがったんだあのアマはー。


「それでヘレンと泥棒はどうなった？」


　問われてあたしは細い声で、


「……泥棒つかまえて……詰め所に向かってるはず……」


「そうか。ならこれでようやく解かい決けつだ。


　良かった良かった。はっはっはっは」


　むろんあたしとナーガとしては。


　盗品をピンハネしたいのでそこをどけとは言えるはずもなく。


「……よかったですね。」


「……そうですね。」


　うつぶせになったまま、弱々しくつぶやくだけだった──





　かくて。


　ナーガの姿をまねた連中による盗難事件は解決したのだった。


　なんでも主しゆ犯はんはあのホリーで、以前どこかの街で、変な格好で高笑いする女を遠とお目めに見たことがあり、それでこの手口を思いついたとか。


　犯人をイモヅル式にたどってみれば、店のおばちゃんそこらのねーちゃん、果ては名家のご令れい嬢じようまで。最終的に盗賊団の人数は、二十人近い規き模ぼだったらしい。


　ヘレンはその手がらで一いち躍やく待たい遇ぐうアップ！


　これで警備兵をやめるつもりだったのが、気をよくして、これからもしばらく続けるとのこと。


　……そこらへんのことはどーでもいいのだが……


　ヘレンがあたしたちにくれたお礼は、まあ悪くない額がくだった。


　……逆ぎやくに言えば、悪くないといった程度の額でしかなかったわけではあるが……


　あたしとナーガがもくろんでいた、盗賊たちのおたから没収はできずじまい。


　結局あたしとナーガは、なんだかしょんぼりしたままで、トレマッド・シティをあとにしたのだった……







（模倣犯コピーキヤツトとは呼べないが：おしまい）





密みつ着ちやく！死し霊りよう騎き士しの集つどい［前編］
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　ある日の午ご後ごのカフェテラス。


　はちみつ入りジュースを口に運びつつ、あたしはおだやかなひとときを過すごしていた。


　陽ひざしはぽかぽかあたたかく、どこかで子こ供どものはしゃぐ声。


　通りを行き交かうさまざまな人々。買い物カゴをさげたおかーさん、何か話しながら散さん歩ぽしているじーちゃんとばーちゃん。変なかっこうをして鉄てつカブトを両手で抱かかえ、おろおろうろうろしている見み覚おぼえのある女──


　……………………目が合った。


　合っちゃいましたよ……


　とたん、女はめっちゃ表情輝かがやかせ、ダッシュで通りの向こうに姿すがたを消した。


　……逃にげたい……即そく座ざにこの場ばから……


　だが仮かりにダッシュで逃げても、奴やつは絶ぜつ対たい追いかけて来る。


　ならムダな逃とう亡ぼうに体力使うだけソン。そうと割わり切ってこの場にとどまり、あたしはなにごともなかったフリで、ジュースのカップを口へと運ぶ。


　おいしかったはずのジュースは、なぜか何の味あじもしなかった。


　ひたすら長い──だが実じつ際さいには、ジュースを二、三口すするほどの間まがあって。


「ほーっほっほっほ！　こんな所で出会うとは奇き遇ぐうね！　リナ＝インバースっ！」


　声は、店の中から聞こえた。


　ふり向けば、長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！　なぜか抱えた鉄カブト！


　自じ称しようあたしのライバルこと、たぶん通りをまわり込み、店の裏うら口ぐちを通ってやって来たのだろう、肩かたで息する白蛇サーペントのナーガ！


　彼女はづかづか歩み来て、あたしに一いつ切さい断ことわりもなく、テーブルの向かいの席に腰こしかけて、とたん困こまった表情で、抱えた鉄カブトをテーブルの上に、とん、と置き、


「……こんなの拾ひろったんだけど、どうしたらいいと思う……？」


　言われてあたしはそれを見る。


　顔まで覆おおうフルフェイスのカブト。


　頭のてっぺんに飾かざりトゲがついている、わりとシンプルなタイプ。シンプルだがしごとはていねい。汚よごれてキズもついてはいるが、質しつは決して悪くない。売れば、ごはんが何日か食べられるくらいの額がくにはなるだろう。


「で？　これがどうしたのよナーガ」


　あたしが問うと、ナーガは珍めずらしく困ったように、口ごもり、ものいいたげな視し線せんをカブトへ向けて。


　そんな状じよう態たいが続いてしばし。


「ぼく悪い死霊騎士デユラハンじゃないよ。だからいじめないでね」


　カブトがしゃべった。


　あたしは──


　……


　…………


　………………


　……ええっと。どーしたらいーんだろー。


　死霊騎士デユラハン。


　死して尚死に非ざる者アンデツドと呼ばれるものたちの一いつ種しゆで、首のない鎧よろい騎き士しの姿をしている。


　戦車チヤリオツトに乗ったもの、首なし馬に乗ったもの、首のないもの、首を小こ脇わきに抱えたものなどいろいろいるが、共きよう通つうするのは、それが生者を指さし、死を宣せん告こくすること。


　そのまま何も手を打うたなければ、宣告はやがて実じつ現げんするが、魔ま道どう的てきな研究がいろいろ進んだ今となっては、それを回かい避ひする手しゆ段だんもある。


　強きよう烈れつな怨うらみを残して死んだ騎士がデュラハンになることがある──というのが通つう説せつなのだが、この自称デュラハンの口く調ちよう、怨みがあるとゆー感じではないが……


　などと、デュラハンについての情じよう報ほうを頭の中で反はん芻すうしても、何かの答えが出るわけでもなく。


　仕し方かたなく。


　あたしはオトナの対たい応おうをすることにした。


　深いため息ひとつつき、カブトは無む視ししてナーガを見つめ、


「……もとの所に戻もどしてきなさい」


『えぇぇぇぇっ!?』


　ナーガとデュラハン、二人の非ひ難なんめいた声がハモる。


「冗じよう談だんじゃないわよ！　これを子供たちから巻まき上げるのに、わざわざお菓か子しを買ってあげたのよっ！　せめてもとはとらないと！」


「捨すてるなんてひどいよー！　あんまりいじわる言うと指さすぞー！」


　口々にわめく人外ナーガと人外デユラハン。


「いや。非難されても。


　そもそも、何がどーなってこーゆーことになってるわけ？」


　あたしの問いに、まずはデュラハン（頭のみ）が、


「ぼく、デュラハンのハンスっていうんだ。


　実は体の方とはぐれちゃって、子供に見つかって球たま蹴けりの球がわりに遊ばれていたところを、ナーガさんっていうの？　そっちのひとに助けてもらったんだ」


「ふっ！　見てわからないのかしら!?　子供がカブトを蹴って遊んでいるのを見つけたんで、売ればお金になると思って、お菓子と交こう換かんで取り上げたら、デュラハンの頭だった、ってわけよっ！」


　と、ナーガが続ける。


　ことばにあたしはうなずいて、


「なるほど。りょーかい。


　それなら、話し合いくらいはできるかもしんないわね。


　……と、いうことで。


　そろそろ店員や他の客たちからの視し線せんがイタくなって来たんで、とりあえず場所を移うつすわよ」


　言うとあたしは、ジュースの残りをひと息に飲のみ干ほしたのだった。





　町の外れの空あき地ちには、ひざまでの草が茂しげっていて。わりと大きな石がいくつも転がっている。


　あたしとナーガは、そんな石の二つに向かい合わせで腰かけて、間の地じ面めんにハンスくんヘッドをあおむけに。


　こうすれば、通りすがりの人からカブトは草に隠かくれ、あたしとナーガの二人だけが空き地で話をしているように見えるはず。


「けど、ぼくがデュラハンだからって、怖こわがらないんだね。二人とも」


「……まーね……」


　なぜかほんの少し残ざん念ねんそうなハンスくんの問いに、あたしはむなしいあいづちを打つ。


　世の中とゆーのは、普ふ通つうの人が思っているよりもずっと、超ちよう常じようと不ふ条じよう理りにあふれているのだ。


　その最さいたるものの一つが、他ほかならぬ目の前にいるナーガだったりするのだが。


　こんな相あい手てに慣なれた日には、デュラハンの頭だけと話をすることなんぞ、いかほどのこともあろうかっ！


　……って……じまんにも何にもなんないけど……


「それで……ハンス、だっけ。あなたお礼れいって出せる？」


「お礼？」


　おうむ返しのことばにあたしはうなずき、


「そう。お礼。


　どーゆー事じ情じようではぐれたのかは知んないけど、あなたは自分の体を捜さがしてる。


　でもあたしにもナーガにも、何もなしにあなたに協力する義ぎ理りはない。


　逆ぎやくに言えば、もしあなたが、体を見つけだすのに見み合あったお礼ができるのなら、手を貸かしてもいいんだけど。


　手は貸して欲ほしいけど礼など知らない、なんてなら、こっちも同じく、あんたの体なんて知らない、さようなら、って返すしかないわね」


　もちろん──


　礼を出すなら手を貸す、などとは言ったものの、デュラハンの体捜しなどにつきあうつもりはさらさらない。


　デュラハンがおたからを隠かくし持っている、とゆー話はあまり聞かない。つまりこれは、ていよく断ことわるための前まえ置おきなのだ。


「……うーん……お礼かー……」


　あんのじょう、ハンスくんは困った声で呻うなると──


「──そうだ！


　ぼくの体が持ってる剣けんの柄つかにサファイアが埋うめ込まれてるから、もし体を見つけてくれたらお礼にそれあげるよ！」


『ええっ!?』


　あたしとナーガが同時に上げたその声は、しかしニュアンスが違ちがっていた。


　ナーガのは、もうけ話を目の前にぶら下げられた歓かん喜きの声。


　対するあたしのは、なんでデュラハンがそんなものを持ってるのかとゆー驚おどろき。


「ちょっと待った！


　剣にサファイアって……あなた、精せい神しん体たいがデュラハンの姿に半はん実じつ体たい化かしたもんじゃあないの？


　もしそうなら、剣から外したそのとたん、サファイアだけが昇しよう天てんする、なんてことにもなりかねないわけで……さすがにそんなオチはごめんよ」


「あ。それはだいじょうぶ。デュラハンの中でも根こん性じようのある人は、生前の怨うらみで戦車チヤリオツトや馬ごと実体化したりするけど、ぼくは生前使ってた鎧よろいに憑ひよう依いして、ようやくこの世にとどまってるような下したっ端ぱだから。


　外してもちゃんと宝石は宝石だよ」


「なるほど……動く鎧リビング・メイルみたいなもんね」


　あたしがつぶやいたそのとたん。


「動く鎧リビング・メイルなんかと一いつ緒しよにしないで！」


　ハンスくんが怒いかりの声をはり上げる。


　……なんか知んないが、どーやら譲ゆずれぬこだわりがあるよーである。


　しかし……まずい。


　協力しないつもりでいたのに、礼が出せるとゆーのなら、やっぱりやめたとは言いづらい。


　しかもナーガはすでに乗り気。


「ふっ。そういうことなら手を貸してあげてもよくってよ！」


「本当！　ありがとう！」


　……とゆーか油ゆ断だんすると、勝かつ手てに話決められちゃいそーないきおいで。


「ちょっと待った！」


　あわててあたしは待ったをかけた。


「何か手がかりはあるの？


　もし何の手がかりもなければ、捜すのにどれだけ時間がかかるかわかんないわ。


　こっちは生なま身みなんだから、あと払ばらい約やく束そくでいつまでも体捜しにつき合うわけにはいかないのよ。


　それは納なつ得とくしてもらわないと」


「あ……そっかぁ……それはそうだよね。わかった」


　あたしのことばに、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも納得の答えを返すデュラハン。


　おっし。これで、とりあえず話を聞いて、何も手がかりらしきものがなければ断るし、最悪、ちょっとだけ手伝ってから、頃ころ合あいを見て手を引くことができる。


「じゃあとりあえず、何があったか、ってところから話すよ」


　言ってハンスくんは、ことの次し第だいを語りはじめたのだった──





　彼の話によると。


　昨日、町のそばにある山中で開かい催さいされた、南ラルティーグ地方デュラハン地位向こう上じよう集会の席において──


「──ってちょっと待てぃっ！」


　相手の話をまとめようかと思いつつも。


　聞き流すことのできない変へんな言葉に、あたしはいきなし待ったをかけていた。


「なんだよー。いきなり」


　出だしで話の腰を折おられ、いささかムッとした口く調ちようでハンスくんが声を上げる。


　あたしはもちろんかまわずに、


「何その集まり!?　とゆーか地位向上って何をどぉ向上させるわけ!?」


「ほら。最近、人間の魔ま道どう研究が進んで、ぼくたちデュラハンって、あまり怖こわがられないでしょ？


　昔は死神に近い扱あつかいだったって聞いてるけど、今は死の宣告の呪のろいを解といたりできるわけでしょ？」


「まあ、ね」


　と、うなずくあたし。


　デュラハンの、死の宣告から逃のがれる手段は大たい別べつして二つある。


　一つは、呪いをかけたデュラハンを滅ほろぼすか昇しよう天てんさせること。


　もう一つは、呪いそのものを解かい除じよすること。


　昔は、呪いをかけたデュラハンを探し出し、滅ぼすことは難むずかしく、後者に至いたっては不ふ可か能のうだった。


　しかし魔道技術の進んだ現在、精神世界面アストラル・サイドからの探たん索さくで呪いをかけたデュラハンを探し出し、攻こう撃げき呪じゆ文もんで一発滅めつ殺さつ、と、解かい決けつはずいぶん簡単になっている。


　さらに確かく実じつなのが、魔道士協会で呪いを解除してもらう方法。


　決してお手て軽がる料金とは言えない額がくを払はらうことにはなるものの、数日がかりの儀ぎ式しきをしてもらえれば、デュラハンにかけられた呪いを解くことはできる。


　もちろんそういったことを踏ふまえても、やっかいな呪いであることは確かなのだが、昔に比くらべるとかなり御ぎよしやすくなっていることもまた事実。


「でさ。そういう所でもぼくたちデュラハンの扱いって軽くなってるでしょ。


　おまけに動く鎧リビング・メイルとキャラかぶってるし」


「確かにどっちも外見は鎧ね」


　とナーガ。


　動く鎧リビング・メイルというのは……まあわざわざ説明するまでもなく、霊れいが鎧に乗り移うつったり、人が魔道で作り上げたりする、名前そのまんまのものである。


　モノが鎧だけに、たしかにデュラハンとイメージが似に通かよっている所があり、違うのは、頭がついているのか取れているのか、そして相手を指さして死の宣告をするかどうか。


「なんかさあ。もうちょっと、こう、重い扱いってして欲ほしいじゃない。


　で、それにはどうしたらいいかなあ、って集まりが定てい期き的てきにあるんだけど。


　それが昨さく晩ばん。


　とはいっても、いい案なんて出やしない。いつも通りの展てん開かいだけどね。


　最初は、指さし運動の強きよう化か案あんとか出るんだけど、やりすぎて本格的に討とう伐ばつされてもマズい、って反対意見が出て。そこからいつも通りに言い合いがはじまって、気がつくとなしくずしに酒さか盛もりになって」


『酒盛り!?』


　声ハモらせるあたしとナーガ。


　基き本ほん的てきに死し霊りようであるはずのデュラハンが、酔よっぱらうわけなどないはずなのだが。


「うん。


　といっても、もちろん本当に酔っぱらうわけじゃあないよ。


　生せい前ぜんにお酒を飲んだ時の記き憶おくというか感かん覚かくが残ってる死ひ霊と騎た士ちが多いから、お酒を浴あびてると、その時の、酔っぱらっていい気分になった感じが戻もどって来るってこと」


「なるほど……」


　あたしはうなずく。


　ミもフタもない言い方をすれば、つまりはノリや気のせいで酔う、ということか。


「そうなったらあとはぐだぐだ。会かい議ぎになんてなりゃしない。


　宴えん会かい芸げいがはじまって、ぼくもそんなノリでへろへろの人じん事じ不ふ省せいになって……


　気がつくと今日、頭だけで山のふもとに転がってたんだ。


　体を呼よんでもやって来ないし、どこにあるのかもわからない。


　こんなことってはじめてで、焦あせってるところを子供に拾ひろわれて、ボールがわりに蹴って遊ばれてたところで、そっちの人に助けられた、ってわけ」


　酔っぱらったデュラハンの宴会というのは……見たいような見たくないような……




[image: ]


　まあ何はともあれ。


「いきさつは大だい体たいわかったわ。


　じゃあまず、その集しゆう会かいをやってたっていう場所に行ってみる、ってことでどう？


　ひょっとしたらそこに、体だけふつーに落ちてるかもしんないし」


　もしもそれで体が見つかり、お礼の宝石が手に入るのであれば、楽でおいしい小づかいかせぎになる。


「あ。ハンスくんの頭は連れて来たナーガが運んでね。


　あとハンスくん、体が見つかってもあたしたちのこと指さしたりしない。でもってお礼の宝石お忘れなく」


「ふっ。仕し方かたないわね」


「うん。わかってる」


　あたしの注意に二人が応こたえ。


　そして、デュラハンの体捜さがしがはじまったのだった。





　薄うすい霧きりがかかっている。


　あたりには並ならぶ枯かれ木とからまるツタ。漂ただよういかにも異い様ような空気。


「ちょい右。そう。そのまままっすぐ」


　ナーガがまるでランタンのように下げたハンスくんヘッドの道みち案あん内ないで、あたしたちは町近くにある山の中へとやって来た。


「ここだよ。集会所」


　言われてあたしとナーガは足を止める。


　山の中のひらけた場所。


　なぜかそこにだけ木々がなく、地面も平たいらで、集会ができるくらいの広さもある。


　とはいえまわりは枯れ木とツタで、地面には湿しめった枯れ葉。おまけにたちこめる薄い霧が陽ひの光を弱めていた。


　開かい放ほう感かんというよりも、むしろ寒さむ々ざむしさを感じさせる。


　ナーガはあたりを見回して、


「どうでもいいけれど、陽よう気きに酒盛り、って感じの場所じゃあないわね」


「だからいいんだよ。めったに人も近寄って来ないし」


　ハンスくんは、ぶら下げられてゆらゆらしながら、


「いつもこんなふうに霧が出てるんで、ふもとの町じゃあ呪のろわれた場所って呼ばれてるらしいよ」


「いや。そんなこと元気に言われても」


　ツッコミながら、あたしもぐるりとあたりを見回す。


　霧は視し界かいを狭せばめてはいるが、集会所を見み渡わたすくらいならできる。


　でもってざっと見渡したところ──


「ないわね。体」


　さらりとナーガが言い切った。


「えええぇっ！　そんなぁ！　もっとよく捜してよ！」


　ハンスくんの抗こう議ぎにあたしはうなずき、


「そーね。ま、とりあえず、あたりをざっと回ってみましょ。


　ひょっとしたら木こ陰かげとかにあるかもしんないし」


「仕方ないわね」


　あたしの案あんにナーガはうなずき、二人はあたりを適てき当とうに歩き回りはじめた。


　捜しものはデュラハンの体。そこいらにちょいと隠かくれるような小さなモノではない。


　くわえてあたりは、それなりにひらけた場所。あるならすぐに見つかるはずだが──


　あたしとナーガは反対回りで、集会所の近くをぐるりと一いつ周しゆうし、


「……ないわね」


「確かに」


「そんなぁ。もっとよく捜してよ」


　ハンスくんは半泣きの声だが、


「よく捜せ、って言われても……


　このあたりにないのは、見ればわかるわけだし。


　離はなれたどっかに歩いて行ったって可か能のう性せいもあるわね……」


「なら捜してよー！」


　頼たのみというより、もはやダダをこねているのに近い口ぶりのハンスくん。


　ぶら下げるナーガも困った顔で、


「とは言っても、捜す手がかりがないんじゃあ仕方ないわね」


「やだー！　やだー！　見つけてくんなきゃやだー！　おねがい捜してー！　宝石もう一コつけるからー！」


「もう一個!?」


　とたんナーガの声がうわずる。


「ふっ！　そういうことならあなたの体、この白蛇サーペントのナーガが必ず見つけだしてあげるわっ！　ほーっほっほっほ！」


　見つからなければタダ働きだと、たぶん全く気づかぬままに、ナーガは胸を張はりバカ笑いを上げ──


「──しっ！」


　あたしは指を口の前に立て、笑いをさえぎり耳を澄すます。


　聞こえたのだ。音が。


　沈ちん黙もくの中響ひびいたのは、濡ぬれた枯れ葉を踏ふむ足音と、鉄てつがかちゃかちゃ触ふれ合う音。


「──ぼくの体!?」


　デュラハンくんが声を上げ──


「──その声、ハンスか？」


　重い声は、音と同じ方から聞こえた。


　一同ふり向くその先には、霧の向こうからこちらへと、歩み来る影かげ一つ。


　だがその影のりんかくが、どこかいびつに見えるのは、たぶんあたしの気のせい──ではない。


　影が近づく。姿が見える。


　全身鎧よろいのその姿。しかし肩かたの上に首はなく、かわりにフルフェイスのカブトを左の小こ脇わきに抱かかえている！


　デュラハン！


　思わず身み構がまえるあたしとナーガ。対するデュラハンも足を止め、


「む……！　人間!?」


　緊きん張ちようの糸が霧の中にはりつめて──


「あ！　ラハード！」


　ハンスくんが親しん愛あいの声を上げた。


　相手をラハードと呼んだが……ということは、このデュラハンとは知り合いか。


「待って！　ケンカしないで！


　あっちはラハード！　現げん世せへの尽つきぬ怨おん念ねんでデュラハンになっちゃってるけど、根はまっすぐでいい奴やつなんだ！


　こっちの人はナーガさんとリナさん！


　実はぼくの体がなくなっちゃって、このひとたちに捜してもらってるんだよ！　だからラハード、ケンカしたり指さしたりしないでー！」


　言われて、ラハードと呼ばれたデュラハンは警けい戒かいの色を解とき、


「む。そういう事じ情じようか。


　もとより私も無む益えきな指さしは好このまん。その人間たちに敵てき意いがないのなら、私も争あらそうつもりはない」


　こちらの近くへ歩み来る。


「……ならこっちも、わざわざあなたとドンパチやるつもりはないわ」


　怨みで死霊騎士デユラハンになった相手を『いい人』と言われると、やや釈しやく然ぜんとしないものはあるが……考えてみたらハンスくんからして、おおよそデュラハンらしからぬ言げん動どうをしてはいるのだ。


　注意は怠おこたらぬまま、それでもあたしは肩から力を抜ぬいた。


「なら、ラハードとかいうそこのあなたっ！」


　ナーガは逆に、そばで立ち止まったデュラハンのラハードを、びしぃっ！　と指さし、


「ハンスの体がどこにあるのか、知っているなら正直に話した方が身のためよっ！」


　問いにラハードは、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、


「……なあハンス……本っ当にこの人間に敵意はないのだろうな……？　なんだか喧けん嘩かを売られているような気がするのだが」


「うん大だい丈じよう夫ぶ。気にしないで。


　この人、格かつ好こうと言動を除のぞいたらいい人だからー」


　ハンスの説せつ明めいに、ナーガはわずかに眉まゆをひそめて、


「……なんか引っかかるほめ方ね……」


　いや、ほめてませんよ？
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　その説明で、ラハードも納なつ得とくしたのか、あるいは理り解かいをあきらめたのか、


「……まあよい……


　ともあれ私は、ハンスの体のありかなど知らん。先日の集会の時に見た限りだ」


「……そんなぁ……」


　情けない呻うめきを漏もらすハンスくん。


　対してラハードはため息をつき、


「ハンス、お前先日の集会で、いつもの宴えん会かい芸げいをやっておったろう。


　その時にでも体とはぐれたのではないか」


「え！　ぼくまたあの芸やってたんだ！　酔よっぱらっておぼえてないけど……ならその時かなぁ……」


「宴会芸て。」


「どういう芸をやったのかしら？」


　尋たずねるあたしとナーガとに、ラハードはやや言いにくそうに、


「……うむ……ハンスの奴、酒が入るといつも同じ芸をやるのだ。


　兜かぶとを留とめ具ぐで背せ中なかに垂たらし、しゃがんであたりを手さぐりしながら、『あたま、あたま』という──」


『寒ッ！』


　あたしとナーガが声をハモらせ、


「寒くない！　大ウケだったもん！」


　ムキになってハンスが抗こう議ぎする。


　本当にウケていたのかと、あたしがラハードに視し線せんで問えば、彼はがちゃりと小さく肩をすくめて、


「笑っていた奴もいたことは事じ実じつだな。何しろ酒が入っていたからな。酒さか瓶びんを転がしただけでも笑う奴はいただろう」


　なるほど納得。


「ハンスの芸風はさておいて。


　手がかりがないなら、あの時集まった他のデュラハンたちに聞いてみたらどうだ？」


「……うーん……それしかないのかなぁ」


　提てい案あんに揺ゆれるハンスの気持ち。


「──って、ちょっと待った！」


　それにあたしが待ったをかける。


「あちこちに散ちらばったデュラハンたちの所に行っていちいち聞き込み……って、それ、どんだけ時間かかるのよ!?


　さすがにそんなの、正直つき合いきれないんだけど！」


「ふっ！　それはつまりこの件から降おりるということでいいのかしら!?　リナ！


　そうなると宝石二つはこのわたしのもの、ということでいいのね!?」


　あたしが降りる、イコール自分の分け前が増ふえる、という短たん絡らく的てき思し考こうを働かせ、ナーガは瞳ひとみを輝かがやかせる。


　それにあたしはため息混まじりで、


「……あのねぇナーガ。


　一応忠ちゆう告こくしとくけど、それってつまり、体を見つけるまで、何の収しゆう入にゆうもないまま、ハンスくんを抱えて旅を続けるってことよ。わかってる？」


「……[image: ]っ……！　それは……ちょっと困るわね……」


　これにはさすがにナーガも呻く。


　あたしはラハードに目をやって、


「思うんだけど。


　あたしたちがハンスくんをぶら下げてあちこち歩いて回るよりも、次の集会を待ってみんなに聞いた方が、たぶん結けつ果か的てきに話は早く済すむはずよ。


　ならハンスくんの体のことは、あなたに任まかせた方がいいような気がするんだけど。


　あ。もちろんあたしも、町で、何か手がかりになりそうな話がないか、注意はしておくけど」


　注意はしておく。注意するだけで、別に他には何もしないけど。


　まともにやれば長くかかりそうなこの話、ここでハンスくんを他人ラハードに押おしつけて、話を降りればそれでよし。


　次の集会を待つ方が早い、と言われれば、ハンスくんも納得せざるを得ないだろう。


「ちょっと！　じゃあ宝石は……？」


　あんのじょうナーガが抗議の声を上げて来るが、あたしは軽く肩かたをすくめ、


「もちろんナーガが、次の集会までつき合ってハンスくんの体を捜さがす、っていうんなら、それはあなたの自由だけど。


　けどあたしは、長くかかるようなら降ろさせてもらう、って言ってるの」


　これであとは、適てき当とうに話をまとめて別れれば──


「まあ待て。話の先を急ぎすぎだぞ」


　だがそこに。


　声をかけて来たのはラハードだった。


「誰だれも各地を放ほう浪ろうしろとも長く待てとも言っておらん。


　集まりを開けばそれで済むことだろう」


「開くって……どうやって？」


　尋ねるあたしに、ラハードは広場を横切るように歩みを進め、


「私はこの集会所の管かん理りを任まかされる身」


　言いつつ、あたりに並ならぶ木の一本に右のてのひらを押しつけて、今度は別の木に向かって歩き、


「集まりが必ひつ要ようならば、皆みなに知らせて、呼よぶ。それだけのことだ」


　また別の木に手をおしつけて、さらに別の木に向かう。


「ここはある種しゆの地ち脈みやく・霊れい脈みやくが集まる地。皆に知らせを届とどけることもできる」


　そんなことを何度も何度もくり返し、やがて集会所の中央へとやって来る。


　左の小こ脇わきに抱かかえていたカブトを、肩の上にかちりとセット。腰こしに吊つるした長ちよう剣けんを、しゅらりと引き抜ぬき、両手で頭上に高たか々だかかかげ──
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　その口──いや、肉体なきその身から、呪じゆ文もんに似にながら呪文にあらざる音が流れる。


　あたしは気づいた。


　呪文に似た何かがはじまったのと同時に。


　ゆっくりと。


　あたりを包つつむ薄うす霧ぎりが、集会所を中心に渦うず巻まきはじめたことに。


　声は徐じよ々じよに高まりゆく。それとともに霧の流れも速さを増して、いまやはっきりと大きな流れる渦となり。


　声が途と絶だえる。


　と同時に。


　ざぎンッ！


　ラハードは、かかげた剣の切っ先を、足あし下もとの大地に深ふか々ぶか突つき立てる！


　ごうッ！


　風音を立て、何かが疾はしる。それはあたしの髪かみの毛一すじさえも揺らさずに、しかし渦巻く霧を四し方ほうに散らし、頭上を覆おおう霧にいくつもの穴あなを開けた。


　そこから漏もれてさし込む幾いく筋すじもの陽ひの光が、まるで宗しゆう教きよう画がのように薄霧の森のところどころを照てらし出す。


　あたしの思い違ちがいでなければ、光が当たっているのはすべて、さきほどラハードが手をついて回った木々。


　その木々が、一いつ斉せいに、ざわりっ、と一つざわついて──


　大地から剣が引き抜かれる。


　きん、と鍔つば鳴なりの音を立て、ラハードはその剣を鞘さやへと戻もどした。


　両手でカブトとゆーか頭を取り外し、小脇に抱えて、


「報しらせは終えた」


　淡たん々たんと宣言する。


「なるほど。他のデュラハンに集合を告げる精神世界面アストラル・サイドを使った信号、ってとこ？」


「ほう。わかるか」


　ラハードにあたしはうなずき、


「ま、あたしも魔ま道どう士しだし。……けど魔道士協会でいろいろ学んだのとは、ちょっと系けい統とうが違うわね」


「やり方は教えんぞ」


「ちぇっ。けち」


　あたしはくちびるをとがらせる。


　ちょっと興きよう味みはあったのだが……まあよしとしよう。正直なところ、たとえやり方を聞いたとしても、生きている人間に真ま似ねできることのような気はしなかったし。


　軽口を交かわしたあと、ラハードはあたしたちに向かい、


「さて。これで今夜にも、全員とはいかぬがほとんどの者が集まるだろう」


「今夜？　そんなに早く？」


　目を丸くするナーガにラハードは、


「うむ。


　我われ等らの多くは純じゆん粋すいな霊れい体たい。距きよ離りなど意味を持たぬ。


　ハンスのように、何かの物を依より代しろにしているなら距離の影えい響きようも受けようが、それでも集会があったのは昨さく夜や。今から引き返して来ても、夜明け前には集まって来よう。


　長く待つ必要などどこにもない。


　それで？


　どうする人間たちよ。ここで降おりてあとは私に任せるか？


　それとも、夜の集会に顔くらいは出してみるか？


　顔を出すなら、お前たちには危き害がいを加えぬよう、皆に話はしておくが？」


『──』


　問われてあたしとナーガは顔を見合わせ、


「ハンス、もしその集会の話であなたの体が見つかったとしたら、お礼の宝石はどうなるのかしら？」


　ナーガがハンスくんに問いかける。


「……んー……」


　彼は少し考えてから、


「うん。それでもお礼はあげる。


　二人がぼくの話を聞いて、ここまで連れてきてくれたからこうなったんだし。


　……もしそれでも体が見つからなかったら……お礼もあげられないし、その時にはあきらめるよ」


　などと、なんだか殊しゆ勝しような口ぶり。


　そう言われては、人にん情じようからも損そん得とく勘かん定じようからも、ほうり出すわけにはいかず。


「……ま、そーゆーことなら」


「ふっ。そうね。今夜の集会、参さん加かしてあげてもいいわよ」


「なら決まりだ」


　ラハードは右手で天を指し、


「町に戻り、食事と休きゆう息そくを取っておけ。その間、ハンスは私が預あずかっておこう。


　今夜、またこの場所に来るがいい」


　言うと、ラハードの姿はみるみる白い霧と化かし、風の中へと溶とけ消えたのだった──





　天には細い月がある。


　山は夜風の中に沈しずみ、拾った枝えだ先さきにかけた魔ま力りよくの明かりも、あたしたちのまわりをわずかに照らすだけ。


　どこかで夜の鳥が鳴く。


　あたしとナーガは一いつ旦たんふもとの町へと戻って、宿に部屋を取り、仮か眠みんして。


　ごはんを食べて町を出たのが、空が夕焼けに染そまる頃ころ。


　そこから山に分け入って、やがて日が暮れ星が出て。


　昼間に訪おとずれた時と、こうして夜に来た時とでは、山の雰ふん囲い気きは全く違った。


　歩み進むは道なき山中。向かう方向は正しいと、記き憶おくと理り性せいではわかっていても、実は迷まよっているのではと、心のどこかで不安がささやく。


　やがてそれでも歩むうち、あたりの景色けしきがうっすら白く煙けむりはじめた。


　夜もなお立ち込める薄い霧が、あたしたちのかかげた光を照り返し、夜をぼんやりと白く染めているのだ。


　どうやらやはり、このルートで正しかったようである。


　霧を分け進み、やがてほどなく。


「──リナ」


「ええ」


　二人は短くことばを交わす。


　行く手の先、霧の向こうにぼんやりと見えて来たのはかすかな明かり。


　枯かれ木とツタの間を縫ぬい、そちらへと進んでゆけば──


「来たな」


　出で迎むかえた声はラハードのものだった。


　昼間足を運んだ広場には、いくつもの鬼おに火びがゆらめいて、青白い光で夜を染めている。


　あたしたちから見て正面にいるのが、たぶんラハード。そのすぐ近く、足下には、ハンスくんのカブトが置かれている。


　そして。


「ほう」


「こいつらが」


「指さしてぇ」


「こらこら」


　集会所には、すでにずらりと、十人ほどのデュラハンたちが、首のないその姿を並べていた──







（密みつ着ちやく！　死し霊りよう騎き士しの集つどい：つづくっ！）
















　次回予告





　雁がん首くび揃えたとか顔を並べたとかいう表現が一いつ切さい使えぬ、ビミョーに不ふ便べんなデュラハンの集会！


　首って想そう像ぞうするとイヤなんで、とりあえずそこはカブトというオブラートでくるんでみました！


　そんな作者の苦労も知らぬまま、はじまったデュラハンたちの集会！


　そこでリナたちは何を見るのか!?


　ハンスの体は見つかるのか!?


　ともあれ次回『密着！　死霊騎士の集い』後編！


　Ｖガ○ダムの、主人公のお母さんが出てくる回を見てイヤな気分になりながら待て！




密着！死霊騎士の集い［後編］













　あらすじ





　ひょんなことからナーガが拾ひろい、リナのもとへと持ってきたカブトは、死霊騎士デユラハンハンスの頭だった！


　デュラハンの集会でしこたま酔よっぱらい、体の方とはぐれてしまったという話！


　礼をもらう約やく束そくをして、ハンスの体捜さがしを手つだうことになったリナとナーガ。集会のあった場所へと出向いた一同は、集会所の管かん理りを任まかされたデュラハン、ラハードと出会い、もう一度集会を開くことを提てい案あんされる。


　その夜、山中の集会所に足を運んだリナとナーガを出で迎むかえたのは、十人近いデュラハンたちだった。


　果たしてリナとナーガとは、ハンスの体を見つけることができるのか!?




[image: ]





　霧きりの山中に生せい者じやは二人。


　とはいえナーガは生物学上、へんないきもの類るいに属ぞくするのだから、まともな人間はあたしのみ。


　しかしまわりにはあまたの影かげ。生にあらず死にあらず。妄もう執しゆうを鎧よろいカブトに封ふうじ込め、語り動くは死霊騎士デユラハンたち。


　鎧カブト姿で頭が取れてるということは共きよう通つうしているが、赤いマントを羽は織おった者、剣けんではなく馬ラ上ン槍スを手にした者、馬にまたがったままの者と、姿すがたはまちまち。


　あらためて数えてみれば、ハンスくんとラハードを入れて全部で十二人。


　あたしたちには危き害がいを加えないよう話をしておく、とラハードは言っていたが……さすがにこの状じよう況きようは落ち着かない。


　異い様ような注ちゆう目もくを受ける中、あたしはちょっぴり頰ほおを引きつらせ、それでもなるべく笑え顔がおを浮うかべ、


「お待たせ」


「これで全員揃そろったのかしら？」


　対してナーガはいつも通り。


「いや。全員というわけではない」


　小こ脇わきに抱かかえたカブトをぐるりと回し、ラハードは言う。たぶんそれが、あたりを見回すしぐさなのだろう。


「まだ何人か来ていない」


「そういえば、デューンさんもまだだよね」


　と、そばに置かれたハンスくん。


「デューン？」


　問うあたしに、ハンスくんははずむ声で、


「うん！　首くび無なし馬二頭が牽ひく戦車チヤリオツトに乗ってるひとでさ！　すっごいかっこいいんだ！　前の時はデューンさんがみんなより先に来てたから、戦車チヤリオツトは見られなかったけど。


　今日は見られるといいなぁ」


　なるほど。そーいうデュラハンがいる、とゆーことか。


　とはいえ、来るか来ないかもわからない相手を待っていても仕し方かたない。


「じゃ、どうする？　もうはじめる？　それとも、もう少し待つ？」


　あたしの問いにラハードは、


「そうだな。


　皆みなが揃うまでなどと言っていれば、また酒さか盛もりでもはじまりかねん。


　先に用よう件けんに取りかかる方がよいだろう。


　では」


　と、居い並ならぶデュラハンたちに向かって、


「改あらためて説せつ明めいさせてもらおう。


　昨さく夜やの集会があったあと、出しゆつ席せき者しやの一人、ハンスが体を紛ふん失しつした。


　知っている者もいるだろうが、ハンスは実体のある鎧よろいカブトに憑ひよう依いしているデュラハンだ。


　その体が紛失したとあっては、アイデンティティを揺ゆるがす一いち大だい事じ」


「確かに頭だけでは指さしもできんからな」


　と、別のデュラハンたち。


「けどハンスの寒さむい宴えん会かいギャグを見なくて済すむようにはなるぞ」


「そう考えると、むしろこのままの方がいいのかもな」


「ボクのギャグ寒くなんかないもん！　というか本当に困ってるんだから、まじめにやってよ！」


　好き放ほう題だい言う仲間たちに、怒おこって声を上げるハンス。


「──ハンスのギャグはともあれ」


　ラハードが空気をふたたび引ひき締しめて、


「このまま捨すて置くわけにもいくまい。


　そこにいる人間たち二人が、頭だけになったハンスをここに連れてきてくれて、体捜しにも協きよう力りよくすると申し出てくれている」


「あくまでも、できる範はん囲い内ないでの協力、だけどね」


　と、いちおークギを刺さすあたし。


　その先をラハードが引ひき継ついで、


「死して妄執に囚とらわれはしたものの、我われらとて騎き士しの端はしくれ。ならば同どう胞ほうの恩おん人じんに仇あだなすわけにはいくまい。


　指さすなというのはそういうことだ。


　そんな経けい緯いから、二人を交まじえ、皆に詳くわしい話を聞こうということになった。


　経緯はおおむね以上だ。


　誰か、ハンスの体の在処ありかについて心当たりのある者はいないか？」


　問いかけに──


　もしも集まっているのがデュラハンたちでなかったなら、皆が一いつ斉せいに、首を左右に振ふっただろう。


「いや」「知らんな」「心当たりなどない」「酔よってたしなぁ」


　などなどと、返って来たのは否ひ定ていのことばばかりだった。


「……そんなぁ……」


　心しん底そこがっかりした声を上げるハンスくん。


　ラハードまでが沈しずんだ声で、


「手がかりは無なしか」


　などとあっさりあきらめムード。って、あきらめよすぎ。


「じゃあ聞きたいんだけど」


　と、あたしがかわりに、


「ハンスくんの体だけがどっかに歩いて行くのを見た、なんて決けつ定てい的てきな目もく撃げき情じよう報ほうがないことはわかったけど。


　それなら、何でもいいから気づいたことってなかった？


　すっごい細かいことでもいいの。いつもと違ちがうちょっとしたこととか」


　問いかけに、デュラハンたちはしばし呻うなって、


「そういえば──」


　と、一人のデュラハン。


「本当にどうでもいい……ちょっとしたことなんだが……」


「話してもらえる？」


　うながすあたしに、そのデュラハンは、


「わかった。昨日のハンスだが──


　酔った時のギャグにいつもの切れがなかった」


　うわ。ほんとにどーでもいーなオイ。


　とはいえここでそう口にすると、他の意い見けんが出にくくなる。


　ゆえにあたしは、あえてうなずき、


「なるほど。ハンスくんの調ちよう子しがいつもと違ってた、と。


　何かの参さん考こうにはなるかもしんないわね。


　他ほかには何か、気づいたことのあるひとっている？」


　言うと、あたしの思惑おもわく通どおり。


　その程てい度どのことでいいのだ、と思ってか、他のデュラハンたちも次つぎ々つぎに、あれやこれやと言い始める。


　あたしはそれらに耳をかたむけ──


　……とはいえ、手がかりになりそうな話はなかなか出てきてはくれない。


　一いつ見けん関係なさそうな話が手がかりになることはままあるが、さすがにハンスくんが犬と猫ねこのどっちが好きか、などとゆーのが事じ件けんに関係するとは思えない。


　もはやだんだん、証しよう言げんとゆーより雑ざつ談だんに近くなって来る。


　ちょっと気を抜ぬくと、いつの間まにかナーガまでが雑談の輪わに入っていて、スープに入れる溶とき卵たまごのことを語かたっていたりする。


　さすがにそこまで話がズレると、あたしも待ったをかけるわけだが。


　そんなこんなで、どれくらい話を続けていただろうか。


　──遠い響ひびきは、霧きりの奥おく深くから聞こえてきた。


　ひづめの音と車しや輪りんのきしみ。それは馬ば車しやの音に似にて。だんだんこちらに近づいて来る。


　気づいたデュラハンたちは口を閉とざし、音の方、霧の奥を注ちゆう目もくする。


　あたしとナーガも、つられてそちらに目をやって──


　ほどなく薄うすい霧の奥から、にじみ駆かけ出す影かげ一つ！


　大地を滑すべる鋼はがねの車輪は、積つもった枯かれ葉に轍わだちも残さず。車体に生はえた鉄のトゲは、触ふれようと近ちか寄よる者への絶ぜつ対たい的てきな拒きよ絶ぜつにして敵を薙なぎ払はらうための牙きば。牽ひきて駆けるは首を持たない二頭の黒馬。


　動く小さな城じよう塞さいに、君くん臨りんするはただ一人。


　夜のような虚きよ無むのような黒いマントをたなびかせ、鬼おに火びに鎧よろいをきらめかせ。


　右の腕うでには自分の背よりはるかに大きな一ふりの剣けん。左の腕には自身の頭をおさめたカブト。


　戦車チヤリオツトは集会所の端はしでぐるりと横を向き、急きゆう制せい動どうをかけて停とまる。


　おお、と、いならぶデュラハンたちから上がる感かん嘆たんの声。


　これは──たしかに、ちょっとかっこいい。


　騎き士しが鎧を鳴らして戦車チヤリオツトから飛び降りると、それを機きに、戦車チヤリオツトと馬たちが実じつ体たい化かを解とき、消え失うせた。


　堂どう々どう現あらわれたデュラハンは、集会の場を目にして、


「人間がおるのか？」


「説明しよう。デューン殿どの」


　いぶかしむ新たなデュラハンに、ラハードが皆みなにしたのと同じ話をはじめた。


　……なるほど。みんなが最初に言っていた、戦車チヤリオツト持ちのデュラハンというのがこいつのことか。


　デューンと呼ばれたデュラハンは、説明を聞きながら、落ち葉に足あし跡あとをきざみつつ、集会場へとやって来る。


　ほほう。


　彼は一通り話を聞き終えて、


「成なる程ほど。事じ情じようの程は納なつ得とく行った。だがこの私もハンスの体の心こころ当あたりは無ないな」


「……そっかー……無いかー……」


　と、がっかりとハンスくん。


　対するあたしは、ハンスくんのことなど忘れたかのように、好こう奇き心しんまんまんの表情で、デューンと呼ばれたデュラハンに、


「けど戦車チヤリオツトかっこいいですよねー。人間だとかデュラハンだとか関係なしに、素す直なおにそう思いますよ」


「有あり難がとう。戦あ車れはこの私の誇ほこりでもある。誉ほめられて悪い気はせんな」


　と、予よ想そう通りまんざらでもない様子。


「戦車チヤリオツトに馬まで。あれだけのものを実体化させる精せい神しん力りよくって、並なみたいていのものじゃないんでしょ？」


「まあな。自じ慢まんするわけではないが、抱かかえ込んだ恨うらみ辛つらみの量りようと質しつでは人じん後ごに落ちぬ自じ信しんはある」


　……まあ、確かにそれはじまんになんないけど。


　あたしはやはり笑えみのまま、


「とゆーことは。


　何かの理り由ゆうで精神にダメージを受けて、力が衰おとろえたりすると、全部を実体化させるための力が不ふ足そくしたりするってこと？」


　相手は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、


「……そういうことになるな」


「なるほど」


　あたしは満面の笑みのまま、


「だからハンスくんの体をパクった、と」


　痛いほどの沈黙が。


　霧の集会所に落ちた。


「ちょっ……ちょっとリナ！　それどういうこと!?」


　最初にその沈黙を破やぶったのは、糾きゆう弾だんされたデューンではなくナーガだった。


　それをきっかけに、他のデュラハンたちも口々に、


「ど……どういうことだ！」「根こん拠きよも無しに失礼な！」「デューン殿はそのようなことをするような輩やからではない！」


　そんな非ひ難なんはどこ吹ふく風。


　あたしは涼すずしい顔のままデューンを見て、


「もしカン違ちがいだったらあやまるけど、答えて欲ほしいことがあるの。


　戦車チヤリオツトに乗ってる時には地面に車しや輪りんのあとが残らなかったのに、降おりて歩いたら足あとが残るっていうのはどーゆーわけ？」


　問いに漏もれた小さな呻うめきは誰だれのものか。


　そう。デューンが戦車チヤリオツトを降りた所から、今立っているその場所まで、地面に積つもった枯れ葉には、くっきりと足の跡あとが残っている。


　あたしの指し摘てきに、ざわついていたデュラハンたちも沈黙し──


「戦車チヤリオツトも馬も鎧も全部、精神力で具ぐ現げん化かしているなら、わだちと足あと、両方とも残るか両方とも残らないかのどっちかでしょ？　ふつーに考えたら。


　なのにあなたは足あとだけ残す。


　で、あたしは考えたわけ。


　ひょっとしたら、鎧には実体と重じゆう量りようがあるんじゃないか、って。


　そういえば聞いたわよ。昨日の集会じゃあ、あなたがみんなより先に来てたから戦車チヤリオツトを見ていない、って。


　……それで想そう像ぞうしたんだけど。


　誰だれかと戦うか何かして、精神力にダメージを受けたあなたは、自身の体と戦車チヤリオツトと馬、その全部を具現化させることができなくなった。


　誇ほこりでもある戦車チヤリオツトや馬をショボくして、みんなの前に現れる屈くつ辱じよくには耐たえられず、あなたはみんなより早くやって来た。


　どうしようか悩なやんでいるうちに、いつも通りに酒盛りがはじまって──


　酔よっぱらいまくったハンスくんの頭と体が別れ別れになっちゃった。


　それを見て、あなたは思った。


　実体のある鎧に憑ひよう依いすれば、その分を実体化させるだけの精神力は浮うくんじゃあないかって。


　試ためしにやってみると、思った通り。だからあなたは、そのままハンスくんの鎧の方を取り込んだ。


　もちろん、ハンスくんの鎧そのまんまだと見た目ですぐわかるから、部分部分に飾かざりを具現化して、別の鎧に見せてるんでしょうけど。


　ハンスくんが、自分の体のありかがわからなくなっちゃったっていうのも、体の方をあなたに乗っ取られていたから、って考えれば説明はつくわ。


　──とまあ、いろいろ語ってきたけど。


　これは全部あたしの想そう像ぞう。あなたに足あし跡あとがあること、昨日の集会では誰よりも早く来ていたこと。純じゆん粋すいな精神体だったら距きよ離りに縛しばられるはずもないのに、今日の集会にはあなたは遅おくれてきたこと。


　そういったことから導みちびき出された、ただの可か能のう性せいにしか過すぎないわ。


　だから」


　あたしは正面からデューンを見すえ──


「もしあなたがハンスくんの体を盗ぬすんでいないなら、その証しよう明めいに今ここで、実体化を解といてほしいの。


　実体のある鎧を取り込んでないなら、できるはずよね？」


「いいだろう」


　即そく答とう!?


　……って、ひょっとして、あたしの推すい理り、ハズれてた？


　デューンは鎧を鳴ならしてきびすを返す。


　体がふわりと宙ちゆうに浮うき、まわりの空気がわずかに揺ゆらぐ。


　次の瞬しゆん間かん。


　デューンの下に、二頭立ての戦車チヤリオツトが具現した！


　無む言ごんのままでたづなを鳴らし、戦車チヤリオツトはそのまま森の奥おくへと駆かけてゆく！
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　………………って……


「逃にげたぁぁぁぁぁぁっ！」


「何と……！」


「ええっ!?　ということは、ほんとにデューンさんが!?」


　ことのなりゆきに声を上げるラハードとハンスくん。


　他のデュラハンたちもざわつくばかり。


　だがそこに。


「ほーっほっほっほ！　逃げたということは白はく状じようしたのも同じこと！　追うわよ！」


　響ひびいたのは、いつもと全く変わらぬナーガの声！


「りょーかいっ！」


　あたしとナーガは呪じゆ文もんを唱となえ、


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　力あることばをハモらせ風の結けつ界かいを身に纏まとい、霧きりを引き裂さき空駆ける！


　だがその時にはすでにもう、デューンの姿すがたは霧に呑のまれて見えなくなっている。


　こっちの方に向かったことだけは間ま違ちがいないが──


　思ったその時、あたしは気づく。


　周しゆう囲いの霧が、不ふ自し然ぜんに渦うず巻まきはじめたことに。


　渦巻き、一部が退しりぞき割われて、あたしたちを導みちびく霧の道を形作る。


　──そうか──！


　あたしは思い出す。ラハードが、この集会所を管かん理りする身だということを。


　実じつ際さい彼は、地ち脈みやくだか霊れい脈みやくだかを使って、デュラハンのみんなに合あい図ずを送ったりもした。


　ならばこの近くである限り、デューンの居い場ば所しよを摑つかむことも、霧をコントロールすることも可能なのではないだろうか。


　つまりこれは、あたしたちを導くために、ラハードが作ってくれた霧の道しるべ！


　ならば迷まようことはない！


　あたしとナーガは気力を込めて速そく度どを上げて、霧の間はざまを貫つらぬき駆ける！


　やがていくらも進まぬうちに、割れた霧の向こう側、浮かんだ黒い影ひとつ！


　普ふ通つうなら何も見えないはずの夜の山。しかしラハードが何かしてくれているのか、霧そのものがかすかな光を放っている。


　その白を背せに浮き上がる──いや、沈しずむ黒は、まごうことなきデューンのたなびかせるマント！


　追いついた！


　相手もこちらに気づいたか、たづなのさばきが激はげしさを増す。しかし、ハンスくんの鎧よろいという異い物ぶつを抱かかえ込んでいるせいか、速そく度どは決して速くない。


　これなら──追いつける！


　思ったその時。


　行く手の黒が停てい止しする！


　あきらめたか、それとも──


　あたしとナーガは左右から、影かげを追おい越こしまわり込み、正面に着ちやく地ちし、術じゆつを解とく。


　大地に立って対たい峙じすれば、戦車チヤリオツトの上に立つ相手は、ひとまわりもふたまわりも大きく見えた。


　しかし、見た目の大きさでひるむあたしやナーガではない。


「ふっ！　ここまでよデューン！　ムダな抵てい抗こうはやめて、おとなしくハンスの体を返すのねっ！」


　言い放つナーガのことばをデューンは無む視しして、


「退ひけ。行く手を遮さえぎるとあれば、実力で排はい除じよする」


　なるほど。あたしたちを迎むかえ撃うつ決意をしたということか。


　右の腕うでには、最初から在ある大たい剣けん一ふり。


　普ふ通つうの人なら、刃やいばのかがやきそれだけで、ひるんで道を空あけるだろう。


　しかしあたしは微び動どうだにせず、マントに霧を孕はらませて、


「あなたが力の一部を失ったのって、誰かと戦ったからでしょ？


　何と戦ったのかは知らないけど、あたしやナーガがその相手より与くみしやすいと思ってるなら、考えをあらためた方がいいわよ。


　前に失った以上のものをなくすのは、あなただってヤでしょ」


　ゆっくりと。


　戦車チヤリオツトと馬が薄うすれて消える。


　デューンは鎧の音鳴らし、堂々大だい地ちに降おり立った。


　その身から湧わき立ち昇のぼるは不ふ屈くつの闘とう志し。


「退く気は無いか」


「おとなしく体を返す気はないわけね」


　交かわすことばは決けつ裂れつの確かく認にん。


「同どう胞ほうのハンスを思い遣やってくれたことには感かん謝しやする。ゆえに命まで取る気はないが、少々痛いぞ。許せ」


「気にしないで。


　こっちが使うのは攻こう撃げき呪じゆ文もん。加か減げんなんてできないから、へたすると痛いだけじゃあ済まないけど、かんべんしてね。


　──あ。それとナーガ」


　あたしはデューンを見やったまま、隣となりのナーガに、


「わかってると思うけど、ムチャな術じゆつとか使わないよーに。


　ハンスくんの体まで吹ふっ飛ばすことになっちゃうから」


　言うとナーガは、唱となえかけていた呪文をぴたりと中ちゆう断だんし、


「ふっ。言われなくてもわかってるわよ」


　答えて別の呪文を唱えはじめる。


　……こいつ……やっぱしわかってなかったな……あたしがクギを刺ささなければ、どんな術をぶっ放ぱなすつもりだったのか。


　ともあれあたしも呪文を唱える。その間デューンは動かない。


　やがてあたしとナーガとが呪文を唱え終わって──


「準じゆん備びはできたようだな。ならば、行くぞ！」


　吠ほえてこちらに駆かけ出すデューン！


　待っててくれたか！　りちぎなことでっ！


　地を蹴けり枯かれ葉を舞まい上げて、駆け来るデューンにナーガが術を解とき放はなつ！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　放たれたのは相手の精せい神しんに直ちよく接せつダメージを与あたえる術！　生なま身みの人間が受ければしばらく寝ね込こむくらいで済むが、死し霊りようたるデュラハンにとっては致ち命めい傷しようにもなりうる攻撃！


　しかしその一撃が届とどくより先に。


　デューンの刃が翻ひるがえる！


　狙ねらう相手はあたしやナーガにあらず。大剣の切っ先はやすやすと大地に突き刺さる。


　それ自体は別に驚おどろくことではない。剣もまたデューンが具現化させたもの。存そん在ざいを霊れい体たいに近いレベルにまで薄めてやれば、剣は大地を穿うがつこともなく通り抜ぬけ、あっさり地面に潜り込むだろう。


　もちろんそれでは攻撃にも防ぼう御ぎよにもならないが──


　思ったその時。


　どんっ！　と地面が爆ばく発はつした！


　大小無数の触しよく手しゆのような何かが、土をはね上げ地の底深くから身を起こす！


　ナーガの放った一撃は、吹き上がる土ど砂しやと触手に阻はばまれ、結けつ局きよくデューンには届かない。


　──いや。刹せつ那な触手と見えたそれは、よく目をこらせば無む数すうに枝分かれした木の根！


　こんなものを操あやつるのか!?


　思う後ろで何かの気け配はい！　とっさにふり向く目の前に、こちらに駆け来る一頭の首なし黒馬！


「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　ナーガが放ったのと同じ術を、あたしは迫せまり来る馬に向かってぶちかます！


　だが命めい中ちゆうするよりわずかに早く。黒馬の姿はかき消える！


　消えると同時に、デューンのいた方からほとばしる敵てき意い！


　ふたたびあたしはきびすを返し、見たのは横薙なぎに迫せまる光！


『ひゃうっ!?』


　あたしとナーガはおどろきの声をハモらせ身を低める。光は風切る音もなく、二人の頭上を過すぎてゆく。


「ちょっと!?　何よあれ!?」


「剣よ！」


　ナーガのぼやきにあたしは即そく答とう。


　そう。たった今、間ま合あいのはるか彼方かなたから二人の頭上を薙いだのは、ひたすら長く伸のびたデューンの剣だった。


　地面の上に顔を出し、もはや動かぬ木の根の向こう。デューンが手にした柄つかの先で、ありえぬ長さに伸びていた刃は、みるみるもとの長さに戻もどる。


「剣って……？」


「とにかくよけるっ！」


　吠ほえてあたしは次の呪文を。


　確かにあれを剣といっていいのかどうかはわからない。


　剣としか呼べぬ形をしているが、デューンが精神力で具現させているのなら、大きさも長さも自じ由ゆう自じ在ざい。


　あたりに立ち並ならぶ木々を、切ることもなく通り抜け、こちらの頭上を薙いだところからして、おそらく物ぶつ理り的てきな攻撃力はあるまい。


　とはいえまともに食らったら、精神へのダメージくらいは受けるだろう。


　しかし剣より問題なのは、デューンの攻撃方法である。


　木の根を操り、こちらの背はい後ごに首なし馬を出しゆつ現げんさせる。一体何をどうすれば、こんな攻撃のしかたができるようになるのか。


　それを見切ることができなければ、少々やっかいなことになる。


　デューンがハンスくんの体という実体を取り込んでいる以上、完かん全ぜんな霊体となって現れたり消えたりするということはないのだろうが──


　……と。待てよ。


　ひょっとして、デューンの攻撃方法というのは──


　左右に影かげが現れる。


　あたしとナーガをはさむ形で、首のない馬一頭ずつ！　それらはあたしたちの方に向かって突とつ進しんする！


　あたしよりもわずかに先に、ナーガが呪文を完かん成せいさせる。唱えていたのはさきほどと同じ術である。


　ナーガはそれを、馬の一頭に向かって──


「烈閃エルメキア──」


　解とき放はなとうとするその瞬しゆん間かん。


　あたしはナーガに足をひっかけ、腕うでで彼女の背を押おした！


「らんすっ!?」


　つんのめってバランスを崩くずし、ナーガは一撃を地面に向かってぶっ放す！
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　とたん！


「ぐぅぅっ!?」


　響ひびき渡わたるはデューンの苦く鳴めい！


　やっぱりか！


　続けてあたしも唱えた術を──


「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　地面に向かって解き放つ！


　しかしそれより刹せつ那な早く、二頭の馬はかき消えて。離はなれてわずかによろめくデューン。


　そこに。


「あなたの戦せん法ぽう、見切ったわよ」


　あたしは静かに宣せん言げんした。


「ちょっと、どういうことよリナ？」


　ナーガの問いは、あたしが足をひっかけたことに対するものなのか、それともデューンの戦法を解かい説せつしろと言っているのか。


　いずれにしても、あたしは語る。


「あなたは地面の中に自分の霊体を伸ばし、ある時は一瞬だけ木の根にとりついて動かして盾たてに使い、術の直ちよく撃げきを受ける前に憑ひよう依いを解く。ある時は地面の中から地上へと、霊体の端たん末まつに顔を出させて馬を実じつ体たい化かする。


　でも、どこかでは必ずつながっている。


　だからこそ、ナーガが地面に向けて放った一発で痛いた手でを受けた。


　……それがどれくらいの痛手だったかまでは知んないけど」


「ふっ！　そういうことねっ！」


　聞いてナーガは、勝利を確かく信しんする笑えみを浮うかべる。


　そしてあたしはデューンに向かい、


「しかけがわかっちゃった以上、あなたに利りとなる目はなくなったと思うけど？」


「そうは思わんな。この私がどこかで必ず繫つながっているとして、その繫がったどこかをはっきりと見切る手しゆ段だんはあるまい。


　さきほどはたまたま運悪く一撃にかすめられたが、さしたる痛手ではない」


　強がりに、あたしは露ろ骨こつなため息をつき、


「……何言ってんの……どう伸びようとどんなに形を変えようと、あなたがハンスくんの鎧よろいを支し配はいしてる限り、そこにあなたは必ずいるのよ。


　この前ぜん提ていの裏うらをかくには、鎧を捨てるしかないけど……


　ハンスくんの鎧を解かい放ほうするなら、そもそも戦う理由は無なくなるわけだし」


「……ならばこの鎧を狙ねらわせなければ済むだけのこと。


　貴き様さまが見切った通り、木の根に憑依し盾とすれば、この私自身には痛手を受けん」


　負けじと言い放つデューンに、しかし今度はナーガが笑いを響かせる！


「ほーっほっほっほ！　その程てい度どでなんとかできると考えるなんて、ずいぶん甘あまいわね！　デューン！」


　びしっ！　と相手を指さして、


「いいことを教えてあげるわ。このわたしは、広こう範はん囲いの浄じよう化か呪じゆ文もんも使うことができるのよ。


　つまぁぁぁぁりっ！


　鎧を中心に術をかければ、あなたに残された道は、鎧を捨てるか浄化されるかの二つに一つ！」


「……なるほど……」


　デューンの纏まとう空気が変わる。


　敵てき意いから、あきらかな殺さつ意いへと。


「切り抜ぬけるには手て加か減げん無む用よう。貴き様さまらを倒たおすしかないということだな」


　剣けんの構かまえをわずかに変える。


「……あきらめる気はないってことね……」


　と呻うめくあたし。


　やはり……倒すしかないか。


　こちらの術が放たれれば、デューンは終わる。ならばデューンがしかけて来るのは、あたしたちが呪文を唱えはじめる瞬しゆん間かん。


　短い沈ちん黙もくとにらみ合い。それが互たがいの決意を不ふ動どうのものと確かめさせて。


　あたしとナーガが息を吸すう。


　デューンの剣が──


「──待って！」


　双そう方ほうの動きを止めて響いたのは、ハンスくんの声だった。


　近づき響くひづめの音。ほどなく、薄うすくかがやく霧きりの奥おくから現れたのは、霧を集めた白馬にまたがる鎧騎き士し。


　自分のカブトを生前通り首の上に置き、左手にハンスくんのカブトを抱かかえたラハードの姿。


　いや。二人だけではない。あたしたちをとり巻くように次々と、一頭立ての戦車チヤリオツトに乗るもの、徒か歩ちのもの、十人ばかりのデュラハンたちが現れる。


「──生者の味み方かたをするか──」


　あきらめたような、あきれたようなデューンのつぶやき。


　だがしかし。そこにハンスくんの声が響いた。


「デューンさん！　もうやめて！　ぼくの鎧だったらあげるから！」


『──なっ……!?』


　その場の全員が声を上げる。


　ただ一人、言った当のハンスくんを除のぞいて。


「……ハ……ハンス……お前、自分が何を言っているのかわかっているのか……？」


　かすれた声で聞いたのはデューン。


　対するハンスは平へい然ぜんと、


「ぼく、前からデューンさんの戦車チヤリオツト、かっこいいなあ、ってあこがれてたんだ。


　何があったのか知らないけど、もうあれが見られなくなるのはヤなんだ。


　だから、ぼくの鎧をあげる。


　あげるからもう、戦うのはやめて」


「し……しかし……それではお前はどうなるのだ……？　体が無くては動きも取れまい」


　愕がく然ぜんとデューンは問いかける。


「うーん。確かにそれは困るけど。


　じゃあ、鎧はあげるから、ぼくのこのカブトをいつもいっしょに運んでもらう、っていうのはどうかなあ。


　それならぼくもデューンさんの戦車チヤリオツトに乗れてうれしいし。


　あ。でも、鎧といっしょにあった剣についている宝石は、リナさんとナーガさんにあげてほしいんだ。それくらいだったらいいでしょ？」


　こともなげにそう言われ、


　がしゃりっ、と。


　デューンは鎧を鳴らしてひざをつく。


「……ハンスよ……この私の負けだ……」


　ため息とともに、ハンスに向かってうなだれる。


「え？　え？」


　言われてとまどうハンスくんに向かって、デューンは悔かい恨こんの思いを語る。


「戦車チヤリオツトと馬は、この私の誇ほこりだった……だが、しばらく前にある剣士と戦い、魔ま力りよく剣けんの一撃を受けて、力の一部を失い……


　それを恥はじだと思ってしまった。


　なんとかせねばと思い悩なやみ……あとは魔ま道どう士し殿どのの指し摘てき通り、思いつきで酔よったハンスの鎧を取り込んだのだ……


　だが……無む欲よくなハンスの言葉でようやく気づいた。


　自分が姿形に固こ執しつして、どれほど恥はずべき行こう為いをしていたかということに。


　仲間の鎧を奪うばうなどという行為が、戦車チヤリオツトや馬を失う以上に恥ずべき事だと、なにゆえ今の今まで判わからなかったのか……


　ハンスよ。許せ。


　いや──どうか許して欲ほしい」


　言って頭を──じゃない、上体を下げる。


「そ……そんな！　デューンさん、あやまることなんてないよ！」


　わびを入れられ、かえってあわてるハンスくん。


　それを見ていたラハードは、首が落ちない程てい度どに小さくうなずき、


「ならば、ハンス──いや、ハンス殿の鎧はデューン殿に譲じよう渡と。そのかわりデューン殿は常つねにハンス殿の兜かぶとを連れ歩く。


　剣の宝石はリナ殿とナーガ殿に譲渡。


　こういうことで宜よろしいか」


「うん！　いいよ！」


　とハンスが即そく答とう。


「ハンス殿がそれでよいというなら、この私にとっても望ぼう外がいの幸い」


　デューンも不満が言えるはずもなく。そしてもちろん。


「ま、約束のものがちゃんともらえるなら」


「ふっ。確かに文もん句くはないわね」


　あたしとナーガもうなずいて。


　かくて。


　ハンスくんの体紛ふん失しつ事件は、なんとか丸くおさまったのだった。





　一人。そしてまた一人。


　霧の広場からデュラハンたちの姿が消えてゆく。


　最後に残った影かげは四つだけ。


　あたしとナーガとラハードと。


　そして、二頭立ての戦車チヤリオツトに乗った鎧姿。


　集会所にやって来た時と唯ゆい一いつ違ちがうのは、左に抱えるカブトがハンスくんのものだということだけ。


「……迷めい惑わくをかけたな」


　車上からあたしたちを見て、鎧姿はデューンの声で。


「ありがとう。助かったよ」


　と、カブトからはハンスの声。


「なんのなんの」


「ふっ。この白蛇サーペントのナーガと出会えた幸運に感かん謝しやすることねっ！」


　と、あたしたち。


　約束の宝石もちゃんともらったし、これで一いつ件けん落らく着ちやくである。


「……ところで、もとのデューンの頭ってどーなったの？」


　あたしの問いに、デューンが答える。


「二つの頭を抱えるというのもおかしな話だからな。この私の頭部は具現化させず、そのぶんで浮ういた力は細部の装そう飾しよくにまわした」


「……なるほど」


　言われてみれば、あちらこちらにちょっとした飾かざりやら何やらが増えている。


「ではな。さらばだ！」


　言うとデューンはたづなをふるい、戦車チヤリオツトを走らせて。


「うわー！　速い速い！」


　楽しげなハンスくんの声は、霧の奥へと消えてゆく。


「ならば私もこれで。町まで気をつけて帰るがいい」


　言い残し、ラハードの姿もかき消える。


　ラハードなりの礼なのか、霧は薄い光を放ったまま左右に分かれ、あたしたちを町へと導く道を作る。
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　結局のところ。


　あたしは、気づいていながら口にしなかった。誰だれも気づいてないみたいだし、言うといろいろまたもめそうな気がしたから。


　この一件。


　ハンスくんが譲ゆずったような形になってはいるものの、れーせーに考えて、鎧よろいもカブトもハンスくんのものだとすると、むしろハンスくんがデューンを乗り物として手に入れた形になるんじゃあないか、と。


　霧の夜よ道みちを行きながら、あたしはそのことにデューンがいつまでも気づかないよう、そっと心の中で祈いのるのだった──







（密みつ着ちやく！　死し霊りよう騎き士しの集つどい：完）





魔ま法ほうの老女プリンシア［前編］
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　騒さわぎは、評ひよう議ぎ長ちようが口を開くより先に起おきた。


　荒あらい足音、誰だれかの怒ど声せい。やがては何かの壊こわれる音。


「──まさか──」


　評議長の上げた声には驚おどろきと、そしてなぜか疲つかれの色がにじんでいた。


　旅の途と中ちゆうで立ち寄よった、わりと大きな街、マルサス・シティ。


　魔ま道どう士し協きよう会かいに顔を出すと、そこのマーク＝リッチャム評議長から相そう談だんがあると切り出され、最さい上じよう階かいにあるこの評議長室へと案内されたのだが──


　評議長は、としの頃ころなら四十半なかばといったところだろうか。金きん髪ぱつで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。濃のう紺こんのローブに身を包つつんだまじめそうなおっちゃんなのだが、今はその顔にもとまどいの色が濃こくにじんでいる。


「何です？」


　尋たずねるあたしに、しかし評議長は机つくえの向こうで困った顔のまま、


「む……何というか……」


　あいまいにつぶやき瞳ひとみを揺ゆらしながらも、状じよう況きようを確たしかめに席を立とうというそぶりはない。


　つまり──


　何が起きているのか知っていて、それをあたしに話すかどうか迷まよっている、ということか。


　突つっ込こんで聞いていいものかどうか、あたしがためらうそのうちに。


　近づく足音、開くドア。


「評議長！　ま──」


　飛び込んできた魔道士は、あたしの姿すがたを目にすると、言いかけていたことばを切った。


　対するリッチャム評議長の反はん応のうは、


「……わかっている……」


　と、ゆーうつなひとことだけ。


「どーゆーことです？」


　尋ねるあたしに、評議長はこちらに目を向けて、


「……隠かくしていても仕し方かたあるまい。


　今。当魔道士協会は、ある人物によって備び品ひんが奪うばわれようとしている」


「している……って、へーぜんとしてる場合じゃないでしょそれ！」


　思わず腰こしを浮うかすあたしに、しかし評議長は口く調ちようを変えずに淡たん々たんと、


「落ち着いてくれ。


　きみを呼よんだのは外ほかでもない、この件けんに関することだ。


　ただし。


　頼たのみたいのは奪われそうな備品を守ることではなく、奪われたものを取り返してもらうことなのだよ。リナ＝インバースくん」


　わけのわからぬ説せつ明めいに、なおも混こん乱らんするあたし。


　開あけ放はなたれたドアからは、いまだ騒ぎの音が響ひびいている。


「──ええっと──」


　何をどう問おうかあたしが迷っていると。


「そろそろだな」


　つぶやくと、評議長は腰を上げて歩きはじめる。


「では、済すまないがご一いつ緒しよしてもらおうかな、リナくん」


「……え……」


　わけのわからぬままながら、あたしはすなおについてゆく。


　騒ぎの音はいまだおさまっていないが──


「一人の少女がおった」


　開いたドアをくぐりつつ、背を向けたままリッチャム評議長は語る。


　後ろからこうして見ると、心しん労ろうからか何なのか、彼の金髪ブロンドにはけっこうしらがが交まじっている。


「シア＝プライムリント。


　わずか十と歳おにもならぬうち、呪じゆ文もんの基き礎そと応おう用ようを修しゆう得とくし、後にいくつもの研けん究きゆうを発表。


　称号の服デイグリー・ローブを授じゆ与よされ、天てん才さいの名をほしいままにした。


　そういう意い味みでは、リナくん、噂うわさで聞くきみと似にていると言えるだろう」


「そんな人がいるんですか」


　あたしと評議長、そして報ほう告こくに来た魔道士の三人は連つれ立って、下へと降おりる階かい段だんへ。


「うむ。


　実じつ績せきを重かさね名を上げた彼女は、ここ、マルサス・シティ魔道士協会を設せつ立りつした」


「……ってことは、むかしの人？」


　言いつつあたしはふと気づく。騒さわぎの音が消えたことに。


「昔むかし──と言えば昔か。ほかでもない、ここの先せん々せん代だいの評議長が彼女なのだ。


　一いつ線せんは退しりぞいたものの今もご健けん勝しようで、時々こうやって──」


　話すうちにもあたしたちは、協会の一階へとたどり着く。


　そこには──


　何人もの魔道士たちが、あるいは倒たおれ、あるいはぐったり座すわり込み、あるいは呆ぼう然ぜんと立ちつくし、玄げん関かんの方を眺ながめている。


　あちこちの扉とびらは開あけっ放ぱなしで、そこここに家か具ぐやら書しよやらがちらばっていた。


　あたりを荒あらした犯はん人にんの姿はすでにどこにもなくて。


　その光こう景けいに、評議長は深いため息ひとつつき、


「……こうやって、協会の備品をかっぱらいにいらっしゃる」


「はぁ!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


「かっぱらう……って……」


　評議長はどこか遠くを眺ながめたまま、沈ちん痛つうな声で、


「あの人にとってここの協会は、自分で作り上げた──良く言えば我わが子のようなものなのだろうな。


　だがそれゆえに、自分のものと思ってらっしゃるふしがあってな……


　評議長を引いん退たいされた今でも、ご自じ宅たくでさまざまな研究をされているようだが……時々今日のようにふらりと現あらわれては、隣となりの家に調ちよう味み料りようを借かりるような気き軽がるさで、高こう価かな魔道薬やら魔道書やらを持ってゆかれる。


　魔道書はしばらくたてば返されることもあるが……一部はそのままだし、魔道薬のたぐいに関しては返ってきたためしがない。


　私たちもむろんあの人には恩おんもあるし、頭の上がらん部分はあるのだが……


　さすがに度たび々たび協会の備品を持って行かれるというのは困るのだ」


「ちゃんと話せばいいじゃない」


「ちゃんと話したとも。ちゃんと聞いてはもらえんかったが」


　あきれるあたしに疲つかれた即そく答とう。


「……あー……


　つまり、話をしても、はいはいわかったから気にするな、とか言いながら同じ事をくり返す、とかいうパターン？」


　問いかけに、評議長はうなずいて、


「……そのパターンだ」


「やっぱし……」


　世の中に時々いる、注意をしても聞き流すタイプの人とゆーことか……


　評議長はまっ正面からあたしを見つめ、


「だからリナくん、私たちが本当に困っているということを示しめすため、きみの力を借かりたいのだ。


　私と一緒に元評議長の所に行き、今までに持っていったものを返してもらう交こう渉しように手を貸かしてほしいのだ」


「なるほど」


　説明に、あたしはようやく納なつ得とく行った。


　なぜ、奪うのを止めるのではなく、取り返すという依い頼らいなのか。


　もしもさっき。


　シアさんとかいうその人が何かを持って行こうとした時、あたしが出て行き、止めていれば、たぶん彼女は従したがっただろう。


　ただしそれは──協会の備品を持ち去るのが悪いと思ってのことではなく、あたしという外がい部ぶの人間にみっともないところを見られたくない、という理り由ゆうで。


　それでは何の解かい決けつにもならない。また日を置いて取りに来るという結けつ果かになるだけである。


　だからこそ。


　あたしという外部の者と評議長という内部の人とがいっしょになって、貸したものを返してくれと言いに行くことで、本当に困っているのだとアピールするのだ。


　ついでに言うと、あたしは魔道士ながら、ショルダーガードはつけてるわ腰にショート・ソードはぶら下げてるわ、と、戦う気まんまんの格かつ好こう。ハッタリをきかせるのには絶ぜつ好こうだろう。


　つまりあたしは、ただのつきそいみたいなもんである。


「そーゆーことでしたら、ご協力させてもらいます」


　あたしは言うと、気安くうなずいたのだった。





　バラの生いけ垣がき、小さな噴ふん水すい。まっ白い壁かべにツタが這はい、パステルグリーンのとんがり屋や根ねがおひさまの光を受けている。


　広い庭にわは手入れが行き届とどいており、緑の草花が陽ひにかがやいている。


　あたしを案あん内ないしたリッチャム評議長が足を止めたのは、そんな家の前だった。


　彼は一つ小さく息を吸すい、


「ここだ」


　と、ひとこと。


「え？」


　言われてあたしは眉まゆをひそめる。


　もと評議長の名前はたしか、シア＝プライムリント……だったはずだが。


　目の前にある家の門には、ハート型をしたピンクのネームプレートがかかっていて、丸っこくて黄色い文字で『プリンシア☆』と書いてある。


「……けどこれ、名前、違ちがいますよね」


　ネームプレートを指ゆびさして尋たずねるあたしに、評議長は視し線せんをそらし、


「……ニックネームだ……」


「にっくねーむ？」


　あー。『プ』ライム『リン』トで名前が『シア』だからプリンシアね。


　……って、ふつーそんなのを表には出さないだろうと思うのだが……


　──まさか──


　ひょっとして、ふつーじゃない人だったりしますか……？


　背せ筋すじを駆かけたイヤな予よ感かんに、あたしが身ぶるいしたその時。


「また来たのねマーク！」


　響ひびいたのは、なんか不ふ自し然ぜんに高い声！


　見ればいつの間に現れたのか、緑の屋根のその上に、すっくと立った影かげ一つ！


　赤いとんがり帽ぼう子しに赤マント！　ピンクのベストにフリフリつきの白いスカート！　それぞれのふちには金きん糸しのかざり縫ぬい！


　肩かたには白い小しよう動どう物ぶつ！　手にしたステッキはピンクと赤と黄！


　ただしその服を着てるのは、誰だれがどこからどー見ても、御おん歳とし六、七十のおばーちゃん！


　肩に乗せてる小動物も、すすけた毛玉にしか見えないし、髪かみの毛だって銀髪プラチナブロンドじゃなくてしらがだろソレ！


　………………ええっと………………


　あたしは、きしむ首スジねじ曲げて、評議長の方に目をやって、


「……何あの怪奇生物クリーチヤー……？」


　問といに評議長は、ついっ、と視線をそらしつつ、


「……だから……その……プライムリント元評議長……」


「……うわぁ……」


　協会のものを勝かつ手てに持ってっちゃうよーな人だから、問題のある人だとはわかっていたが……問題の方向性ベクトルが予想と違うとゆーかなんとゆーか……


　子供がこーゆー格好をしたなら、それはそれでかわいいだろうが……さすがにこれはキッツいものがある。


　こーなったら、とっとと用件を済ませて帰るのみ。


　あたしはヒジで、評議長をつんつんつついて、小さな声で、


「ほら。黙だまっててもしかたないんだし、話す話す」


　だが評議長は、


「え～……」


　と、小さく呻うめくのみ。


　まあ、苦にが手てな相手に口ごもる気持ちはよくわかる。


　たとえばあたしにしてみたって、もしも今から郷く里にの姉ねえちゃんに苦く情じようを言いに行かなければならない──なんて事じ態たいになったら、やっぱり口ごもる。……というかむしろ死を選えらぶかもしんない。


　かといって、このまま口ごもられっぱなしではこっちも困こまる。


　ならここは、あたしが話のきっかけを作るしかないか……


　あたしは屋根の上のソレを見上げて、


「……えーっと……シア＝プライムリントさんですよね？　元評議長の」


　あたしの呼びかけに、しかしソレは、左手をグーの形で口もとにあてて、


「違うもん」


　即そく答とう。


「……え？」


　ソレは右手のステッキくるくる回しつつ、両手をひろげて屋根の上でくるりとひと回り。


「そんな名前で呼ばれるのヤ。だいたい、元評議長、なんて可愛かわいくないし。


　あたしのことは、魔法の議長マジカルチエアープリンシア☆って呼んで」


　あたしはまたもや首スジきしませ、評議長に目をやって、


「評議長。」


「仕し方かたないじゃないか私が育てたわけでもないんだし」


　つぶやく彼は、ただずっと地じ面めんだけを見つめていて。


「ともかく、すねてないで用よう件けん言うっ！」


「……うううう……」


　などとあたしたちがやっていると。


「ははぁん！　わかったわよマーク！」


　プライムリント元評議長……いやもうプリンシアでいいや。ともあれその物ぶつ体たいは、ピンクのステッキでこちらを指すと、評議長をファーストネームで呼んで、


「さてはしょうこりもなく、あたしの持ってきたものを奪うばいに来たのねっ☆」


　持ってきたものを奪いに、て。どんな言いぐさだそれは。


　自じ覚かく皆かい無むの発言に──


「けどプリンシアちゃん、マークの横にいるのって誰だろう」


　何者かの声が続いた。


　──今──


　ピンク色した老ろう婆ばの肩で、毛玉が跳はねてたよーに見えたんですけど……


　あたしは首スジきしませ──


「聞かれる前に解かい説せつするが」


　今度はリッチャム評議長の方が先に口を開いた。


「肩にいるのはあの人が昔に創つくった人じん造ぞう生物だ。私が魔ま道どう士しになった時にはすでにいた。


　名前はたしか……トタトタ。見ての通り知ち能のうがあって人の言葉をしゃべる」


　説明に、あたしは思わず絶ぜつ句くした。


　あのサイズで会話できるほどの知能があって、しかも長ちよう寿じゆ!?


　どれほどの魔道知ち識しきと技ぎ術じゆつとがあれば、そんな人シ造ロ生モ物ノを創りうるのか。


　生物創造そちら方面にはそれほど詳くわしくないあたしでも、そんなものを創り上げたピンク老婆が、天才と呼ばれるにふさわしい能力ちからを持っていることはわかる。


　……ま、能力のムダ使い、とゆーフレーズが脳のう裏りに浮うかんだりはするわけだが……


「そっか！　わかった！」


　こちらの事じ情じようや倦けん怠たい感かんはおかまいなしに、プリンシアは声を上げる。


「さてはマークに雇やとわれた悪い魔法使いさんねっ！」


「よーし！　そういうことなら、こらしめちゃえプリンシアちゃん！」


　かすれた甲かん高だかい声であおり立てる怪生物トタトタ。


「うん！　いっくぞー！」


　プリンシアは右手のステッキを一度高たか々だかさし上げて、としの割わりには器き用ようにくるくる回しつつ、


「ラップルリップルプリンプル！」


　なんか、呪じゆ文もんに聞こえなくもない奇き声せいを上げて──
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　しばし沈ちん黙もく。


　そしてほどなく。


「ハート・スマッシュ♪」


　わけのわかんない声を上げ、手にしたステッキをぶんとひと振ふり。


　同時に生まれたハート型の光が、こちらにひよひよ飛んでくる。


　だが！


　脱だつ力りよくもののその行こう動どうに、あたしの本ほん能のうが警けい鐘しようを鳴ならす！


　これは──ひょっとして──!?


「よけてっ！」


　あたしは叫さけぶと隣となりのリッチャム評議長を突つき倒たおし、自身も大きく横へ跳とぶ！


　そこにハート型の光が届とどき──





　きゅづがぁぁぁん！





　爆ばく発はつした。


　紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散ちらし、門前の地面を灼やき焦こがす！


　身をかわしたおかげであたしは無む傷きず。


　評議長も、目ん玉ひんむき頰ほお引きつらせ、目の前のコゲた地面を眺ながめているが、ケガとかはなさそうである。


　今飛んできたハート型……あれは、あたしの見立てに間ま違ちがいがなければ火炎球フアイアー・ボール！


　あたしもよく使う攻こう撃げき呪文で、解とき放はなった光球が何かに接せつ触しよくしたとたん、破は裂れつし、火か炎えんをまき散らすというものである。


　プリンシアはその呪文にアレンジを加え、飛び来る光球をハート型にしたのである！


　そのぶん威い力りよくはかなり落ちてはいるようだが、だからといって甘あまく見ていいものではない。


　直ちよく前ぜんのわけのわかんない奇き声せいはもちろんダミー。あれを叫んだそのあとで、声を落として本当の呪文を唱となえていたのだ。


　馬ば鹿か馬鹿しい、と脱力していたら、身をかわすこともなく今のでやられていたかもしれない。


「よけられたよプリンシアちゃん！」


「うん。わかってる」


　あわてるトタトタのことばに答えて、ステッキをにぎりなおすプリンシア。


　あたしはあわてて評議長に、


「ち……ちょっと！　評議長！　腰こし抜ぬかしてないで何か言う！　説せつ得とく説得！」


「説得など無む理りだと見ればわかるだろう！


　何のためにきみに手助けを頼たのんだんだと思っているんだ!?」


「えっ!?　あたし話し合いの立たち会あい人にんじゃなくて実じつ力りよく行こう使し要よう員いんなのっ!?」


　プリンシアの動きから注意をそらさず、あたしたちは早はや口くちで会話の応おう酬しゆうをする。


「何だと思ってたんだっ!?」


「けどでも力ずくなら、協会に来たときに止めればよかったじゃない！」


「あんなところで暴あばれられたら被ひ害がいが大きくなるだろうがっ！」


「それかっ!?　止めるんじゃなくて取り返すって理由はっ！」


　確たしかに、ただの立会人にしては依い頼らい料りようが良かったなー、とはちょっぴり思ったけど。


「……まあいいわ」


　ともあれそーゆーことなら、言い合っていても仕方ない。あたしは屋根の上のプリンシアをにらんだままで、リッチャム評議長に言う。


「つまり早い話が、ちょっと困った元評議長を実力でとっちめろ、って解かい釈しやくでいいわけね」


「否ひ定ていはせんが、過ぎた無む茶ちやはやめてくれ。


　寝ね込こまれでもしたらこっちの寝ね覚ざめが悪いし、家ごと吹ふっ飛とばしたりすれば、取り返すものも取り返せん」


「努力はするけどあっち次し第だいね。じゃあ、ちょっと行ってくるからここにいて」


　言い捨すてて、あたしは門の中へとダッシュする！


　相手をなめる気はないが、負けるつもりはむろんない！　言ってはなんだが、相手は気こそ若いがお年とし寄より！　油ゆ断だんさえしなければなんとでもなるはずっ！


　ダッシュで家に近寄りながら、口の中で呪文を唱え──


　だがその時、プリンシアが右手のステッキを高々かかげて声を上げる！


「ラップルリップルプリンプル！　お花の妖よう精せいさん！　力を貸して！」


　と、たぶんこのあと、本当の呪文を小声で唱えて放つのだろうが、あたしが家にたどり着く方が早いはずっ！


　そう読んだ、しかしその時！


「危あぶない！」


　後ろから聞こえたのは、リッチャム評議長の声！


　視し界かいの端はし、左の方で一いつ瞬しゆん何かが動いた気がして、同時にあたしは反対側、右に大きく跳とんでいた！


　跳びつつ左に目をやれば、そこにはうごめく無む数すうのムチ！


　──いや──これは──


　バラの生いけ垣がき!?


　いくつもある緑の生け垣の一つがほぐれほどけて、トゲのついた無数のムチとなり、あたしをからめて取ろうと追いすがる！


　ちょっとびっくりしたが、ツタの届とどく範はん囲いから逃にげれば済むだけのこと！


　と。


「ラップルリップルプリンプル！　お花の精せい霊れいさん！　力を貸して！」
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　またまたプリンシアの奇声！　右手前方の生け垣がまたまたほぐれてムチとなり、あたしに向かって襲おそい来る！


　からめとられたところで死にはしないだろうが、トゲで痛い目を見るのはまっぴらごめんである！　それに、動きが止まったところに火炎球フアイアー・ボールでもぶち込まれたらタダでは済まない。


　仕方なくあたしは後ろに跳んで逃にげ──


「ラップルリップルプリンプル！　お花の精さん！　力を貸して！」


　逃げ行く先の生け垣がうごめく！


　だがこっちも、ただ逃げていただけではない！　唱えた呪文は完かん成せいしている！


　あたしはそれを、生け垣の一つに向かってぶっ放す！


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　ほぐれかけていた生け垣は、あたしの冷気呪文を受けて瞬しゆん時じに凍こおりつく！


「ああっ！　プリンシアちゃん！　お花さんがっ！」


「なんてひどいことをっ！　お花さんかわいそう……」


「やかましいっ！」


　落ち着ける場所で足を止め、あたしは、勝手なことをぬかすトタトタとプリンシアに向かって声をはり上げる。


「なーにが『お花さんかわいそう』よっ！


　バラか何かの植しよく物ぶつを、魔ま道どうで改かい造ぞうして番犬がわりに使ってるだけでしょっ！


　そっちの方がよっぽどかわいそーよっ！」


　言われてひるむプリンシア。


　やはりあたしの読み通りか。


　魔道にうとい人からは、魔術で草花を操あやつっているように見えたかもしれないが、もちろんあんなプルプル言っているだけの寝ね言ごとでそんな現げん象しようは起こらない。


　ならば植物自体が特とく殊しゆなのだ。


　あたしは屋根にいるピンク色の生き物を見上げ、


「そんなに自分の創つくった魔道植物がかわいいなら、あなたが直接あたしと戦えばいーじゃない！」


「罠わなだよプリンシアちゃん！　行っちゃあだめだ！」


「わかってるよトタトタ！　けどこのままじゃあお花さんが……あたし、やっぱりあの人と戦う！」


　こっちの挑ちよう発はつに、毛玉とピンクはなんか勝手にドラマを作りつつ、あたしをステッキで指して、


「行くよ悪い魔法使いさん！」


「誰が悪い魔法使いよっ！」


「だって名前知らないし！」


「リナよ！　リナ＝インバース！」


「──リナ……!?」


　こちらの名乗りに小さく息を呑のむプリンシア。どうやらあたしの噂うわさを耳にしたことはあるらしい。


　彼女は小さくうなずいて、


「じゃあ……行くよ！　すごく悪い魔法使いさん！」


　悪さランクアップしたっ!?


　だが今はツッコミを入れている場合ではない。あたしはすでに次の呪じゆ文もんを唱えはじめている。


「ラップルリップルプリンプル！　ふわふわ降りろ！　たあっ！」


　奇き声せいを上げて屋根を蹴けり、プリンシアが宙ちゆうに舞まう！


　飛び降りたっ!?


　もちろん奇声は奇声でしかない。あたしが脳のう裏りに描えがいたのは、次の刹せつ那なに地面に落ちてノビるプリンシアの姿。


　だが。


　ピンクの落ちゆく速さがゆるくなり、ふわり、とゆるやかに着ちやく地ちする！


　うそっ!?


　相あい手てのそばにはバラっぽい生け垣。こちらはうかつに突とつ進しんできない。


　仕方なくあたしはこの場にとどまったまま、呪文の完成を急ぎ──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　解き放ったのは十数条じようの冷気の矢！　これなら生け垣を凍らせて、うまくいけばプリンシアの動きを止めることもできる！　が！


「ラップルリップルプリンプル！　風よ守って！」


　寝言と同時に起きた突とつ風ぷうが、冷気の矢のことごとくを吹ふき飛ばす！


　ええっ!?


　突風の呪文──魔風デイム・ウインに似ているが、もちろんそれは、あんな妄もう言げんで発はつ動どうするものではない。


　あたしの動どう揺ようも消えぬうち。


「ラップルリップルプリンプル！　氷の雨よ降ふれ！」


　続く寝言に、プリンシアの目もく前ぜんに五、六本の冷気の矢が出しゆつ現げんする！


　今度は氷の矢フリーズ・アロー!?


　あきらかにありえない攻こう撃げきに、さしものあたしも動揺する。


「行っけぇ！」


　合あい図ずとともに解き放たれた冷気の矢から身をかわし、あたしは門の方へとダッシュ！


　そこに。


「ラップルリップルプリンプル！　足よ速くなれ！」


　奇声が響ひびき気け配はいが近づく！　目をやれば、半ば飛ぶように──いや、何かの術を使っているのだろう。実じつ際さいわずかに地面から宙に浮うき、猛もうスピードでこちらに向かい来るプリンシア！


　このままでは門を出るより先に追いつかれる！　ならばっ！


　あたしは腰こしのショート・ソードを引き抜ぬいた！


　見え見えの牽けん制せいだが、それでも警けい戒かいしないわけにはいかない。プリンシアはとたんに動きを止める。


　その間に、あたしは敷しき地ちから門の外へ！


「逃にげたよプリンシアちゃん！」


　後ろの方でトタトタの声。門の外で眺ながめていた評議長があたしに非ひ難なんのまなざしを向けて来るが──


「作戦を立てなおすわよっ！」


　言い捨てて駆かければ、評議長もあわててあとからついて来る。


　プリンシアは──当たり前だが、追いかけて来る様よう子すはない。


　かくて。


　あたしと魔法老女の第一回戦は、あたしの退たい却きやくという結果になったのだった……





　街の通りは平へい和わそのもの。活かつ気きにあふれて行き交かう人々。露ろ店てんの売り子の声が響いて。


　そう。まるで──


　同じ街に変なピンク老ろう婆ばが住んでいることなど知らぬかのように。


　あたしが足を止めたのは、プリンシアの家から離はなれた通りの端はしだった。


「……なんで……逃げる……!?」


　午後の喧けん噪そうの中、息を整ととのえたリッチャム評議長の口から最初に出たのは、予想通り非難のことば。


　対するあたしは迷わずに、


「次に勝つためよ」


　答えに評議長は目を丸くして、


「……勝てるのか!?」


「勝てる確かく率りつは上げられるわ。


　少なくとも、あのまま戦い続けるとマズかったことだけは確かく実じつね。なにしろあそこはしかけ満まん載さい、文字通り、プリンシアの庭なんだから」


　あたしのことばに、リッチャム評議長は複ふく雑ざつな表情で、


「あの、リナくん、その名前で呼ぶのは恥はずかしいのでやめて欲ほしいんだが……」


　おくめんもなく言うのに、あたしはため息ついて、


「……あのね……そのセリフ、プリンシア当人に言わないと意い味みないでしょ。


　もしも誰かがそれを、もっと以前にあの人に言ってれば、少なくともここまでヒドくはならなかったはずよ」


　指し摘てきに、評議長は困った顔で、


「いや、そんなこと言われてもな……


　なんでもあの方は、子供の時からあんな格好がお好きだったらしくてな。そのままずるずると……


　あの格好に無む理りがあるお歳としになられた頃ころには、まわりの人間はすでに全員、あの人に頭が上がらなくなっていたからな……


　それに、仮に誰かが注意したとしても、耳を貸してもらえたかどうかは疑ぎ問もんだ」


「……だからって何も言わないのもどーかとは思うけど……」


　とはいえ世の中には、正せい論ろんとか理り性せいということばとは、やや縁えん遠どおい方たちがいらっしゃることも事じ実じつである。


　言えば聞いてくれるというなら、あたしの自じ称しようライバルとかは、とっくの昔に真ま人にん間げんになっているはずだし。


　でもってプリンシアは、誰が見てもそのタイプ。


　評議長はあたしを見つめて、


「もしもあの方の鼻はなっ柱ばしらが折おれるようなことがあれば、あるいはお考えを改あらためてくださるかもしれん。


　いずれにしてもリナくん、きみにはあの方に勝ってもらわなくては困る。


　正直なところを聞かせてほしいのだが、勝しよう算さんはどれくらいある？」


「……んー……」


　問われてあたしは考える。


　プリンシアの家に、どんなしかけがどれくらいしてあるのかも問題だが、何より一番やっかいなのは──


「答える前に聞きたいんですけど評議長、プリンシアがわけのわかんない寝ね言ごとで術じゆつを発生させているのって、どうやってるのか、知ってます？」


　問いに彼は、予想通り左右に首を振ふり、


「いや。あれは私たちにとっても謎なぞなのだ。


　私を含ふくめ、協会の者も、あの現げん象しようを目にしたこともあるし、どうやったらあんなことができるのか、本人に直接聞いてみたこともあった。


　だが結けつ局きよく教えてもらえはしなかった。


　トタトタがかわりに呪じゆ文もんを唱えているんじゃあないか、などという冗じよう談だんのような説せつさえ出たことがあるが、それにしても矢や継つぎ早ばやすぎる。


　試ためしに、若い連れん中ちゆうに同じ格好をさせて同じ呪文を唱えさせてみたこともあったのだが……みんなが数日へこんだだけだった」


「……実じつ験けんさせたんだ……アレ……」


　それはなんとゆーか……実験とゆーよりイジメのよーな気もするけど……


　一見ふびんにしか見えないあの技わざだが、実はあれが大きな脅きよう威い。


　なにしろ、ふつーに呪文を唱えるよりも、圧あつ倒とう的てきに速いのだ。


　こちらが一発、攻こう撃げき呪文を放つうちに、プリンシアは同じような術を二度、三度と放つことができる。この差はさすがに無む視しできない。


　また、こっちが攻せめる側である以上、戦いに有ゆう利りな場所に相手をおびき出す、という手も使いにくい。


　たとえプリンシアの外出を待って、外でしかけたとしても、相手が屋や敷しきに逃げ帰れば意味はない。


　もちろん、屋敷ごと竜破斬ドラグ・スレイプで吹ふっ飛ばす、などという手が使えるはずもなく……


　単たん純じゆんな解かい決けつ策さくは、一いち応おうある。


　……正直、あまり気は進まないが……


　ここは迷っている場合ではないっ！


　あたしは決けつ然ぜんと顔を上げ、


「評議長。


　プリンシアがあの速さで術を発動させることができる──一番の問題はそこ。


　それをなんとかできれば、勝算はずっと上がるわけだけど……」


「できるのかね？　そんなことが」


「もちろん」


　評議長の問いにあたしは即そく答とう。


「発動が速いということは、手て数かずが多いということ。


　ならこっちも、手数を増やす──言い換かえれば、単純に人数を増やすことで補おぎなうことができるってこと。


　つまりは助すけっ人とね。


　ただ──


　そちらの協会の人は、プリンシアに苦手意い識しきがあったり、戦いが得とく意いでなかったりするだろうから、その任には不ふ適てき当とう。


　なら、外部から雇やとった方がいいんだけど……その分の依い頼らい料りようって、あたしの分とは別に追つい加かで出せます？」


　問いに、評議長は一いつ瞬しゆん考えてから、


「何十人も呼ばれれば困るが……数人程てい度どの助っ人で、妥だ当とうな額がくなら、なんとかしよう」


「……わかりました。なら──」


　あたしは一つうなずくと──やや気が進まぬながらも、ふところから数枚の銀ぎん貨かを取り出した。


　実を言うと。


　この街にやって来た時、あたしは遠とお目めに見かけたのだ。とっさに隠かくれたけど。


　その人物を、まさか自分の方から呼ぶことになろうとは──


　あたしは手にした銀貨を地面にほうり投げる。


　ちゃりちゃりぃん、と硬かたい音が響ひびき──


「ナーガ！　カムヒアー！」
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　はり上げた声の響きも消えぬうち。


「……っほっほっほっほっほっほっほ！」


　土つち煙けむりを上げ笑い轟とどろかせ、それはあたしたちの前に現れたのだった！







（魔法の老女プリンシア：つづくっ！）
















　次回予告





　は～いみんな！　今日のプリンシア☆の活かつ躍やく、見てくれたかな？


　なんと次回は！　あの、すご～く悪い魔法使いさんが、変な女の人を連つれてきて、もうタイヘン！


　トタトタ！　いっしょにがんばろうね！


　次回！　『魔法の老女プリンシア』後編！


　みんな！　おうえんしてね！


　ちなみにこんなこと書きながら、作者は今年で四十二歳だけど、みんな、引かずにおうえんしてね！（涙）




魔法の老女プリンシア［後編］













　あらすじ





　マルサス・シティの魔ま道どう士し協きよう会かい。


　そこのリッチャム評ひよう議ぎ長ちようからリナ＝インバースが受けた依い頼らいは、時とき々どき協会の備び品ひんを持ってゆく元評議長、シア＝プライムリントから備品を取り返すというものだった！


　引き受けたリナが、評議長とともに向かった先に待っていたのは、自らを魔法の議長マジカルチエアープリンシア☆と称しようする、ピンクの服に身を包つつみ、マスコット動物を肩かたに乗のせた一人の老ろう女じよ！


　どっ引きしながら戦うリナだが、屋や敷しきの庭に張はられたしかけと、ありえぬペースで放はなたれる呪じゆ文もんの数々に圧おされ、一いつ旦たん退たい却きやくする。


　そして、ピンク老女への対たい抗こう策さくに、リナが呼よび出した助すけっ人ととは──！
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　人は。


　理り解かいできぬものに出会った時、さまざまな反はん応のうを示しめす。


　叫さけび逃にげる者、失しつ神しんする者。あるいは立ち向かおうとする者。存そん在ざいを、意い識しきと記き憶おくから消そうとする者もいるだろう。


　そして評議長の反応は、


「何アレ？」


　の一言だった。


　わりと妥だ当とうな反応である。


　銀ぎん貨かが落ちたその音と、あたしの呼びかけとに応こたえ、やって来たのは言うまでもない。


　すっくと立ったその姿すがた！　長い黒くろ髪かみ黒マント、トゲトゲつきのショルダーガードに首からドクロのネックレス！　むやみに露ろ出しゆつの多い服！　お金で呼べば現あらわれる！　呼ばれなくても現れる！


　自じ称しようあたしのライバルこと、つきまとう風ふう評ひよう被ひ害がい、白蛇サーペントのナーガ！


　たしかに格かつ好こうのキツさは、魔法の老女といい勝負。


　評議長が、叫んで逃げたり石を投げたりしなかったのは、ひとえにプリンシアで慣なれていたからに違ちがいない。


　呆ぼう然ぜんたるリッチャム評議長のつぶやきに、あたしはきっぱり、揺ゆるがぬ答えを返してのけた。


「捨すて駒ごまです」


　と。


　銀貨拾ひろいに夢む中ちゆうになってたナーガの耳には届とどいてなかったみたいだけれど。


　拾った銀貨をふところにパクり、ひょいっ、とナーガは身を起おこし、ようやくあたしに気がつくと、


「あらリナ＝インバース！　こんな所で出会うとは偶ぐう然ぜんね！」


「……………………」


　あたしの隣となりでは評議長が、何やら複ふく雑ざつな表情でこちらに視し線せんを送って来る。何が言いたいのかは大だい体たいわかるが、あたしはかまわずナーガに向かって、


「あ。ナーガ、ちょーどよかった。


　ちょっとしたもうけ話があるんだけど、どう？　手を貸かすつもり、ない？」


　いたってナチュラルに言い放つ。


　ぴくりとふるえるナーガの肩かた。


　むろん言うまでもない。もうけ話、ということばに反応したのである。


　彼女はマントをひるがえし、胸をそらして手を腰こしに！


「ほーっほっほっほ！　あなたもずいぶんと運がいいわねっ！


　この白蛇サーペントのナーガ、ちょうど今、時間が少し空いていたところよ！　まあ、あなたが、どうしても、っていうのなら、手を貸してあげないこともないわよっ！」


　言い放つのにあたしはうなずき、


「オッケー。それじゃあ、くわしい話はこっちから」


　評議長を目でうながす。


　リッチャム評議長は、わずかにためらってはいたが──


「……実は……」


　それでもやがて覚かく悟ごを決めたか、あたしにしたのと同じ話を、ナーガにも語り始めたのだった。





　一同が足を止めたのは、メルヘンちっくな家の前。


　もちろん言うまでもない。あたしと評議長がさきほど訪おとずれ、一旦退ひいた、ピンク老女の家である。


　さきほどと違うのは、あたしの冷れい気き呪文のせいで、生いけ垣がきのいくつかがぐったりしおれていることと、こちらにナーガが加わっていること。


　ここからどーゆー手て順じゆんでいくかは、もちろん打ち合わせ済ずみである。


「なかなか悪くない家ね！」


　腰に手を当てあたりを見回し、ムダに傲ごう然ぜんと言い放つナーガ。


「……ナーガ、さっきも言ったけど、庭にあるバラの生け垣みたいなの、襲おそってくるから忘れないよーに」


「ふっ。わかっているわよっ！」


　釘くぎ刺さすあたしに応こたえるナーガ。


　などと話をするうちにも──


　天てん窓まどの一つが開き、そこから出てくるピンクの物ぶつ体たい！


「とう！」


　パステルグリーンの屋根の上、威い勢せいのいいかけ声のわりにはよたよたと身を起こし、手にしたピンクのステッキで、びっ！　とこちらの方を指す！


「またまたこりずに来たのねマーク！


　……って、また人が増えてるけど、たとえどんな相あい手てが来たって、このプリンシアは負っけないんだからっ！」


　あいかわらずのそのノリに、苦く沈ちん黙もくしたあたしと評議長の横で、ただナーガだけが呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　風の結けつ界かいを身にまとい、高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使って宙ちゆうに舞まう！


　いや待てその行こう動どう、事じ前ぜん打ち合わせにはありませんでしたよねっ!?


　ナーガはプリンシアを挑ちよう発はつしてか、わざわざ敷しき地ちを横切ってから、お隣となりの家の屋根へと着ちやく地ちした！


　庭はプリンシアの家の方が広いが、屋根の高さは隣りん家かが上。距きよ離りを置いて、ナーガがやや相手を見み下おろす格好になる。


　はげしくぶつかる二人の視線！


　ナーガはゆっくり腕うでを組み、胸をそらして、


「ほーっほっほっほ！　はじめてお目にかかるわ。


　あなたねっ！　魔法の議長マジカルチエアープリンシアとかいうのはっ！」


　言い放たれて身がまえるプリンシア。


「そういうあなたは誰だれっ!?」


「ふっ！　おぼえておくことね！　このわたしの名前はナーガ！　白蛇サーペントのナーガ！」


　ハマりまくりの名な乗のりに、ピンク老ろう婆ばの肩では毛玉がぴょんぴょん跳はねつつ、


「気をつけてプリンシアちゃん！　なんかあの人、いかにもライバルのいじわる魔ま女じよってかんじだよ！」


「わかってるよトタトタ！　あのひと……ただものじゃない……！」


　対たい峙じする二人の姿は、なぜだか妙みように絵になっていて。


　それがなんだかすごくイヤ。


　高みにて視線で火ひ花ばなを散ちらす両者を、あたしと評議長は眺ながめ見て。


「……というか……」


　あたしの方には目をやらず、評議長は隣でぽつりとつぶやいた。


「リナさんが助すけっ人とに呼んだあのナーガさんって……元評議長と芸げい風ふう一いつ緒しよですよね？」


　なにゆえいきなしですます口く調ちようか？


　問われてあたしも、評議長の方には一いつ切さい目をやらず、


「うん♪」


「『うん』じゃない『うん』じゃ！


　春風のように爽さわやかに答えんでくれっ！　どーなっちゃうんだコレ!?」


　ついに耐たえきれなくなったか、あたしに振ふり向き詰つめ寄よる評議長！


　……ふっ。このくらいで心乱みだすとは。まだまだ修しゆ行ぎようが足りない証しよう拠こ。


　対するあたしの心は風のない砂さ漠ばくのようにおだやかで。


　自分でも意い味み不ふ明めいの優ゆう越えつ感かんに浸ひたりつつ、ともあれあたしは、屋根の上にいる異い形ぎようどもを見やったまま、


「『毒どくをもって毒を制せいす』ってことばがあるでしょ？」


　的まとを射いた格かく言げんに、評議長は一いつ瞬しゆん沈黙してから、


「あるけど……この絵ヅラはむしろ、『毒を食らわば皿まで』って感じだが……」


　言われてあたしは、はじかれたように振り向いて、


「──！　それよっ！」


「『それよっ！』じゃないっ！　さらにダメになってどうするっ!?」


　そんなやりとりをするうちにも、上の方でも動きがあった。


　突とつ如じよ。


　ナーガが屋根に登った家で、犬がわんわん吠ほえはじめる！


　通りすがりのノラ犬か、はたまた飼かってた番犬か。番犬にしては反応が遅おそいが、犬とても、この事じ態たいを理り解かいするには少々時間が必ひつ要ようだったのだろう。


　ナーガは刹せつ那な高みから、自分に向かって吠える犬を睥へい睨げいすると、視線をプリンシアへと戻もどし、


「ふっ。どうやら邪じや魔まが入ったようね！


　けれど次に出会った時は……覚かく悟ごしておくのねっ！　ほーっほっほっほ！」


　言うと口の中で呪じゆ文もんを唱え、またまた高速飛行の術を使い、建たて物ものの向こうへと飛び去さってゆく。


　残されたプリンシアは、ナーガが消えた空を見つめて、


「白蛇サーペントのナーガ……一体……？」


　なんとゆーか、『謎なぞの敵てき出しゆつ現げん！　次はどうなる!?』みたいなポーズに浸っている。


　正気とは思えないピンク老ろう婆ばのそんな言げん動どうを、さらにあほみたいに地上で眺めるあたしと評議長。


　そうこうするうち。


　通りの向こうからまわり込んできたナーガは、あたしたちのそばで足を止め、腕うでで額ひたいの汗あせぬぐうと、さわやかな笑えみで、


「ふう。」


「『自分いい仕事しました』みたいな顔すんなぁぁぁっ！」





　ごがっ！





　その顔がん面めんにすかさず刺ささるあたしの靴くつ底ぞこ！


　ナーガは吹ふっ飛び二回ほど転がってから、即そく座ざにふたたび身を起こし、あたしにつかつか詰め寄りながら、


「何が不ふ満まんなのよ!?」


「どこに満足したのよ!?　むしろ!?」


　言い合うあたしとナーガの隣で、評議長がぽそりと、


「依い頼らい料りよう、減へらしていいよね」


『だめです。』


　あたしとナーガ、二人の声と心が一つに重なる。


「いい？　打ち合わせ通り行くわよナーガ」


「ふっ！　わかってるわよリナ！」


　二人でがっちり手と手を交差クロス。


「──プリンシア！」


　あたしは、いまだ屋根の上にいるピンク老婆に声をかける。


　相手が振り向き応こたえるのを待たず、


「この街の魔ま道どう士し協きよう会かいは、あなたが創つくったようなもんだとは聞くわ！


　あなたが協会を自分の家みたいに思ってるんだろうってことも、理解できないわけじゃない！


　けど！　だからって！


　協会のものを私し物ぶつ化かしていいっていう法はないわっ！


　いろんな備び品ひんを持ち出されて、協会の人たちは本気で困ってるのよ！


　今日はそうやって持っていったモノもろもろ、全部まとめてきっちり返してもらうわよっ！」


　呼びかけに、屋根にいるピンクは頰ほおをふくらませ、


「人をわるものみたいに言わないで！」


「悪者でしょーがきっぱりとっ！」


　自じ覚かく皆かい無むのセリフに一いち応おうあたしはツッコミを入れる。


　とはいえむろん、それくらいで自分のやらかしたことを自覚できるなら、こんなふうにはなってない。


「とにもかくにも行くわよナーガっ！」


「ふっ！　わかったわ！」


　言って二人は門から庭へと踏ふみ入った。


　ゆっくりと歩み行きながら呪文を唱え、


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　例の、バラの生いけ垣がきに見せかけた魔道植しよく物ぶつを片かたっ端ぱしから凍こおらせてゆく！


　さすがにあわてるプリンシア。


「お花さんにひどいことしないでっ！


　あたしが相手になってあげるっ！


　ラップルリップルプリンプル！　ふわふわ降おりろ！」


　前回と同じく、呪文だか寝ね言ごとだかを唱えて屋根からジャンプ！　マントやスカートふわふわなびかせ、ゆっくりすとんと着地した！


　その現実を目まの当あたりにして、ナーガは眉まゆをはね上げて、


「話を聞いてはいたけど、本当に呪文詠えい唱しようなしで術を使ってるわね」


「そーゆーことっ！　どーやってるかは知らないけど……


　ともかく打ち合わせ通りでいくわよっ！」


　呪文を唱えて身み構がまえるあたしとナーガ！


　プリンシアはそれに対たい峙じして、


「ラップルリップルプリンプル！　もう一回足よ速くなれ！」


　言うとわずかに宙ちゆうに浮うき、そのままこちらに向かって猛もう加か速そく！


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　プリンシアに向かってナーガは冷気の術じゆつを解とき放つ！


　風の防ぼう御ぎよを張はるか──とも思ったが、プリンシアは虚こ空くうに風のシュプール描えがき、優ゆう雅がとすら呼べる動きでそのことごとくを回かい避ひしてのける！


　うわ！　理り不ふ尽じんに反はん射しや速そく度ど高いっ！


　しかぁぁぁしっ！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　ぐばあぁぁぁんっ！


　あたしは唱えた攻こう撃げき呪文をぶっ放す！


　放った光球が何かにぶつかると紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散ちらす、かなり凶きよう悪あくな攻撃呪文！


　だがそれであたしが狙ねらったのはプリンシアではなく、凍り付かせた生け垣の一つ！


　氷が熱で一いつ気きに溶とけて蒸じよう発はつし、爆ばく煙えんと蒸じよう気きが視界を極きよく端たんに悪くする。


　この状じよう態たいのままではむやみにスピードは出せまい。


　あたしは続けて呪文を唱え、身を低くして庭を駆かけ──


「プリンシアちゃん気をつけて！」


「えぇいっ！　こっのくらいっ☆」


　そんな中、魑ち魅み魍もう魎りようたちの声がする。ピンクじみたかすかな影かげは、多少スピードを落としつつも、


「ラップルリップルプリンプル！　風よ吹ふいてっ！」


　寝言に応えて突とつ風ぷうが吹き、煙けむりと蒸気を吹き散らす！


　これで視界はだいぶ晴れたが、まだ完全ではない。


　そこに。


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　ナーガが次の呪文を放つ！


　飛び来る光球をプリンシアはやすやすとかわして──


　結けつ果か。


　思った通り、あたしが身をひそめた生け垣のそばを通つう過かする！


　今だっ！


　あたしは飛び出し、プリンシアに向かって手を伸のばす！　相手は気づいてあわてて身をかわそうとする！　大きく伸ばしたあたしの指は──しかしわずかに届かない！


　だが、これでいい！


　瞬しゆん間かん、


「魔風デイム・ウインっ！」


　唱えた術をあたしは放つ！


　単たんなる強風の術である。軽いモノなら吹っ飛ばせるが──あたしが狙ったのはそれではない！


　ぶごうっ！


　あたしとプリンシアの間、そこで突然風が荒あれ狂くるう！


　あたしはとっさに身を引き飛び退のき──





　ぼばんっ！





　音を立てて風が破は裂れつした！


「うわっ!?」「きゃんっ!?」


　響ひびく怪生物トタトタと妖怪老女プリンシアの声！　ひっくり返ったプリンシアのスカートがめくれ、その中に白いモノがちらりと見えて、あたしは思わず目をそらす。
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「……くっ……術の相そう互ご干かん渉しよう……!?」


　身を起こし吐はき捨すてたプリンシアの声には、さきほどまでの余よ裕ゆうはなかった。


　そう。あたしの狙いはまさにそれ。


　プリンシアがどーやって呪文省しよう略りやくをしているのかはわからないが、宙に浮いての移い動どうについては、風の呪じゆ文もんを使っていることに間ま違ちがいない。


　ゆえに。


　術の効こう果か範はん囲いに飛び込んで、同じ風の術を使ってやれば、干渉力が弱い方が負けるか、今のように呪文同士が相互干渉を起こして変なことになるか。


　いずれにしろ、相手の足を止めることができる、と踏んだのである。


「プリンシアちゃん！　この人たち手ごわいよ！」


「わかってる！」


　トタトタとプリンシアは、油ゆ断だんなくあたしとナーガに目をやると、ステッキをふり上げて──


　その時。


　リッチャム評議長の悲ひ鳴めいは、プリンシアの家の方から響ひびいた！


　はじかれたようにそちらをふり向く、プリンシアとトタトタ！


「マークの声!?」


「家の方からだよプリンシアちゃん！」


　しまった！　気づかれた！


　あたしが立てた作戦は、ただの力押おしではない。


　あたしとナーガがプリンシアと戦い気を引き、その間にリッチャム評議長がまわり込んで家に侵しん入にゆう。今までに奪うばわれたもろもろのモノを取り返す──


　そういう計画だったのだ。


　さきほど火炎球フアイアー・ボールで視界を狭せばめたのは、プリンシアの足を鈍にぶらせるとともに、評議長の動きを摑つかまれにくくする、という意味もあったのだ。


　評議長は、家への侵入には成功したようだが、悲鳴が起きたということは──


　あたしはその場できびすを返し、家を目ざして走り出す！


「行かせないからっ！」


　プリンシアもきびすを返して──


「うしろっ！」


　肩かたのトタトタが叫さけぶと同時に、プリンシアの体が左に吹ふっ飛ぶ！


　わずかに遅おくれてその空間を、ナーガの放った冷気呪文が貫つらぬき通る！


「ふっ！　この白蛇サーペントのナーガに背を向けるとはいい度ど胸きようねっ！


　しかぁぁぁしっ！　それをこのわたしが見み逃のがすと思ったらおーまちがいよっ！」


「くっ……！」


「プリンシアちゃん！　家が──！」


「わかってる！　けど──！」


　人じん外がいどものそんな会話を背中に聞きつつ、あたしはプリンシアの家を目ざしてひた走るのだった。





　玄げん関かんのドアは開いていた。


　もともとカギがかかってなかったのか、あるいは評議長が開けたのか。


　とにもかくにも入った先は吹き抜ぬけの小さなホール。そこから左右と正面に廊ろう下かが続いており、あちこちの窓からさし込む光が建たて物ものの中を照てらしている。


　評議長の呻うめきは正面の廊下から。そちらに進めば、廊下に面めんした小さなドアが、開きっぱなしなのがすぐにわかった。


　ドアの向こうは地下への階かい段だん。幾いく重えにも折おれて下りゆくその先から、薄うすい魔ま力りよくの明かりが見える。おそらくは、評議長が下りる時に使ったのだろう。


　這はい昇のぼり来るよどんだ空気に、薬品くさいにおいが混まじっていた。


　地下の研究室か、あるいは薬品などの保ほ管かん庫こか。


　階段を下りると通つう路ろがあって、向かい合わせに二枚のドア。うち片方が開きっぱなしになっており、そこから漏もれる呻き声。


　中を覗のぞけば薄暗い部屋。引き戸のついた棚たながずらりと並んでおり、うち一つの前。


　崩くずれた白いボールに埋うまり、倒たおれて呻く評議長！


　あたしはあわてて駆かけ寄ると、


「ちょっと!?　だいじょーぶ!?」


「う……う……リナく……ん……何か……崩れて……」


　顔を上げ呻く評議長。


　あたしは上のをどかそうと、ボールの山に手を伸のばし──


「………………え……？」


　眉まゆをひそめて固まった。


　ボールだと思っていたそれは──


　……そういう……ことか……


　あたしが全すべてを理り解かいした、その時。


　……づどぉぉぉん……のひゃぁぁぁ……


　遠くで爆ばく音おんとナーガの悲鳴。


　どうやらプリンシアがナーガを倒したようである。


　ならばすぐ、プリンシアはここにやって来るだろう。


　それならっ！


「評議長！　がんばって自力で起きて来てくださいねっ！」


「……えー……？」


　評議長の不満の呻きを聞き流し、あたしはきびすを返すと、階段を地上に向かって駆け上がる！


　ドアをくぐって廊下へと出て。そこから先に目をやれば、大きく開いた玄関ドア。外から漏れ入る光を背にして、佇たたずむピンクの影かげ一つ！


　魔法の老女プリンシア！


　相手が口を開くより早く。


「狭せまい場所で戦うのはシュミじゃないわ」


　と、あたし。


「表でやりましょ」


　プリンシアはしばし、探さぐるようなまなざしをあたしの方へと向けていたが、


「……わかった」


　きびすを返して歩き出す。


　あとに続いてあたしも進む。


　玄関をくぐって外に出たところであたしはぴたりと足を止め、気け配はいを察さつしてプリンシアはふり返る。


　その後ろ、緑まぶしくかがやく庭は、凍こおった生いけ垣がきやコゲたナーガで、かなり見た目が台だい無なしになっていたりする。


「──生き物の性せい質しつって知ってるわよね？」


　あたしの問いにプリンシアは無む言ごん。しかしあたしはかまわずに、


「一いつ般ぱん的てきに、ちっちゃな生き物はすばしっこいけれど寿じゆ命みようが短く、おっきなのはその逆ぎやくっていうのが普ふ通つう。


　けどあたしは評議長から、トタトタが、すっごく長生きをしているって聞いて、びっくりしたの。


　小型だけれど長生きで、人のことばまでしゃべる。


　そんな生き物を本当に創つくり出したんだったらすごいな、って思って。


　本当に創り出したなら、だけど」


　プリンシアは口を開かない。肩に乗のったトタトタも。


「……あなたの呪じゆ文もん省略、評議長たちも、どうやっているのかわからない、って言ってたわ。話によると、トタトタが呪文を唱えてるんじゃないか、なんて冗じよう談だんまで飛びだしたこともあるとか。


　それにしたって呪文を唱えるのが早すぎるから、ってことで、笑い話になってたみたいだけど。


　惜おしいわよねー。


　あとちょっとで正せい解かいだったのに」


　相手は唇くちびる嚙かみしめ、無言。


　反はん論ろんできるはずもないのだ。


　あたしの手に、これがある限り。


「ま、あたしだって、これを見なけりゃ気づかなかったかもしんないけど」


　と、右手に摑つかんだそれをプリンシアの方へとさし出した。


　地下室で評議長を埋うめていた、白いボール──の、ようなもの。
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　だがそのボールには毛が生はえて、閉とざされてはいるが、目と口までがついている。


　それはどこからどう見ても。


　トタトタそのものだった。


　そう。


「トタトタは一匹ぴきだけじゃあなかったのよ。


　あなたの肩でかけあい漫まん才ざいをやるトタトタの他ほかにも、呪文を使えるトタトタが何匹も何匹もいて、あなたは常つねにそれを、服のどこかに仕し込こんでおいた」


　さきほど、強風でプリンシアが吹ふっ飛んだ時、スカートの中にちらりとかいま見えた白いものは、決して老女のパンチラなどではなく、服の死し角かくに隠かくした無む数すうのトタトタだったのだ。


　思わず目をそらしたせいで、正体を確かめることはできなかったが。


「肩にいる以外のトタトタは、それぞれ呪文を唱えておいて──術を発はつ動どうさせる寸すん前ぜんで止めておく。


　あなたの唱えたキーワードでいつでも術を発動させられるようにしておいて、ね」


　あの、リップルラップルなんとかとゆー寝ね言ごとは呪文ではなく、自分が創った魔道生物に何かの行こう動どうを起こさせるためのキーワードだったのだ。


　ふわふわ落ちろ、と続けば、浮遊レビテーシヨンの術を唱えていた隠れトタトタが即そく座ざに術を発動させる──というふうに。


　トタトタと呼ばれるものが一体全部で何匹いるのかは知らないが、昔から、何度も代だい替がわりを繰くり返しつつ、プリンシアのそばに常つねにいたのだろう。


　評議長たちはそれを、ただ一匹のトタトタだと思い込んでいたのである。


「さらに想像するなら。


　高速移い動どう時の機き動どうと回かい避ひ、いくらなんでも鋭するどすぎるわ。


　ひょっとしてそっちの方も、トタトタがコントロールしてるんじゃないの？


　さっきも言ったように、小さい生き物の方がすばしっこい──反射と機動には長たけてるわけだし」


「……トタトタたちを見つけただけで、よくそこまでわかるわね……」


　プリンシアが漏らしたことばは、あたしの仮か説せつが正解なのだと告げていた。


「あなた、生け垣に見せた魔ま道どう植物にあたしを襲おそわせたじゃない。


　生け垣はあなたの呼びかけに合わせて一つずつ活動していた。でもってあなたの呼びかけは、少しずつだけど、いちいち内容が違ちがっていた。


　花の、まではいっしょでも、そのあとが、妖よう精せいさん、になってたり、精せい霊れいさん、になってたり。


　それで想像したのよ。あれは、呪文じゃなくてキーワードじゃないか、って。


　それぞれの生け垣に違うキーワードがあって、あなたがそれを唱えれば、対たい応おうする生け垣が活動を開始する。


　たぶんそんな仕し掛かけだろうな、って。


　それさえわかれば──


　トタトタがいっぱいいることを知れば、同じようなもんだろうな、って想像するのは難むずかしくないわ」


　プリンシアとしてはおそらく、ハッタリはかませながらも、なるべく手の内を見せたくなかったはずである。


　ゆえに、はじめてあたしが来た時は、自分で呪文を唱えたハート型火炎球フアイアー・ボールをぶちかましたのだ。


　それでもこちらがひるまずに、結果として仕し方かたなく、生け垣、トタトタと、少しずつ手の内を見せるハメになったのだ。


「……リナ＝インバース……噂うわさには聞いていたけれど……」


　プリンシアは、ステッキをあたしの方に向けて、


「想像していた以上にやるわね……


　むかし、ピンクの称号の服デイグリー・ローブをもらったって聞いて、ちょっぴりあたしに似てるかも、とは思ったけど……」


「似てません。」


　そこだけは、きっぱし否ひ定ていしたいと思う。


「あなたには、あたしのライバル魔ま女じよっ子ことしての資し格かくじゅうぶんだよっ！」


「いいですそんな資格。」


　さらにあたしは拒きよ否ひしてみる。


　……相手がこっちの意見なんて、聞いているかどーかは知らないが。


　彼女はあたしを見つめる瞳ひとみに闘とう志しを燃やして、


「けど！


　トタトタのことを見み破やぶったくらいで勝ったと思ってるんじゃないでしょね!?」


「もちろん──思ってないわよ」


　と、肩かたをすくめてあたし。


　しかけがわかったからといって、プリンシアとトタトタたちが術を放つペースを遅おそくできるわけではない。


　あたしはまっすぐ前を見て、


「トタトタのしかけを見破ったことなんかじゃなくて。


　あなたの気を引いたのがあたしの勝しよう因いん」


　宣せん言げんに。


「──しまっ……！」


　気づいたプリンシアが振ふり返るより早く。


「氷の矢フリーズ・アローっ！」


　こかきぃぃぃんっ！


　復ふつ活かつしたナーガが放った冷気呪じゆ文もんは、ピンク老ろう婆ばを肩の怪かい生物ごと氷づけにしたのだった。





　戦いは終わった。


　そう。戦いそのものは。


　だがそれで、すべてが解かい決けつしたわけではない。


　家のホールには人ひと影かげ四つ。


　あたしとナーガ。助け出された評議長と、ふん縛じばったプリンシア。


　……ちなみに、プリンシアが体じゅうに隠かくしていたトタトタたちはすべて取り上げ、地下の部屋に閉じこめておいた。


　余よ談だんだが、なんでも評議長が埋うまっていたのがトタトタの保管部屋になっており、あの棚たなはトタトタたちを冬とう眠みん保ほ存ぞんするための魔道装そう置ちになっていたとか。


　さまざまな謎なぞは一応解とけたものの──


「魔道薬は返せない──と？」


　引きつった顔でつぶやく評議長に、プリンシアは、ぷいっ、とそっぽを向いて、


「だって。トタトタたちを創つくるのに使っちゃったんだもん」


　しばしの沈ちん黙もくが落ちた後。


　……はぁぁぁぁ……


　あきらめ顔でため息をついたのもまた、評議長だった。


「……まあ……正直なところを言うと、ある程てい度ど覚かく悟ごはしていましたが。


　魔道薬を持って行くということは、何かに使うということだったんでしょうから。


　ともかく。


　魔道書の方は協会に持ち帰らせてもらいます。


　あと、これからは、協会の備び品ひんを勝かつ手てに持ち出さないようお願いしますよ」


「ヤ。」


　即そく答とう。


　そう。


　一番の問題はこれだった。


　ここでプリンシアを拘こう束そくしても、また同じことを繰くり返すなら、結局は一時しのぎにしかならない。


　……しかたないなぁ……


　あたしはこっそりため息をつく。


　ほうっておけば、いつまでたってもプリンシアと評議長は不ふ毛もうな言い合いを続けるだろう。


　説せつ得とくは依い頼らいには入っていないが……ムダな言い合いにえんえんとつき合わされるよりマシだろう。


「──ちょっと待った」


　持ち出すな、ヤだ、の応おう酬しゆうをはじめた二人に割わって入り。


「つまりプリンシア。


　あなたはそのライフスタイルを貫つらぬきたい。


　そのためにはどうしてもトタトタたちが必ひつ要ようだし、定てい期き的てきに魔道薬も必要になる。


　そういうことね？」


「うん」


　こっくりうなずくプリンシア。


　個人的には、そのピンクのライフスタイルもやめてもらいたいのだが、そこを説得してもムダだとゆーのは、ナーガとしばらくつき合っていればわかること。


「なら、こういうのはどう？


　ここの魔道士協会とプリンシアとで、共きよう同どう研究って形にすれば？」


『共同研究!?』


　声をハモらせるプリンシアと評議長。


　あたしはうなずき、


「そ。


　協会は、研究に必要な備品のいくらかを無む償しようでプリンシアに提てい供きようする。


　そのかわりプリンシアは、これまでの研究で培つちかってきたもののうち未発表の資し料りようやノウハウもろもろを、ここの魔道士協会との共同研究、という形で、協会に譲ゆずる」


「……まあ、それならこちらは──」


「えー」


　評議長のことばを、しかしプリンシアの方はふくれっつらで遮さえぎって、


「なんであたしがそんなことしなくちゃいけないの？」


　と、この反応は予よ測そく済ずみ。


　なにしろ彼女は、ここの魔道士協会を自分のものだと思っているふしがあるのだから。


　しかし、ゆえにこそ逆に──


「そこは考えようね」


　あたしは気き楽らくな口調で言う。


「あなたにとって用よう済ずみになった資料とかを家の中に抱かかえ込んでジャマになるのと、倉そう庫こだと思って協会に預あずけてそのぶん家を広く使って、なおかつ協会の人たちに感かん謝しやされた上に、気持ちよく魔道薬なんかを提供してもらえるのと、どっちがいいと思う？」


　問いにプリンシアは、何度かぱちくりまばたきすると、


「……そう考えると悪くないかも……」


　そのつぶやきこそが。


　本当の意味で事件の終わりを告げるものだった。





　こうして。


　マルサス・シティ魔道士協会をムダに騒さわがせたピンク老女の事件は、なんとか解決を見たのだった。


　あたしとナーガは無ぶ事じに依い頼らい料りようをもらい、メシ屋で夕食のテーブルを囲かこみ──


「けど変なお婆ばあさんだったわね」


　ごすっ。


　料理の注ちゆう文もんを終え、テーブルの向かいについたナーガの漏もらすつぶやきに、あたしは思わず突つっ伏ぷした。


「……いや……あの……ナーガ……？」


　お前が言うか？


　なんとか身を起こし、つぶやくのに、ナーガはきょとんっ、と、


「何よリナ？」


　あたしは引きつった笑えみ浮うかべ、


「……いや……けどナーガ、あんた歳とし取ったら絶ぜつ対たいあんなふーになるわよ」


　びつん。


　テーブルの向こうで何かがキれる音。


「……ふっ……そうかしら？　わたしはそうは思わないわね。


　むしろピンク色のローブとかもらっていい気になってる子供の方が、将しよう来らいああなるんじゃないかしら!?」


　ぶづっち。


　額ひたいのあたりで変な音。
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　あたしはナーガをにらみつけ、


「……ほほぉう……それは、あたしにケンカを売ってる、ってこと……？」


「ふっ……カン違ちがいしないでよねリナ＝インバース。先にケンカを売ったのはどっちかしら？」


　二人の視線が散ちらす火花が温度を上げて。


　かくて。


　マルサス・シティの夕ゆう暮ぐれに。攻こう撃げき呪じゆ文もんの花が咲さく。







（魔法の老女プリンシア：おわり）





スレイヤーズすぺりおぉる



指さしコンフォータブル








　夜よの朧おぼろな満まん月げつが、丘おかに佇たたずむ枯かれ木の梢こずえにさしかかる頃ころ。


　あたしはついに捜さがす相手を見つけたのだった。


　朽くちて碑ひ名めいも読めなくなった墓ぼ石せきの陰かげに身を隠かくし、口の中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　月を背せに、丘に佇む黒こく影えいは、首のない馬に牽ひかれた戦車チヤリオツト。車う上えに佇む孤こ独どくな影かげは、夜風の色をしたマントを纏まとう、鋼はがねの鎧よろいの騎き士し姿すがた。


　それは決して生せい者じやではありえない。カブトを左の小こ脇わきに抱かかえ、だがその中なか身み、頭のあるべき肩かたの上には何もなく。


　──死霊騎士デユラハン。


　この世に未み練れんを残した騎士は死し霊りようとなり、自みずからの首を抱えて、生者を指ゆびさし死を宣せん告こくするデュラハンとなる──と言われている。


　死の宣告の呪のろいから逃のがれる手しゆ段だんはいくつかあるが、人々がよく選ぶのは一番わかりやすい方法。


　すなわち、呪いの源みなもととなるデュラハンそのものを倒たおして呪いを消しよう滅めつさせる。


　そう。あたしがこうして退たい治じのために雇やとわれたように。


　最さい近きん、ここラミーの町では、夜な夜なデュラハンが現れて、行いき会あう人ひと々びとを指さして回るという事じ件けんが起きていた。


　もちろん町には警けい備び兵へいたちもいるのだが、普ふ通つうの武ぶ器きではデュラハンを倒すことなどできはしない。


　別の街にいる領主ロードに事件のことを報ほう告こくし、助けを求めてはいるのだが、対たい応おうどころか返事もいまだなしのつぶて。


　デュラハンの出しゆつ現げんからひと月近くがたっており、もう少したてば呪いが効きいて、人ひと死じにが出はじめることになる。


　そんな折おり、たまたま町を訪おとずれた旅の美少女魔ま道どう士し──すなわちこのあたし、リナ＝インバースにデュラハン退たい治じの依い頼らいが来たのは、当とう然ぜんといえば当然だろう。


　事じ情じようを知れば、さすがに断ことわるわけにもいかず。


　依頼を引き受け、何なん日にちか夜の町を探たん索さくし。


　そして今日。


　あたしはついに、町はずれにあるこの墓ぼ地ちで、倒すべき相手を見つけた、というわけである。


　勝しよう算さんは十分。ふつーの武器は効きかないデュラハンを滅ほろぼす術も、あたしはいくつも知っている。


　なおかつ、仮かりにあたしが指さされたところで、死の呪いに即そつ効こう性せいはない。だいたいは呪われてからひと月後くらいで死に至いたるとか。つまりは即そく座ざに攻こう撃げき呪文で相手をぶち倒せばその場で呪いも消滅するわけである。


　とはいえ、指さされて即逃にげられたりするとめんどうなことになるのは事じ実じつ。


　よってここは、向こうがこちらに気づく前に、先制攻撃で一いち撃げき必ひつ殺さつ！


　隠れて呪文を紡つむぎゆき──


　だがそれが完成するより早く！


「──誰だれだ。そこにいるのは」


　夜に響ひびいた重い声。それは間ま違ちがいなく、丘に佇む死したる騎士の発はつしたもの！


　ちっ！　気づかれたかっ！


　なら仕方ない。口の中で呪文の詠えい唱しようは続けつつ、あたしはおびえた表情を作ってみせて、墓石の陰から顔だけを出す。


　逃にげ遅おくれた被ひ害がい者しやを装よそおって油ゆ断だんを誘さそう策さくだが──


「あれ？　ひょっとしてリナさん？」


　しかしその時。


　上がったのんきな第だい三さんの声は、聞きおぼえのあるものだった。


　この声は──


「ハンス!?」


　あたしは思わず呪文を中断し、声の主ぬしの名を呼び立ち上がっていた。


　──しばらく前。


　あたしは、カブトだけとなったデュラハンのハンスくんから、なくしてしまった体を捜してほしい、という奇き妙みような依頼を受けたことがあった。


　彼は実体のある鎧よろいとカブトに憑ひよう依いしたタイプのデュラハンで、あれこれ調べているうちに、体は仲間のデュラハン、デューンがこっそりパクっていたことが判はん明めい。いろいろあったが結局のところ、体そこはハンスとデューンで共きよう有ゆうする、という所に落ち着いた。


　思い起こせば、最初の誰すい何かの声もデューンの声に間違いはなく。


「ハンス……と、デューン、なの？」


「おひさしぶり」


「以前は世せ話わになったな」


　二人は順じゆんにあいさつをして。


　──けどそうすると──


　最近このあたり一いつ帯たいをおびやかしているデュラハンというのはまさか……


「しかしこんな夜や分ぶん、そんな所に身を潜ひそめていたということは──」


　思い浮うかんだヤな可能性を、あたしが問といただすより先に、デューンの方が語りかけてくる。


「リナ殿どのの目的も、このあたりに出しゆつ没ぼつするデュラハンか」


「も？」


　気になる言い方に眉まゆをひそめた。


「つまり──


　あんたたちとは別のデュラハンがいて、あんたたちもそいつを探してる、ってこと？」


「うん。そうだよ」


　と気き楽らくにハンスくん。


　なるほど。一いつ瞬しゆん、最さい悪あくの可か能のう性せい──あたりを荒あらしているのがデューンとハンス、というのも脳のう裏りに浮かんだのだが、どうやらそういうことではないらしい。


　けど、二人がその別のデュラハンを探している、となれば、それはそれでちょっとややこしいことになるかもしれない。


「……で？　そのデュラハンを見つけてどうするつもり？」


　硬かたい口ぶりで問うあたしに、デューンは苦く笑しようの響ひびきを交まじえつつ、


「そう構かまえるな。


　そいつがこのあたりで、人を指さして回っているのは知っているが、私……いや、私たちはそれに荷か担たんするつもりはない。


　いや、逆に止めに来たのだ。


　リナ殿も同じなのだろう？


　ならば、この件に関かんしては協きよう力りよくし合えるということだ」


　予よ想そう通どうりの答えに、しかしあたしの表情は硬いまま。


　これはどうやら……最初にはっきりとさせておく必ひつ要ようがあるらしい。


　だがどう話を持って行けば丸くおさまるか──


　などとあたしが考えていると。


　……ッぶるひヒィィィィィィィん……！


　ゆるりと流れる夜よ風かぜに乗って、響ひびき聞こえたのは馬のいななき！


　ふり向いた先には闇やみに佇むラミーの町並み！


　そっちに出たかっ！


　あたしは即そく座ざにきびすを返し──


「任せろ！」


　デューンの雄お叫たけびとともに戦車チヤリオツトが駆かける！　あっという間にあたしを追おい越こし町へと向かってまっしぐら！


　ちっ！　まずいっ！


　あたしはいそぎ口の中で呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術を発はつ動どう！　あわててそのあとを追う！


　本当ならデューンたちより先に相手を見つけて仕し留とめたいところなのだが、デュラハンを恐おそれてか、町には灯あかりがほとんどない。月の光を頼たよりに相手の姿を見つけだすのはむずかしい。


　おまけにあたしの使うこの術、まわりに風の結けつ界かいを纏まとうせいで、外の音がほとんど聞き取れなくなる。音を頼りに相手を捜さがすのもまず不ふ可か能のう。


　先をゆく戦車チヤリオツトは町に入ると迷い無なく通りを駆けてつき進む。仕方なくあたしはあとについてゆき──


　やがて出た、大きな通りが十じゆう字じに交こう差さする町の広場にそれはいた。





　術を解かい除じよし地に下りる。靴くつの下には石いし畳だたみ。


　耳についたのは水の音。


　湧わき水を使った噴ふん水すいが、水を月光ひかりにきらめかせ。


　申もうし訳わけ程てい度どにぽつりぽつりと街がい灯とうが灯ともっているが、満月の光の方が強いくらいである。


　月の光と人じん工こうの光。二つの光に照てらされて、二つの影かげが対たい峙じしていた。


　一方は語るまでもない。二頭立ての戦車チヤリオツトに佇たたずむデューンとハンス。


　対するは、馬にまたがる鎧よろい騎き士し。


　馬は月光にその身を晒さらされ、朧おぼろに白くかがやいて。


　だがそれは白はく馬ばにあらず。一いつ片ぺんの肉すら纏まとわぬ白い骨。


　ガイコツの馬にまたがるは、銀しろがね色の鎧騎士。右手に馬ラ上ン槍ス、左手にカブト。鎧カブトに無む駄だな飾かざりはほとんどなく、唯ゆい一いつ特とく徴ちようと呼べるのは、カブトの額ひたいにはめ込まれた石だけだが、夜よ目めにもパッとしないそのかがやきから見ると、宝石と呼べるようなものでもないだろう。


　そしてやはり──肩かたの上にあるべき首ものは見あたらず。


　今度こそ間ま違ちがいあるまい。


　このデュラハンこそが、あたしの倒たおすべき、敵。


「なんだなんだ？　お仲間の次は人間の女か？　今夜はずいぶん客が多いな。いつもはむしろ避さけられるんだけどな」


　骨の馬にまたがる騎士は軽けい薄はくな調子で言い放つ。


　……相手がデュラハンだけに、視し線せんの向いている方向があたしなのかデューンたちなのか、ちょっと判はん断だんがつかないが。


「私の名はデューン」


　デューンは堂どう々どうと相あい手てに語りかける。


「ご覧らんの通り、貴き殿でんと同じくデュラハンだ。


　貴殿が最近、この町で、人々に死の宣告をして回っていることは承しよう知ちしているのだが、少々控ひかえてはもらえぬか。


　そのような状じよう況きようが続けば、人間は本格的なデュラハン討とう伐ばつをはじめるだろう。


　そうなればデュラハン全体にとっても面おも白しろくないこととなる。むろんそれは、貴殿にとっても同じこと」


　説せつ得とくを、しかし骨馬の騎士は鼻で笑って、


「……その、『キデン』っていうのはやめてくれねぇかな。堅かた苦くるしくていけねえ。


　俺おれ様さまにはフュードルって名前があるんだ」


「ではフュードル殿──」


「お断ことわりだね」


　フュードルと名な乗のったデュラハンは、いともあっさりと言い放った。


「こぉんな楽しいこと、やめろと言われてハイそーですか、ってやめられるかよ」


「楽しい？」


　あたしの漏もらした怒いかりのつぶやきに、フュードルはカブトの向きを変え、今はじめてあたしに気づいたかのような口ぶりで、


「おやぁ？　なんでデュラハンが生きてる女なんぞとツルんでるんだ？


　──まあいいや。なら生きてる奴やつにもわかるように説せつ明めいしてやるよ。


　俺様たちデュラハンには、生きている時に自分がどんな名前でどんな人間だったか、記き憶おくはねえ。


　ただ、灼やけつくような現げん世せへの恨うらみやつらみがある。


　……生きてる時にはいろんな欲よくもあったはずなのに、そっちの方はあんまり憶おぼえちゃあいない。


　それにこうやってデュラハンになると、生きてた時みてぇな欲ってのはあんまり感じなくなっちまうんだ」


「欲を感じなくなる……？」


「生者には五ご感かんがある」


　つぶやくあたしに、今度はデューンが、フュードルからは目を離はなさぬまま説明する。


「見る、聞く、さわる、においをかぐ、味わう。


　そしてそれぞれの感覚を心地ここちよく満たしたいという欲よつ求きゆうがある。


　生者が抱いだく多くの欲望は、それに根ねざしていると言っても過か言ごんではない」


「けどな。俺様たちデュラハンには、見ること聞くことはできても、触さわるって感じはすげぇ乏とぼしい。


　モノを触ってることはわかっても、ぶ厚あつい布ぬの越ごしみてぇな感じだ。


　味やにおいはまるっきり感じなくなる。


　わかるか？　それがどれほど味あじ気けないか」


「……想像するしかないけど……確かにそれはツラそうね……」


　続けたフュードルのことばが意味するものを理解し、あたしは呻うめく。


　たとえば、なめらかな絹きぬもふわふわの毛糸もサビの浮ういた鉄てつ塊かいも、ただ、触っているという感じしかしないとしたら？　お風ふ呂ろに入るのもなまぬるい雨にうたれるのも同じような感じしかしないとしたら？


　あまつさえっ！　においも味も感じないと来ればっ！


　味とかおりを封ふうじられ、食しよつ感かんさえもにぶくなってしまうのならば、牛肉豚ぶた肉にくトリ肉の違いなんてわかんなくなっちゃうだろーし、エビのぷりぷり感とかもロクに感じられなくなってしまうのだっ！　パスタにしたってスパゲッティやらタリアテッレやらマカロニやらといった形の違いによる食感の違いも楽しめなくなるだろう！


　いやそもそもデュラハンがモノを食べることなんてできるのかどうか、とゆー問題は置いといてっ！


　ごはんがおいしく食べられないとゆー、その時点でじゅーぶん地じ獄ごくだというのに、それが万ばん事じにわたるとなれば、日々の暮らしは一体どれほど味けないものとなるかっ！　想像しただけで背せ筋すじが凍こおる！


　そんな日々を──デュラハンたちは送っているというのか。


「ウマいものも食えねえ。食ったとしても味はねえ。女も抱だけねえ。抱けたとしても気持ちよくもなんともねえ。疲つかれたり眠ねむったりもしねえから、ゴロゴロしてても楽な感じはぜんぜんなくて、ただヒマなだけ。


　こうなると、金があってもなくても関係ねえ。


　だから、生きてた時みてぇな欲はあんまり感じなくなるんだよ。


　……けどな……


　そのかわりになぁ、デュラハンになると、生きてた時には味わえねえ、別な欲って奴やつが生まれて来るんだよ……」


　言うフュードルの口ぶりは、どこかねっとりと、下げ卑びた色を帯おびはじめ。


「それが……指さし欲って奴だ」


「指さし欲っ!?」


　思わず声が裏うら返がえる。


　対するフュードルは恍こう惚こつと、


「……ああ……


　たまんねぇぜ……好このみの相手を指さす時のあの感覚ってのはよぉ……


　手を伸のばして指を一本おっ立ててよ！


　びしぃぃぃっ！　と、こう！　まっっっっすぐにっ！


　さすんだよ！　指をよぉぉぉぉぉぉぉぉ！」


　熱く語るフュードルに、デューンは半なかば吐はき捨てるように、


「……下げ劣れつなっ！」


　え。下劣なんだ。それ。


　いや、あたしにはぜんっぜんわかんないし、わかりたくもないけれど、ともあれデュラハン的には、人を指さして死の宣告をするとゆーのは、どーやら気持ちのいいことのよーである。


「ハァ？　下劣ぅ？」


　フュードルは小こ馬ば鹿かにしたような声で、


「おいおい。デューンさん、だったっけ？


　お上じよう品ひんぶるのはナシにしようぜ。


　あんただってデュラハンだろ？　デュラハンとして生まれた……じゃねえ、死んだからには、指さし欲がありません、なんて言わせねえぜ？


　想そう像ぞうしてみろよ！　男か女か。子供か大人か年寄りか。自分の好みの相手を指さす時のあのさしごたえ！


　ならよ！


　あんただって指さしてぇんだろ！　ムリしてカッコつけてんじゃねえよ！　さしたいものはさしたいって正しよう直じきになりゃあいいんだよ！」


「だが指させば、私たちが望のぞむと望まざるとにかかわらず死の宣告の呪のろいがかかる！　相手を死なせるのだぞ！」


「俺らだって死んでんだからいーじゃん！」


「いいわけあるかぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　と、最後のツッコミはあたし。


「とりあえずっ！


　デュラハンに、指さし欲とかゆーのがあるのはわかったわ。


　どんな感覚かはぜんっぜんわかんないけど、まあ、なんか気持ちいいらしい、ってこともわかった」


　人間にたとえると、気持ちよさの方ほう向こう性せいはぜんぜん違ちがうにしろ、おいしいごはん──は、違うか。人はごはんを食べなきゃいつか死ぬけど、デュラハンは指さしをがまんしても死ぬ……というか滅ほろぶってわけでもないみたいだし。


　なら、マッサージとかお風ふ呂ろとか、どーぶつ好きな人が子こ犬いぬや子こ猫ねこの肉にく球きゆうとかをぷにぷにするよーな感かん覚かくだろうか。
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「けど結局っ！


　指さし欲？　のおもむくままに、気持ちいいから指さしまくってる。


　その結果、相手に呪いがかかろうが死のうが知ったこっちゃない、って自分勝手なこと言ってるだけじゃないっ！


　なら退治されても文句は言えないわよねっ！」


「ハ！　退治!?


　見たところ魔ま道どう士しサンみたいだけどよ！　ひょっとしてアレか!?　デュラハンに通用する術が使えるから俺様を退治できる、なんて勘かん違ちがいしてるクチか!?


　どんな術でも当たんなきゃあ意味がねえんだぜ！」


　あたしをあなどり、余よ裕ゆうのフュードルに、こちらも余裕で、


「当たればいいだけの話でしょ」


「俺様があんたを指さすのと、あんたがダラダラ呪文を唱えるのと、どっちが早いと思ってんだ!?


　──まあ俺様の好みから言うと、あんたみたいに元気なだけのガキより、ちょっと体調を崩くずしてて、暮らしに疲れた中年の指さし心地ごこちの方が好きなんだけどよ」


　どんな好みだ。それは。


　いやまあ、指さし心地っていうのがどんなもんなんだかわかんない以上、想像もつかないけど。


　確かに今までの話を聞いてると、たとえ呪いが解とけるとしても、指さされるのはなんかすげぇヤなのだが、ここでそんな顔を見せれば付け込まれる。


　あたしはフュードルのことばを鼻で笑って、


「え？　それひょっとして、おどしてるつもり？


　知ってるわよ。たしか呪いが発はつ動どうするのって、だいたいひと月後でしょ？


　あたしの術があんたを吹ふっ飛ばすのと、呪いが効きいてあたしが死ぬのと、どっちが早いと思ってんの？


　まあ、指さされていい気分にはなんないけど、ここであんたを倒たおせばすむこと。


　仮にあんたがあたしにビビって、指さすだけ指さしたあと、シッポを巻いて情なさけなーく逃にげ隠かくれし続けたとしても、あたしは近くの魔道士協会に行ってちょっとした処しよ理りをするだけで呪いを消せる。


　つまり、逆らうと指さすぞー、なんてのは子供のいやがらせといっしょ。


　むしろ、指さすとしか言えないってのは、あたしにビビってる証しよう拠こね」


　……まあ実際には、呪いを解くのにかなりの費ひ用ようがかかるんで、それなりに痛いたいことは痛いんだけど。


「……ムカつく女だなテメェ……」


　こっちの安い挑ちよう発はつに、フュードルの声に怒いかりがこもる。


「あ。それカン違いだから。


　あんたがトモダチできないタイプのムカつくデュラハンだから、自然に相手の態度もあんたにとってムカつくものになるってだけ」


「……いいだろう……そのケンカ、買ってやるよ！」


「ほらまたカン違い。


　あんたの方があたりの人を指さしてケンカ売ったんでしょーが。


　あたしはそれを買っただけ。


　ンなこともわかんないなんて、生せい前ぜんの頭の悪さがしのばれるわね」


「ンだとこの！」


　吠ほえてフュードルは右手のランスに力を込める！


　それを戦せん闘とう開始の合あい図ずと受け取り、あたしも呪じゆ文もんの詠えい唱しよう開始！


「くたばれクソアマ！」


　品も芸もないかけ声とともにフュードルの馬が地を蹴けると、こちらに向かってまっしぐらに突とつ進しんして来た！


　そのスピードはなかなかのもの！　こちらの呪文が完成するより先に相手が突つっ込んで来る！


　相手の武器は構えたランス。物ぶつ理り的てきな攻こう撃げき力りよくがあるかどうかは知らないが、受けて試ためしてみる気はないっ！


　事前のあたしの挑発で、突進の動きはとことん直線的で単純っ！


　向こうの突進を引きつけて──


　フュードルの馬が目の前に迫せまったその一いつ瞬しゆん、ななめ前に向かって飛び込み路ろ上じようでくるんと前回り！


　そこは、左手にカブトを抱かかえる相手にとっては攻撃の死し角かく！


　ひづめの音はむなしくそばを通り過ぎ。


「──なにっ!?」


　フュードルの驚おどろきの声からすると、今の大ざっぱな突とつ撃げきをかわされるとは思っていなかったようである。


　どうやら力無き人を指さしてまわる経けい験けんは豊かでも、実戦の経験はあまりないらしい。


　ならば一気に畳たたみかけるっ！


　前回りして起き上がり、ふり向きざまに、あたしは唱となえた呪文を解とき放はなつ！


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザーっ！」


　生まれ出た青い光の衝しよう撃げき波はは、夜を貫つらぬき背はい後ごからフュードル目がけて突き進む！


　それを察さつ知ちしたフュードルは、あわてて白骨の馬を操あやつり身をかわそうとするが──初しよ動どうが遅おそいっ！


「──っがぁっ!?」


　夜の町に悲ひ鳴めいが響ひびいた。


　直撃でこそなかったものの、攻撃は馬の横よこ腹ばらをえぐりかすめて、フュードルの右足を捉とらえていた。


　物体を透とう過かし、精神にのみ打だ撃げきを与あたえる術である。普ふ通つうのゴースト程度なら、いともたやすく一発消しよう滅めつ！


　とーぜん死し霊りようたるデュラハンにも効く！　直撃でなかったとはいえ、それなりの痛手だったはずっ！


　それが証拠に、白骨の馬はよろめくと、がくりとその場でひざを折おり──倒たおれるよりもわずかに早く、闇やみに姿が溶とけ消える。


　倒したわけではない。馬はフュードルの力が具ぐ現げんさせた、いわば彼の力の一部。今の攻撃で力をそがれ、維い持じするのが難しくなって消したのだろう。


　フュードルは音もなく大地に降り立つと、手にしたランスを大ぶりの剣けんへと変化させつつ、こちらをふり向き、


「小こ娘むすめぇ……！　貴き様さまっ！」


　吠え声は怒いかりにふるえていて。


　ようやくあたしの実力に気づいたようだがもう遅いっ！　あたしは相手の寝ね言ごとにかまわず、次の呪文の詠唱に入っている！


「させるか！　懐ふところに飛び込めば──！」


　吠えてこちらにダッシュするフュードル！


　あたしが飛び道具を得意とすると見て、ふところに飛び込むつもりか！　セオリー通りの戦せん法ぽうだが、甘あまいっ！


　フュードルは一気に距きよ離りを詰つめ、間合いに入るや否いなや剣をくり出し──


　あたしは術を発動させる！


「破砕鞭バルス・ロツドっ！」


　あたしの手のひらから伸のびた光のムチは剣にからみつき、そのまま一気に刀とう身しんをへし折った！


　ぱぎんっ！


　実体を持たないはずの刀身は、いっちょまえに金属の音を響かせて、折れ飛んでから虚こ空くうに消える。


　あたしはそのまま光のムチを操り、フュードルの胴どうを横よこ薙なぎ一いつ閃せん！


　だが。


　ムチが薙いだのは鎧よろいの残ざん像ぞう。振ふり抜ぬいた一撃に手ごたえはなく。


　──ちぃっ……！　間に合わなかったか……！


　あたしは光のムチを消し、吐と息いきとともに肩かたからの力を抜くと、少し離はなれた場所に佇たたずむ影かげを見る。


　フュードルと──あたしの攻撃が当たる寸前、横から駆かけ来てそのフュードルをひっさらい、助けた戦車チヤリオツト。


「……デューン……」


　非ひ難なん混じりの呼びかけに、彼はさして悪びれた様子もなく。


「手間をかけたな、リナ殿どの。


　だが、貴方あなたと戦い、敗れなければ、こやつも身の程ほどを思い知らなかっただろう」


　と、今度はフュードルに向かって、


「これでわかっていただけたか、フュードル殿。


　ご自分のやっている事が、リナ殿のような使い手を呼び込むことになるのだと」


「……くっ……！」


　くやしげに呻うめくフュードルだが、へたな言い訳は無意味と悟さとってか、不ふ機き嫌げんにあたしの方を見る──というか、カブトの正面を向けて来るだけ。


「以い降こう、無む闇やみな指さしはやめると誓ちかっていただけるかな。そうでなければ私としても、これ以上貴殿をかばうわけにはいかぬ」


「……わ……わかったよ……誓──」


「悪いけど。


　それじゃあ済すまないのよ」


　ことばを遮さえぎり、あたしは言った。


　……本当は、こーゆー状じよう況きようになる前に、さっくりとフュードルを倒してケリをつけたかったんだけど……


「あたしの受けた依い頼らいは、この町の人たちを指さしまくったデュラハンを『退治』すること。


　もうしません、と言われて、ハイそーですかと見み逃のがすわけにはいかないのよ」


「──リナ殿──」


　デューンの声に非難の色が混じるのも、デュラハン同士ということを考えれば無理からぬこと。


　しかし。


「あ。言っとくけど。


　ここで見逃したらお礼がもらえない、とかって話じゃあないわよ。


　フュードルは今までに、この町の人たちをおおぜい指さしてる、ってこと。


　この意味、わかるわよね？」


　指し摘てきにデューンは息を呑のむ。


「……つまり……すでに死人が……」


「幸いそれはまだらしいけど。


　最初にこの町で指さされた人が出てから、もうすぐひと月が経たつわ。


　ほうっておけば、次々人が死ぬことになる。


　もう指さしません、って誓うのは簡単でしょーけどね。その人たちはどーなるのよ？


　フュードルがなんとかできるわけ？


　呪のろいは、かけたデュラハン自身にも解くことはできない。


　もちろん魔ま道どう士し協きよう会かいでちゃんと処置すれば解けるけど、それには先立つものが必要よ。


　一生かかっても払はらえない額がくってわけじゃあないけれど、ふつーに暮らす町の人たちがポンッと出せる額でもないわ。


　フュードルが今まで指さしてきた人全員を助けるだけの額を出せるとも思えない。


　なら。


　彼が今までさんざん指さしてきた、おーぜいの人全員の命を助ける方法って、たった一つしかないでしょ」


　すなわち──


　フュードルの消しよう滅めつ。


「……し……しかしリナ殿どの、フュードル殿も、もう指ささぬと誓った身、それを無む碍げに討うち滅ほろぼすというのは……」


「そーね。


　あたしにも勝てずあなたにも責められて、ね。


　けどそれって反はん省せいなわけ？　それとも保ほ身しん？


　……あたしだって、参まいりました、って言ってる奴やつをどうこうするのは好きじゃないんだけど……


　呪いをかけた人たちが、これからどんどん死ぬかもしれないけど、降こう参さんしたんだから自分は助けてください──ってのは通らないんじゃないの？」


「それはっ……そうだが……


　しかし私としても、降こう伏ふくの意い志しを示した者を滅ぼす、などという行こう為いを見逃すわけにはいかん」


　とまどいは含ふくみつつ、それでもデューンは断言した。


　やっぱし──こういう展開になったか──


　正直言うと、最初にデューンが、暴ぼう走そうデュラハンを『止める』と言ったその時から、こうなるような予感はあったのだ。


　ゆえにデューンが手を出して来るより先に、フュードルを倒してしまいたかったのだが。


「……ま、そう言うと思ったわ……


　けどこっちも、じゃああきらめる、ってわけにはいかないのよね」


「悪いがそれは見過ごせぬ──と言ったら──？」


「悪いけどムリにでもやらせてもらう──としか言いようがないわね」


　それは、決けつ裂れつのことば。


　はりつめた空気が夜に流れて──


「逃にげろ」


　デューンは捕つかまえていたフュードルをほうり出して言い放つ。


「あ？」


　とまどいの呻きを漏もらすフュードルに、デューンはあたしの方を向いたまま、


「貴殿の好き勝手の後あと始し末まつで、恩おんあるリナ殿とことを構かまえるのは不ふ本ほん意いだが、態たい度どを改あらためると言っておる貴殿を見み捨すてることもできん。


　二度と人里には姿を現さず、欲望の赴おもむくままに指さすことはやめよ。


　そう言っているのだ。


　わかったら今すぐ逃げろ。多少の時間は稼かせいでやる」


　対するあたしは夜風に髪かみとマントをなびかせながら、


「……こーゆー状況になるんじゃないか、って予感はちょっとしてたわ。できれば避さけたかったんだけど……


　デューン、あなたがどーしてもジャマをするっていうなら、流れやいきおいによってはあなたを傷つけることになるかもしんないわ」


「私に貴方を傷つけるつもりはない。しかし時間を稼ぐ上で、もののはずみという事が起こらぬとも限らない」


　夜風がさらにはりつめて。


　状況にとまどっているのか、逃げろと言われたフュードルはいまだ動かず。


　いや。あるいは──自分が動けば、それが戦いのはじまりを告げる合図になると悟さとって動けないのか。


「──ちょ……ちょっと待ってよ！」


　しかしその時。


　響ひびいた声は言うまでもなく、今の今まで黙だまってたせいで、すっかり存在を忘れかけていたハンスくん！


「……な……誰だっ!?」


　あたしも存在を忘れかけていたくらいである。もともとの事情を知らないフュードルはあわててカブトを上下左右に向けてあたりを見回しまくる。


　そんな彼のことは無視して、


「リナさんと戦うなんて、そんなのぼく嫌いやだよ！　いろいろお世話になったんだし！」


「確かにそうではあるのだが……ハンス殿よ、だからといって、同じデュラハンを見殺しにするわけにもゆくまい」


「そうだけど……だからって戦うことなんてないよ！」


　ハンスくんとデューンの会話は、はた目からは声こわ色いろを使った一人芝しば居いのようにしか見えないが。


「……うむ……」


　デューンは重い呻うめきを漏らし、


「……ハンス殿の気持ちもリナ殿の立場もよくわかる。


　だがこうなった以上、私もあとには退ひけぬ。


　とはいえこのままハンス殿を巻き込むというのも道どう理りの通らぬ話。ゆえに──」


　デューンが言ったそのとたん。


　ギぅんっ！


　金属音とも少し違ちがう、なんともたとえようのない甲かん高だかい音とともに、通りに佇たたずむ影かげが一つ増えた。


「……え……？」


　呆ぼう然ぜんとつぶやいたのは、ひとふりの剣けんを携たずさえた騎き士し姿すがた。もちろんカブトは外して左の小こ脇わきに抱かかえていて、鎧よろいの首から上はなく。


　小さくよろけたその拍ひよう子しに、鎧ががしゃりと音を立てる。


　これが──


　ハンスくんの本来の姿。


　少し離はなれて佇むのは、一頭立ての戦車チヤリオツトに乗った鎧騎士、デューン。


「お前ら……！　二人で一人かよ!?


　つうかそっちのハンスって、鎧がミョーに重そうだし音も鳴るし、ひょっとして、本物の鎧に憑ついてんのか!?」


「何をしている！　早く逃げろと言ったはずだぞ！」


　ようやく事じ態たいを理解して、驚おどろきの声を上げるフュードルを、デューンはふり向きもせず叱しつ咤たする。


「……わ……わかったって！　とりあえず恩に着るぜ！」


　おせじにも恩に着ている口ぶりではなかったが、この場は退くのが得とく策さくと見てか、フュードルはきびすを返して逃げはじめる。


　足の動きは歩むがごとく。しかしどういうしくみになっているのか、人の全力疾しつ走そうに近い速さで滑すべるように遠ざかってゆく。


　骨の馬を使わないことからすると、さっきのあたしの一発で力を削けずられ、馬を具現させることができなくなったか。


　まあ何にしても、逃がしてやるつもりはないっ！


　あたしはわざと、しばしそのまま眺ながめると、ハンスくんたちが言い合っている間に唱えておいた呪じゆ文もんを発動させた！


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　使ったのは高速飛行の術！　気力をふりしぼり一気に高こう度どを上げ、立ちふさがるデューンの頭上を飛び越こえる！


　あわててこちらを見上げるデューン。あたしのまわりに風の結界がなければ、驚きよう愕がくの呻きが聞こえたかもしれない。


　飛び越えたあとで高度を落とし、地面にそってフュードルのあとを追う！


　高度と速そく度どと運ぶ重じゆう量りようの総そう和わが術者の力りき量りように比ひ例れいするこの術、高度を落としてスピードに回せば追いつくことは造作もない！


　フュードルは抱えた兜かぶとをくるりと回してこちらを見て──追いつかれると悟ってか、足を止めてこちらをふり向く。


　あたしがさっき、彼の突とつ進しんを引きつけてかわしたのと同じ要領で身をかわそうというつもりなのだろうが──甘あまいっ！


　あたしは飛行の速度を落とすと術を解かい除じよ！　着地とダッシュと次の呪文の詠えい唱しようを同時に行いつつ、まっすぐフュードルを目ざす！


　たとえデューンが追い来ても間に合う距きよ離りとタイミングではない！　その距離をかせぐために、フュードルが逃げだしてからやや間を置いて追ったのだ。


「くそっ！　くそがっ！」


　フュードルはふたたび右手に剣を具現させる。あたしの術で一度へし折られたぶん、いくぶん力が弱っているのか、刃やいばは前より少し短い。


　剣の間合いに入る直前、あたしの術が完成し──


　だが解き放つより一いつ瞬しゆん早く！


「このぉっ！」


　ヤケクソ気味に吠ほえたフュードルは手にした剣をあたしに向かって投げ放つ！


　とっさに横に跳とび、身をかわすあたし！　しかし投げ放たれたはずの剣は、フュードルの手を放れるやいなや霧きりのごとくに虚こ空くうに消える！


　考えてみればそりゃそうかっ！　剣もフュードルが精神力で具現させたもの！　本体から離れれば消えてなくなる！


　単なるヤケでやったのか狙ねらってやったのかは知らないが、ともあれあたしの体たい勢せいが一瞬崩くずれる！　その間にフュードルは間合いを取ろうと後ろに跳んで──


　逃にがすかっ！


「烈閃槍っエルメキア・ランス！」


　放はなったのは下か級きゆう魔ま族ぞくすら倒たおす術！　直ちよく撃げきすればただでは済まない！　間ま合あいとフュードルの体勢では、身をかわすのは無理のはず！


「くそっ！」


　フュードルは吠えると再び剣を具現させ、あたしの放った光の槍やりを叩たたき伏ふせる！


　あの体勢から迎げい撃げきした!?


　このフュードル、戦いの経験は浅あさいようだが、どうやらウデは悪くないらしい。


　もちろん剣も彼の一部。多た少しよう痛いた手では受けただろうが、体への直撃に比べれば被ひ害がいは微び々びたるものだろう。


　あたしは次の呪文を唱え──


　そこに割り込む轍わだちの音！


「逃げよ！　フュードル殿どの！」


　追いついて来たデューンの戦車チヤリオツトが、あたしとフュードルとの間に突つっ込んで来る！


　くっ！　追いつかれたかっ！


「逃げろったって……！　逃げきれるのかよ！」


　毒づきながらも向きを変えて逃げはじめる。


　完全に精神体のデュラハンならば、現世への具現をやめれば完全に姿を消せるはずなのだが、フュードルがいまだ消えずにいるところからすると、消すことのできない実体の依より代しろでもあるのか、あるいは別の理由があるのか。


　どうであろうと逃がすのはまずい。


　ふたたび対たい峙じするあたしとデューン。


　さっきと同じ方法でふり切るか？　いや、デューンもバカではない。何かの対策を練ねっていると考えた方がいいだろう。


　ならば別のテを使うのみっ！


　あたしは横に駆かけつつ呪文を唱える。


　行く手を塞ふさぐ形で戦車チヤリオツトを操あやつるデューン。


　そのデューンに向かって──


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　づどんっ！





　唱えた一撃を解き放つ！


　あたりの土ど砂しやを爆ばく発はつ的にふき上げて、上にいる相手に打撃を与あたえる術！


　むろんのこと──


「無む駄だだ！」


　デューンが吠えたその通り、彼のような実体を持たないデュラハンには何の痛手も与えない！


　やがてほどなく土砂もおさまり──


「──む!?」


　響ひびくはデューンの動どう揺ようの声。


　それはそうだろう。あからさまに効きかない一撃をぶっ放されて、視し界かいが晴れたらあたしの姿が消えていたのだから。


　そう。今のは単なる目くらまし！


　デュラハンたちご一同は相手を探す時、兜かぶとをぐりぐり動かしていた。つまりは視し覚かくに頼たよっていたということ。


　ゆえに攻こう撃げき呪文で視界を悪くし、そのスキにあたしは近くの家の陰かげに隠かくれたのだ！


　隠れてこっそり移動しながら、口の中で呪文を唱えはじめる。


「──フュードル殿！　気をつけよ！　リナ殿の姿が見えなくなった！」


「何だとぅ!?」


　デューンの呼びかけに、上げたフュードルの声は悲鳴にすら近かった。


　あたしのいる場所から彼らの姿は見えないが、声ににじんだ動揺の色は、はっきりと感じ取れる。


「ど……！　どこに消えたってんだ！　探せよ！　早く！」


「落ち着けフュードル殿！」


「落ち着けるかよっ！　あの女、絶対何かしかけて来るぞ！」


　わめくフュードルの声を聞きつつ、あたしは唱えた呪文を発動。


「……翔封界レイ・ウイング（こっそり）」


　高速飛行の術、大安売りっ！


　ひとつ外はずれた通りを突っ切り、フュードルが逃げていた近くまでひとっ飛び！　術を解かい除じよし着地して、攻撃呪文を唱えつつ、足音を殺して、彼がいると思われる方へと歩みを進めてゆく。


　あたしの姿が見えなくなって、警けい戒かいしたフュードルは、たぶん動きを止めている。まわり込んで近くから不ふ意い打うちすれば今度こそ──！


　あたしは細い路地を通ってあたりに目をやり──


　……たまたまこっちを向いていたフュードルと視線が合った。


「出たぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」


　幽ゆう霊れいを見た子供みたいな悲ひ鳴めいを上げて、フュードルは、あたしから遠ざかるように、デューンの方へと猛もうスピードで逃げてゆく。


　ちっ！　しまったっ！


　タイミングが悪かったとしか言いようがないが、こればかりはぼやいたところで仕方がない。


　デューンはカバーに入るべく、こちらに向かって戦車チヤリオツトを走らせ、


「だからっ！　戦いなんてやめようってばっ！」


　そのあとをかなり遅おくれてハンスくんが追う。


　あたしはフュードルのあとを追って駆けながら──


「烈閃槍っエルメキア・ランス！」


　唱えた術をダメモトで放つが、これは外れ。間を置かずに次の呪文の詠えい唱しようを開始！


「くそっ！　くそっ！　逃げられねえっ！　くそっ！　せめて馬さえありゃあっ！」


　フュードルは混乱して毒づきながら地を滑すべり、デューンとすれ違い──


　突とつ然ぜん、騒さわぐのをやめる。


　そのカブトが向く先には、駆け来るハンスくん。


　──って、まさか──！


　思った時にはフュードルはわずかに進路を変えると、全力でまっすぐにハンスくんの方を目ざす！


「え？　え？」


　わけがわからずとまどうハンスくんに──


「おっりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」





　がぢゃごぉんっ！





　ダイビング・キックをぶちかます！


「うわにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ハンスくんは気の抜ぬけた悲鳴を上げて吹ふっ飛び転がり、その拍ひよう子しに腕うでの中から、抱かかえていたカブトが、ころんっ、と転がった。


　その転がった頭を探して、わたわた動く体の方に──


「この体借りるぜ！」


　フュードルが突進して溶とけ込んだ！


　ハンスくんの体が、がしゃりっ！　とふるえる。


「え!?　ちょっ……？」


　彼のカブトが混乱の声を上げるうち、体はフュードルのカブトを抱えてふわりと宙に浮うき上がり、その下に、白骨の馬を出現させた！


「えええええええええええっ!?」


　驚おどろきの悲鳴を上げるハンスくんカブト！


　ようやく彼も理解したのだ。フュードルに自分の体を乗っ取られたのだと。


　最初にデューンが見せた二頭立て戦車チヤリオツトの姿は、実体のある鎧よろいカブトに憑ひよう依いしたハンスくんとデューンとが組み合わさってできたもの。本来デューン一人では、一頭立て戦車チヤリオツトの姿を維い持じすることしかできず、ハンスくんの鎧カブト姿と組み合わさることによってのみ、あの姿になれるのだ。


　それを知ったフュードルは、自分もまた同じことをしようとしたのだ。


　すなわち。ハンスくんの鎧を乗っ取ることにより、自分の体を具現させるだけの力を節約し、そのぶんで馬を出現させたのだ！


　それでスピードを出してあたしをふり切ろう、というつもりなのだろうが──


　甘あまい。致ち命めい的てきに状況判断が甘い。


　フュードルの骨馬は地を蹴けると、翔とぶがごとき速さで──


　駆けたのは、しかし一いつ瞬しゆん。





　ぐがんっ！





　めくれ上がった石いし畳だたみが、ひとつながりになりムチと化し、駆け出したばかりの馬の脚あしをからめて動きを止めたのだ。


「──な──!?」


　声を漏もらしてフュードルがカブトというか視線を向けた先には、骨馬の脚にからみつく石畳のムチ。


　ムチの伸のびる先をさらにたどれば──それは、デューンが石畳に突つき立てた剣けんの切っ先に行き着いて。


　そう。骨馬の動きを止めたのは、ほかでもない、デューン。


　剣の先を介かいして自分の霊れい体たいを伸ばし、石畳の石にひとつなぎにとりついて、ツタのように操あやつっているのだ。


「放せコラ！　何やってやがんだてめぇ!?」


「それはこちらの科白せりふだ」


　デューンの存在しないはずの目が、怒いかりにぎらりと光った気がした。


「ハンス殿は私にとっては大恩ある方。そのハンス殿に危害を加える者を見過ごすわけにはいかぬ」


「お……恩って、このヌルい野や郎ろうにか!?」


「ハンス殿への侮ぶ辱じよくは赦ゆるさん」


　言い放つデューンのそばを。


　あたしはあらためて攻こう撃げき呪じゆ文もんを唱となえつつ、フュードルの方に向かって歩み行く。


　フュードルは逃にげようともがいてはいるが、デューンとはデュラハンとしての力が違いすぎるのだろう。縛いましめが解ける気配はない。


「わ！　わかった！　悪かった！　追いかけられてちょいと混乱しちまっただけなんだ！


　ハンスどのへの侮辱は取り消す！　体も返す！　だからとりあえず放してくれ！」


　わめけども、デューンの方はただ無言。


　とーぜんだろう。フュードルはよりにもよって、デューンにとっては一番やってはいけないことをやったのだから。


　かつてデューンは見栄のために、ハンスくんの体をパクったことがあった。ハンスくんはそれを結局許したわけだが──


　たぶんデューンには、ハンスの体を奪うばった今のフュードルが、かつての自分のように見えるのだろう。


　ゆえにこそ。


　許せない。


「頼たのむって！　返すって言ってっだろ！　ほ、ほら！　この通り！」


　言ったそのとたん、フュードルの体はがちゃりと音を立てて倒たおれ、ハンスくんの鎧へと戻もどる。


　同時に、たった今まで骨の馬だったはずのものは、脚に石畳のツタをからめたフュードルの姿になっていた。


「返したぜ！　見えるだろ！　だから脚ィ放してくれよ！　早く！」


　必死の叫さけびに、デューンは静かな声で、


「無む闇やみな指さしはやめると誓ちかって頂いたが──」


「ああ！　やめる！　もうしねえ！　だから──！」


「逃げるために同じデュラハンを害する輩やからが誓いを守るとは思えん」


「──な──」


「故ゆえに」


　デューンは宣言する。


「貴殿──いや、お前をかばう理由は無い」


　同時だった。


　デューンが操る石畳のツタが、フュードルの脚から離はなれるのと。


　あたしの呪文が完成するのとは。


　急に脚を放され、つんのめったフュードルを──


「青魔烈弾波ブラム・レイザーっ！」


　あたしの放った青い光が飲み込んだ！


　おおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　上がる響きは怨えん嗟さの声か断だん末まつ魔まか。


　光がよぎり、虚こ空くうへと消えたそのあとに。


　──チンッ──


　一つ、小さな硬かたい音。


　歩み寄って目をやれば。


　それは、フュードルの額についていた、宝石とも呼べない小さな石くれだった。





　陽ひざしが強い。


　街かい道どうの左右にひろがる森の木立は葉は陰かげになり、街道を照らす光と相まって、闇に近くすら見える。


　その闇の中に──影かげがいた。


「やっほ。どうしたの？　こんな時間に」


　気づいたあたしは足を止め、影に向かって声をかける。


「どうであった」


「呪のろい、ちゃんと解けてた？」


　二頭立ての戦車チヤリオツトに乗った鎧よろい騎き士し──デューンとハンスは、闇に佇たたずんだままで声をかけて来る。


　まだ朝と言ってもいい午前。デュラハンが動き回るのにふさわしい時間ではないが、活動できない、というわけでもないらしい。


「ん。ちゃんと解けてた」


　と、光さす街道に佇むあたし。


　フュードルを倒して夜が明けて。町の人たちに、デュラハンを倒したと説明し。


　念のため、呪いを受けていた人が一人、すこし離れた街にある魔道士協会に出向き、呪いが消えているのを確かめた。


　あたしはその確かく認にんにつき合って一日逗とう留りゆう。


　かくて依い頼らいは終しゆう了りようし、もらう依頼料ものもいただいて、今朝の出しゆつ立たつとなったわけである。


「──これを拾ひろった」


　言ってデューンがかざして見せたのは小さな石。地味な緑色で、きれいに磨みがいてはあるけれど、宝石と呼べるほどのものではない。


　もちろんあたしにも見おぼえはある。


「それって、フュードルの──」


　額についていた飾かざり石。


　おそらくはフュードルの依より代しろというか、核かくとなっていたものだろう。


「もはやフュードルの意識は残っておらん。デュラハンとしての彼は滅めつした。


　ゆえに呪いも消えたのだろう。


　だが彼の無念や絶望や現世への恨うらみつらみは、わずかだがこの石に残っている。


　同じデュラハンとして、この石と、彼のうらみつらみは、大事に受け継ついで行こうと思っている。


　そのことだけを伝えようと思ってな」


　いや受け継ぐなよそんなもん！　即そく座ざに捨てろドブに捨てろ！


　正直そう叫さけびまくりたい気分だが、生きている人とデュラハンとでは、感性とかも違うんだろーし、デューンの目の前でフュードルにとどめをさしたあたしがツッコんでいい所でもないだろう。


　ゆえにあたしは、


「──そう──」


　とだけ。


「ぼくも、指さすのが大好きだったフュードルが安らかに眠ねむれるよう、人はダメだけど、時々バッタとかを指さしてあげることにするよ」


　と無む邪じや気きにハンスくん。


「……そ……そぉ……」


　バッタかぁ……


　フュードル……あたしとしては同どう情じようできる相手じゃあなかったけど……供く養ようにバッタは……浮うかばれないとゆーか、むしろいやがらせのよーな気もするんだけど……


「ではリナ殿。達者でな」


「げんきでね。リナさん」


「そっちも──元気で……って言い方は変だけど、無ぶ事じに過ごして」


　そんなあいさつのことばをかわし。


　デューンとハンスは木々の葉がつくりだす闇の中を。


　あたしは光さす街道を。


　それぞれの道を別れゆくのだった──







（指さしコンフォータブル：完）







　あとがき






神坂一＋Ｌ　　









作：夏が来たなら思い出すっ！　ばーちゃんちで食べたスイカのあの味をっ！


　　というわけでっ！


　　スレイヤーズすぺしゃる二十九巻『魔法の老ろう女じよプリンシア』をお送りしますっ！


Ｌ：……けどタイトルにもなってる魔法の老女って……むしろ読者に対するいやがらせか、って気がしないでもないんだけど……


作：ふっ！　読みが浅あさいな！


　　いろいろアレな犯はん罪ざいもあったせいで、世せ間けんの風ふう潮ちようという奴やつか、フィクションの中でも小さなお子さんに対する扱あつかいが過か敏びんになっている昨さつ今こん！


　　見た目はちっちゃい女の子で、行こう動どうパターンもそんなものなのに、設せつ定てい年ねん齢れいは十八歳とか八十歳とかン百歳というキャラクターなどざらにいるっ！


　　ひとひねりしてそのテの設定から『見た目はちっちゃい女の子』という部分を取り除のぞいてみただけの話っ！


Ｌ：そこ取り除いちゃったんだっ!?


　　とゆーか、その『ひとひねり』は世の中の誰一人として望んでないよーな気がするんだけど……


作：けどほら、『ハ○ルの動く城』とかもあるし。


Ｌ：同どう列れつに並べるなぁぁぁぁっ！　いろんな人から怒おこられるわっ！


作：いや、もちろん同列に並べるつもりはないって。


　　だって向こうは見た目は年寄り中身は少女。


　　対するこちらは見た目も中身も同じで精せい神しん年齢や行動パターンのみ子供っ！


Ｌ：そんな違いはどーでもいい。


　　どっちにしてもダメだから。


作：でも『世の中何が売れるかわからん』という言葉は、ずいぶん昔から言われているわけだし。そう考えればっ！


　　何かのはずみで、『スピンアウトもので魔法の老女プリンシアをアニメ化したいんですけど』とかもちかけてくるアニメ制せい作さく会社が十や二十は出てきても不ふ思し議ぎはない、と言いたいわけで！


Ｌ：不思議だからすごくっ！　出るかそんなもんっ！


　　どんなアニメ業ぎよう界かいよそれはっ！


　　……まあ確かにスピンアウトものっていえば、なんか魔法少女モノ化するのが多いような気がするけど……


　　コレだけはないからっ！


作：う……くむぅっ……なすすべもなく全否ひ定てい……


　　これが世に言う、時代を先取りしすぎた、とゆー奴かっ……!?


Ｌ：違ぁっ！　たとえ宇う宙ちゆうがひと回りしても、そんな時代はやって来ないっ！


　　やっぱりスピンアウトなら、あたしが主役で『魔王っ子Ｌ様』とかでしょ。


作：『様』ってつけたよ自分で。


　　けどそれって、





　　『たいへんだ！　近所のお姉さんがこまってる！』


　　↓


　　魔法のトゲ付きハンマァでお姉さん撲ぼく殺さつ


　　↓


　　『これでもう悩む必要はなくなったわね』





　　毎回こんな展てん開かいのよーな気がするのだが。


Ｌ：まあおおむねそんな感じで。


　　ゴールデンだから流りゆう血けつ描びよう写しやはちょっと控ひかえめだけど。


作：ゴールデンタイム希き望ぼうっ!?　図ずう々ずうしいなオイ！


　　というかゴールデンで流血って、放送倫りん理りとか何かで無理だろ!?


Ｌ：けどほら最近は、テロップとかで注意しておけばだいじょーぶって部分もあるから、『作中には流血描写がありますが、芸げい風ふうだから仕方ないよね』とかの注ちゆう釈しやくを表示しておけばっ！


作：芸風で済すませたっ!?　つかそれ注釈じゃねえっ！


　　たしかにむかしのアニメＤＶＤとか見てると、時とき々どき、今じゃ放送できない表現があったりするけどっ！


　　今は無理！　絶対無理だからっ！


Ｌ：じゃあ教きよう育いく的てき配はい慮りよで、


　　『Ｌ様はお姉さんを撲ぼく殺さつしたけど、ほかに解かい決けつする方法はなかったのかな？　お母さんといっしょに考えてみましょう』


　　とかナレーションを入れれば！　さらに一層っ！


作：一層どーにもならんわっ！


　　教育的配慮なのかそれはっ!?　そもそもっ!?


　　……いや。待てよ。最近の娯ご楽らく作品なんかでは『悪い人には悪い人なりの事じ情じようがある』って風潮が多くて、むかしの作品みたく、『悪役だから深く考えずに、とにかくイヤなことをします』って奴がいなくなってるし。


　　見た人に、『こんな人にはなりたくないなぁ』って思わせる、キョーレツな反はん面めん教師になるキャラは減ってるのか……


　　けどそのポジションにいるのが主役ってのは、やっぱりマズいか……


Ｌ：ほほう。作者あんた今、あたしのことを、こんな人にはなりたくないタイプの悪役だ、って言ったの、わかってる？


作：うん♪


Ｌ：わざとかぁぁぁっ!?





　べちぺちぺちべちべちべち！





Ｌ：…………はっ！　しまった！　あたしとしたことが！


　　ついムカッとなってのこととはいえ、たまたま手近にあった牛テールを凶きよう器きに使うなんて安あん直ちよくな手をっ!?


　　けどとっさに、もったいない、って意識が働いて、偶然そばにあったラム肉ブロックを使わなかった、そんな自分をちょっとほめたい。


　　しかぁしっ！　あの暴言は、たとえあたしが許しても、インド全国十一億人のファンが決して許さないっ！　もちろんあたしも許さないけどっ！


　　すなわちこれ民意っ！


　　……よしっ！　これで理り論ろん武ぶ装そうもカンペキっ！


　　とまあ、牛テールで作者をはたく正当性が無事立りつ証しようされたところで。


　　それではみなさん、また次回～







（あとがき：おしまい）
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